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			モンスターのご主人様⑩

			日暮眠都

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			01　開拓村の惨劇

			02　韋駄天の懸念　～飯野優奈視点～

			03　人助け

			04　ある騎士から見た景色

			05　傷付いた者たち

			06　必要なもの

			07　ＡＮＤ／ＯＲ

			08　反撃開始

			09　蹂躙劇

			10　ほしかった言葉　～シラン視点～

			11　村落での攻防

			12　最後の防衛線

			13　奮戦

			14　騎士と勇者

			15　騎士の救済　～シラン視点～

			16　わたしだけの勇者様

			17　騎士の参戦

			18　寄り添い合って

			19　蹂躙者のその後

			20　ふたりだけの特別な関係

			番外編　少女初心者　～シラン視点～
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			01　開拓村の惨劇

			　

			　まだ出会ったばかりの頃、シランがチリア砦とりでの地下霊れい廟びようで語っていたことがある。

			　――たとえこの目で二度と見ることが叶かなわないとしても、わたしは故郷を守りたい。あの村にいた同どう胞ほうたちと同じ境きよう遇ぐうにある、他の村の者たちを守りたい。ともに戦う仲間たちを守りたいのです。

			　それが騎士シランの願いであり、彼女が命を懸けて戦い続けた理由だった。

			　

			　その彼女の目の前で、守りたかったものが壊れていく。

			　

			　燃え落ちる家々と、逃げ惑う村人たち。鎧よろい姿の男たちが剣を振るうたびに、かけがえのないものが欠け落ちていく。

			　ただでさえ、シランはここ数日、不安定な状態にあった。アンデッドになってしまった自分に悩み、苦しみ、失意と絶望を抱いたすえに、自分の存在さえも危うくしてしまった。

			　そんな彼女にとって、この出来事はまさしく致命的だったに違いない。

			　かろうじて均きん衡こうを保っていたシランの精神は、ひとたまりもなく反転する。

			「がぁあああぁああ！」

			　それは、グールの雄お叫たけび。あるいは、踏み躙にじられた願いの断末魔。

			　魔動車の御者台に座るおれの隣から、シランが飛び出していく。

			「待て、シラ……ッ」

			　咄とつ嗟さに伸ばした手は、宙を切った。

			「速……っ!?」

			　おれは驚きよう愕がくに目を見開いた。

			　アンデッドの体を維持するための魔力の不足によって、シランは酷ひどく弱っていたはずだ。けれど、いまの彼女の動きは、体が弱った者の速度ではなかった。

			　地面に降りたシランは、そのままの勢いで駆け出していく。あっという間に、その姿は小さくなった。村に向かうつもりなのだ。

			「追い掛けます！」

			　ローズが叫んだ。魔動車に乗らずにいたリアさんたちを護衛するために、ローズは外にいた。彼女だけが、咄嗟にシランを追うことができた。しかし――。

			「待て！」

			　おれはローズをとめた。足をとめた彼女が、こちらを振り返った。

			「ご主人様……？」

			「ひとりで行くな！」

			　村に辿り着く前に捕まえられるならともかく、あの速度だ。明らかにローズより足が速かったし、捕まえることはできないだろう。

			　村でなにが起こっているのかわからない以上、迂う闊かつな行動は避けるべきだ。切り捨てるべきものと、そうでないものとを区別しなければならない。

			「……っ」

			　ほんの一瞬、唇を噛んだ。だが、迷っている時間はなかった。

			　すぐに身を翻ひるがえし、車の内部を隠す覆おおい布を持ち上げる。

			　操縦を失った車が大きく揺れた。無視して車のなかに入ると、視線が集まった。

			「ご主人様！　いまの声は……」

			「村が人に襲われてる！」

			　尋ねてきたリリィの声を遮さえぎって、おれは叫んだ。

			「それを見て、暴走したシランが飛び出して行った！」

			「そんな……！」

			　状況を理解したリリィが絶句した。

			「状況はわからないが、シランをこのままにはしておけない」

			　矢や継つぎ早ばやに、おれは指示を出した。

			「リリィ！　それに、ガーベラ！　一緒に来てくれ！」

			「妾わらわもか!?」

			　ガーベラが驚いた顔をする。おれは頷うなずき、手早く最低限の説明をした。

			「いまのシランは理性が飛んでる。最悪、押さえつけなければならなくなるかもしれない。正体不明の敵の戦力がわからない以上、最大戦力で行くべきだ」

			　ぱっと見ただけだが、村を襲っている武装集団は、揃いの鎧よろいを着ているようだった。どこかの兵士、あるいは騎士である可能性が高い。これまで見たことのない意い匠しようの鎧だったので所属まではわからないが、正規の戦闘訓練を受けていることは間違いないだろう。

			　おまけに、数がどれだけいるのかも不明だ。

			　人前に出られる眷けん属ぞくだけでは、対処し切れない可能性がある。

			　村を襲っている武装集団にひとり。暴走状態のシランにひとり。万が一の事態に備えて、眷属で最強クラスの力を持つガーベラとリリィを当てられるようにするべきだと、おれは判断したのだった。

			　……もちろん、わかっている。

			　ガーベラを連れていくということは、おれたちの正体を晒さらすということだ。今後に大きな影響があることは想像にかたくない。最悪、この土地にはいられなくなり、ゼロからの出発になるかもしれない。

			　だが、おれにとって一番大事なのは、仲間が無事でいることだ。

			　優先順位を間違えるつもりはなかった。

			「あとのみんなは、おれたちが帰ってくるまで隠れていてくれ。ローズ、あやめ、ロビビアは、残ってリアさんたちの護衛を」

			「おれは……っ」

			　ロビビアが不満そうな顔でなにかを言い掛けたが、おれと目が合うと、唇を曲げて頷うなずいた。

			「……孝弘がそう言うなら」

			「良い子だ」

			　赤毛の頭を乱暴に撫なでると、すぐにおれは車を出た。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　外に出たときには、すでにシランの姿は見えなかった。

			　可能な限り、素早く指示は出した。シランが飛び出してから、せいぜい20秒かそこらと言ったところだろう。これならそう遅れはないはずだ。

			　ガーベラがおれを抱えて駆け出して、リリィがそれに続いた。

			　このふたりの組み合わせは、足が速い。彼女たちを選んだのは、万が一に備えるというだけではなく、速度についても考慮した結果だった。

			　ただ、そんなふたりでも、さすがに村に着くまでの間に、シランに追い付くことはできなかった。

			　予想はできたことだった。

			　飛び出していったシランのスピードは、あまりにも速かったからだ。

			　かつてシランは樹海北域最高の騎士と謳うたわれていた。ただし、それは全力の状態……契約した精霊４体の補助があったときの話だ。精霊の使う強化魔法のブーストによって、初めて彼女はチート持ちを相手に、真っ向から斬り結ぶだけの身体能力を発揮することができた。

			　しかし、理性を失った現在の彼女は、精霊の補助を受けていない。それであれだけの動きを見せたということは、グールとしての――モンスターとしての身体能力を発揮しているに違いなかった。

			　だが、それには、ひとつ大きな問題がある……。

			「着いた！」

			　村を囲む防壁に辿り着いた。

			　物もの見み櫓やぐらの上に警備の村人の姿はない。代わりに、門の前にふたりの男が倒れていた。

			　村人ではない。村を襲った賊だろう。ひとりは首を落とされ、ひとりは肩口に深々とした傷を負っていた。どうやら、ここに辿り着いたシランが斬り捨てたらしい。周囲におびただしい量の血が飛び散っており、短くも激しい戦いがあったことが窺うかがえた。

			　その傍かたわらを駆け抜ける一瞬、血に濡れた装備に視線を走らせる。

			「……ずいぶんと立派な装備だな」

			　ありあわせの装備を身に着けた村の自警団のレベルではない。統一された装備だった。それも、上等なものだ。どこかの軍属、あるいは騎士団の所属ではないかという先程の考えは、やはり正しいもののように思えた。

			　本当に、何者なのだろうか。

			　この国で軍属と言えば、護国騎士団やアケル国軍が有名どころだが、国を守るために働く彼らが、臣民である村人を襲うとは考えづらい。

			　では、他国の軍隊だろうか？

			　しかし、そんなことをすれば、アケルと戦争になる。この世界では、聖堂騎士団が世界の安定を守る役割を果たしており、マクローリン辺境伯のような大貴族であっても、無闇に争いの火種を撒まき散らせば身の破滅だという話を以前に聞いたことがあった。

			　だとすれば、いったい……？

			　と、考えるうちにも、ガーベラたちは移動を続けている。

			　門は閉まっていたので、壁を乗り越えて村に侵入した。

			　大抵の開拓村では、開拓によって村の拡張が行われ、村を守る防壁は何重にも張り巡らされている。この村も例に漏れず、防壁は二重になっていた。

			　外側の防壁を越えると、そこには畑が広がっている。

			　この時点で、ひと目見てモンスターだとわかるガーベラは、遭そう遇ぐうした村人から、モンスターの襲しゆう撃げきと勘違いされて攻撃を受けてしまってもおかしくない。ガーベラであれば、ただの村人程度の攻撃、あしらうのに苦労はないとはいえ、最低限の警戒はしていた。

			　しかし、攻撃されるようなことはなかった。そもそも、畑には人の気配がなかったのだ。そういえば、先程、村を俯ふ瞰かんしたときにも、畑のほうには人がいなかったことを思い出した。

			　おれを抱えたガーベラと、そのうしろに追随するリリィは、無人の畦あぜ道みちを駆け抜ける。

			　その途中、笛の音が聞こえた。なにかの合図だろうか。わからないが、人がいることは間違いない。いっそう、気を引き締めた。

			　ふたつ目の防壁に辿り着く。壁の向こう側が騒がしい。

			　大勢の怒号。悲鳴。そして、亡者の咆ほう哮こう――シランだ。

			　ガーベラが蜘く蛛もの糸を駆使して、一段と高い防壁に飛び乗った。

			　壁の上から見渡せば、少し離れた場所に、敵に剣を叩きつけるシランの姿があった。

			「がぁああ！」

			「ぎゃっ!?」

			　強烈な袈け裟さ懸がけの一撃は、敵の剣を弾くと、そのままの勢いで鎧よろいを拉ひしやげさせた。

			　剣身が胴体に深々と埋まった。人々を守るために鍛え上げられたはずの剣が、人の血に赤く染まった。

			　その場には、鎧よろいを身に着けた死体が、他にふたつ転がっていた。状況から判断するに、シランの手によるものだろう。

			　また、それ以外にも多くの人々が倒れていた。こちらは鎧を身に着けていないし、武器も持っていない。襲しゆう撃げき者の犠牲になった村人たちに違いなかった。目に見える範囲で10人以上。他の場所でも同じことが起こっているのだとしたら、どれだけの犠牲者が出たのかは考えたくもない。

			　荒れ狂うシランの咆ほう哮こうは、あるいは、殺された彼らの無念の代弁だったのかもしれない。

			「がっああぁ！」

			　死体を蹴り付けることで刺さった剣を引き抜くと、シランの隻せき眼がんが次の標的を見据えた。

			　そこには、盾をかまえて陣形を組む襲撃者たちがいた。

			　３人の犠牲を出す間に、体勢を整えたらしい。前衛に６人、後衛に８人。後衛からは、高まる魔力の気配が感じられた。どうやら魔法を使おうとしているらしい。

			「慌てることはない！　落ち着いて対処しなさい！」

			　後衛のひとりが声をあげた。あれが指揮官なのだろう。ガーベラが壁から降りて駆け出そうとするのと、シランが動き出すのが同時だった。

			「があぁあああ！」

			　怖おぞ気けの走る叫び声をあげて、シランが男たちに突進した。

			　あっという間に、距離が詰まった。

			「いまだ！」

			　指揮官の指示とともに、敵の後衛が魔法陣を展開させた。広い範囲の地面を、清らかな光が包んだ。まるで攻撃性の感じられない現象だった。

			　しかし、シランにとっては違ったようだ。

			「がぁ!?　がぁああ……」

			　シランは苦鳴を漏らした。

			　以前に十じゆう文もん字じ達たつ也やとの戦いで暴走状態にあったときには、いくら傷付けられてもシランは気にも留めていなかった。しかし、どういうわけか、いまは酷ひどく苦しんでいる。

			　ただ、暴走するシランが足をとめることはなかった。

			　動きを鈍にぶらせつつも敵に肉薄し、暴力的な勢いで剣を振るった。

			「がぁあああ！」

			　がぁんと耳障りな音がして、剣が盾に激突した。攻撃を受けた男の体勢が、大きく崩れた。

			　だが、それだけだった。

			　瞠どう目もくすべきことに、男はいまのシランの攻撃を受け止めてみせたのだ。

			　即座に、前衛のひとりが、よろめく仲間のカバーに動いた。うまい動きだった。シランは追撃の機会を失ってしまう。

			　それどころか、残る前衛が反撃に出た。

			　シランはひとりの剣を避けたものの、それで体勢を崩してしまう。もうひとりの一撃に首を落とされそうになり、咄とつ嗟さにシランは剣を防御に回した。

			　体勢が崩れているにしても、暴走状態のシランの膂りよ力りよくは並ではない。

			「が……っ!?」

			　そのはずなのに、防御したシランの体は、背後に薙なぎ倒されてしまった。

			　思いがけない結果に、おれは目を見開いた。

			「馬鹿な……」

			　襲しゆう撃げき者たちは、あのグール状態のシランの突撃を跳ね返してみせたのだ。

			　並大抵のことではない。

			　更に追撃をかけようとする敵の気配を察したのだろう。シランは薙ぎ倒された勢いのまま転がると、大きく背後に跳んだ。

			　仕切り直し。再度、突撃をかけようとする。

			　しかし、そこでシランの体勢が大きく崩れた。

			「が、あぁ……？」

			　それどころか膝が砕けて、地面に両手を突いてしまう。なにが起こったのか、おれはすぐに察した。これは、予想できた事態だったからだ。

			「くそ、魔力切れか……！」

			　現在のシランの魔力量は、もともと少なかった。さっきまでの彼女は、その少ない魔力を一気に振り絞ることで、爆発的な力を出していたに過ぎない。

			　そんなものが持続するはずがなかった。

			　通常の活動に必要な最低限の魔力さえ燃やし尽くしてしまったのか、彼女はそのまま前のめりに倒れた。こんな大きな隙を、敵が見逃してくれるはずもなかった。

			「チャンスです！　仕留めなさい！」

			　襲撃者たちが詰め寄ろうとする。

			「そうはさせるか！」

			　おれは追跡の間、ずっと編み上げていた魔力を解放した。　

			「『霧きりの仮宿』――ッ！」

			　男たちがこちらに気付いたようだが、遅い。

			　おれの体から噴き上がった濃い霧きりが、周囲一帯を包み込んだ。

			「これは……っ!?　総員、下がりなさい！」

			　警戒したのか、男たちが後退していく。チャンスだった。

			「いけ！」

			「サマー！」

			　おれの指示に従って、アサリナが籠こ手てから飛び出した。

			　長く伸びた蔓つるの体が、倒れたシランの体を回収する。

			「よしっ」

			　そのまま彼女の体を引き寄せると、抱き留めて地面に降ろす。

			「大丈夫か!?」

			　呼び掛けるが、シランは本物の死体のように動かない。完全に気を失ってしまっていた。

			　魔力不足という原因はわかっているものの、この場でしてやれることはない。

			　シランの身柄を確保したおれは、次に襲しゆう撃げき者に意識を向けた。

			　思わず、声が漏れた。

			「……なんだ、こいつら？」

			　魔法『霧きりの仮宿』は、ただの目め眩くらましではない。霧に包まれた領域の情報を得る感知魔法でもあり、精度は霧の濃さに拠っている。現在は全力の４割程度に抑えているが、それでもかなりの情報量を得ることが可能だ。

			　その感覚が教えてくれる。

			　先程から周囲の地面を包んでいる柔らかな光は、アンデッド・モンスターであるシランの動きを阻害する弱体化の魔法だった。そして、敵の前衛には、身体能力を上昇させる強化魔法がかかっていた。

			　そう。先の攻防でシランが押し負けたのは、ただ前衛の戦闘能力と連携によるものだけではなく、後衛による弱体化魔法と強化魔法の支援があってのことだったのだ。

			　ただの魔法でさえ、使える人間がそう多くはないこの世界。使いどころの難しい弱体化や強化の魔法は、習得している人間が非常に少ない。それらを使える人員があれだけいて、しかも集団戦で使いこなしているというのは、あの同盟騎士団でだって見られない光景だった。

			　最大限に見積もっていた脅きよう威いを、おれは更に上方修正した。

			　本当に、何者なのだろうか？

			　疑問に思うが、考えている暇はない。霧の発生に気付いたらしく、他にも村の各所に散っていた敵の仲間が、こちらに集まりつつあった。

			　体勢を整えられてしまえば面倒だ。先手必勝。ここで潰す。

			「ガーベラ！」

			「あいわかった！」

			　躊躇ためらいなく、最大戦力を投入する。ガーベラが飛び出した。

			　弱体化魔法は確かに脅威だが、あれは彼ひ我がの魔力量に差があると効果がない。樹海最強の白い蜘く蛛もを弱体化できる魔法なんて使えるのはチート持ちくらいのものだ。

			　あれくらいの数の敵で、弱体化なしの条件ならガーベラの敵ではない。そのはずだった。

			「……っ!?」

			　不意に、悪お寒かんがした。

			　霧きりの感知能力が、敵のひとりに警鐘を鳴らしたのだ。

			　先程から集団に指示を出していた男だ。

			　なにかが、まずい。そんな気がして――警戒を促うながそうとした寸前、男の目が妖しく輝いた。

			「ぐっ!?」

			　途端、突撃をかけようとしていたガーベラが、短い悲鳴をあげた。

			　攻撃を中断し、彼女は背後に飛び退る。何度か跳躍して、おれたちのいるところまで戻ってきた。

			「貴様、なにをしおった……？」

			　震える声があがった。

			「ガーベラ？　なにが……」

			　ガーベラの顔を覗き込んだおれは、言葉を失った。

			　彼女の白い首筋から頬ほおにかけて、入れ墨のような紫色の文様が浮かび上がっていたのだ。その文様は体にも続いており、体内に魔力による干渉が行われているのがわかった。
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			「弱体化の魔法……？」

			　全身に恐ろしいほどの負荷がかかり、体内の魔力の流れが阻害されている。それこそ、一般人であれば、これだけで死んでいてもおかしくないような……。

			「……いや」

			　これは本当に、弱体化の魔法なのだろうか？

			　高位の魔法の行使に必要なはずの魔力の溜めはなかった。それにもかかわらず、ガーベラにも通用したのだから、その効力は出で鱈たら目めとしか言いようがない。これでは、まるで……。

			「……お前、なんだ？」

			　後退した男たちのなか、ガーベラになにかを仕掛けた男を睨にらみ付ける。

			　癖くせのある茶髪の優男だった。

			　細身だがよく鍛えられた体を、他の者と同じ重厚な鎧よろいに包んでいる。

			「なんだ、とは失礼ですね」

			　詩人を思わせる甘い声だ。けれど、そこに含まれた悪意がすべてを台無しにしていた。

			「わたしの名はトラヴィス」

			　形だけは優雅な笑みを浮かべて、男は名乗った。

			「聖堂騎士団、第四部隊隊長トラヴィス＝モーティマー。グールに堕ちた騎士を討ち果たす者です」

		

	
		
			　

			02　韋い駄だ天てんの懸け念ねん　～飯野優奈視点～

			　

			　転移者を騙かたる『偽勇者』の噂をこの目で確認するために、わたしが帝国の小貴族、バン子爵領を訪れてから、数日が経っていた。

			　聖堂騎士団の副長であり、第二部隊の隊長でもあるゴードンさんと出会ったわたしは、彼と行動をともにしている。と言っても、ふたりきりというわけではない。隊長であるゴードンさんの他に、５名の聖堂騎士が同伴していた。

			　立ち寄った村で宿を取り、部屋で旅装を解いたあとで、わたしはゴードンさんたちの借りている部屋を訪ねた。応対に出てくれた騎士のひとりが、わたしを部屋に招き入れる。

			「おお、飯いい野の様。ようこそいらっしゃいました」

			　テーブルを囲んでいたゴードンさんは、わたしを温かく迎えてくれた。

			　黒い肌をした禿とく頭とうの偉丈夫のゴードンさんは、見た目は少し恐い印象がある。けれど、そんな印象に反して、物腰は柔らかで紳士的だ。最初は、ただ話をするのにも少し硬くなっていたわたしだったが、数日が経ったいまでは緊張することなく接している。

			　地図や書類の広げられたテーブルにつくと、わたしは早速、ゴードンさんから偽勇者についての調査結果を聞かせてもらうことにした。

			　ゴードンさんの率いる第二部隊は、約４００名の騎士で構成されており、近隣の小貴族領に散らばって、現地の人間と協力しつつ偽勇者の調査を行っている。得られた情報はゴードンさんのところに集められるため、わたしは彼から話を聞かせてもらっていた。

			　と言っても、今日もあまり、はかばかしい成果は得られなかったようだ。

			「なかなか結果が出ず、申し訳ありません」

			　ゴードンさんは肩を落とした。

			　そうすると、なんだか大きな熊がしょげているようで、どこかコミカルにも見えた。

			「飯野様からは、重要な情報をお教えいただきましたのに。面目次第もありません」

			　情報というのは、工く藤どう陸りくについてのものだ。

			　偽勇者が立ち寄った村がモンスターによって壊滅させられていたことから、チリア砦とりで襲しゆう撃げき事件の黒幕である『魔軍の王』工藤陸の関与が疑われたため、ゴードンさんはわたしに協力を求めた。わたしは応じて、自分の知っていることを話した。もっとも、それはもともと知っている情報を開示しただけのことで、なにをしたというほどのことではない。

			「偽勇者の調査は、すぐに結果が出るようなことじゃないですよ」

			　すまなさそうにするゴードンさんに、わたしは首を振ってみせた。

			「ゴードンさんが頑張ってるのは、知ってますから」

			　行動をともにしてみてわかったのだが、ゴードンさんは非常に勤勉だ。

			　日中は車で移動して、現地に着けば情報を収集する。他の騎士たちから集まる情報を受け取れば、それらを精査して纏まとめる。そのうえで、部下である騎士たちに適切な指示を出し、協力している各小貴族への連絡も小まめに行っている。同行している騎士たちも部分部分で手伝っているにせよ、その苦労は並々ならぬものだろう。あまり睡眠時間を取っていないのではないかと思われるくらいで、どこか献けん身しん的てきな印象さえあった。

			「頑張っているゴードンさんに、文句なんて言えるわけないです。むしろ、すごいなって思っているくらいなんですから」

			「ありがとうございます」

			　ゴードンさんは、岩のような顔を少しだけ緩めた。

			「しかし、こんなことでお褒めいただいては恐縮してしまいます。これは、我らにとって当然の務めなのです。なにせ我らは、この世界を構成する一員ではありませんからな」

			「えっと？」

			　この世界を構成する一員ではない？

			　よくわからない表現だった。

			「それって、どういう意味ですか？」

			「……ふむ」

			　ゴードンさんは顎あごに手をやって、少し考える仕草を見せた。

			　一拍置いて、口を開く。

			「飯野様は『恩おん寵ちようの血族』というものをご存知ですか？」

			「……え？　はい。転移者の子孫のことですよね」

			　わたしたちがチート能力と名付けた力は、この世界では『恩寵』と呼ばれている。ここから、転移者の子孫が『恩寵の血族』と呼ばれていることは知っていた。

			「実のところ、我ら聖堂騎士団はみな、その『恩寵の血族』なのですよ」

			「え？　そうなんですか？」

			　初耳だった。

			　思わずわたしは、ゴードンさんの部下の騎士たちに視線を向ける。頷うなずきが返ってきた。

			「ええ。隊長のおっしゃる通りです」

			「……知りませんでした」

			　しかし、言われてみれば、納得できるところもあった。

			　ゴードンさんは、この世界では見ない黒い肌をしている。それに、思い返してみれば、エベヌス砦とりでで聖堂騎士団の団長と出会ったとき、わたしたちにどことなく似た顔立ちをしていると思ったこともあった。

			　それは、彼らが転移者の子孫だったからなのだ。

			「もっとも、『恩寵の血族』であれば、誰もが聖堂騎士になれるわけではありません」

			　さっき答えてくれたのとはまた別の、このなかでは一番若い騎士が付け加えた。

			「聖堂騎士団は、勇者様とともに戦う最精鋭の戦力です。相そう応おうの実力がなければ、聖堂騎士にはなれません。むしろ実力主義であればこそ、『恩おん寵ちようの血族』の、それも一部しか聖堂騎士にはなれないと言うべきでしょう」

			　若さに溢あふれた、熱のある口調だった。

			　ちょっと雰囲気が、探索隊で一緒に行動していた渡辺わたなべくんに似ている。

			　懐かしさを覚えつつ、わたしは尋ねた。

			「実力主義だと、『恩寵の血族』の一部しか聖堂騎士になれないんですか？　それは、少し矛む盾じゆんしているような気がするんですけど」

			「いいえ。そんなことはありません。どうやら飯野様は『恩寵の血族』がどのようなものなのか、ご存知ではいらっしゃらないようですね」

			「転移者の子孫というだけではないんですか？」

			「ええ。違います。『恩寵の血族』とは、『恩寵を血筋によって受け継いでいる一族』のことなのです。そのため、魔力の扱い、戦闘センス、魔法適性……総じて、戦闘能力に長たけた者が多くいます。この力こそ、我らが真に尊い血をひく確かな証と言えましょう！」

			　自分の胸に手を当てて誇らしげに語る部下を見て、ゴードンさんが苦笑を漏らした。

			「と言っても、飯野様、勘違いはなさらないでください。我らの力は、勇者様とは違い、この世界の人の枠を超えるものではありません。実際、帝国騎士団や同盟騎士団にも、『草原の猛牛騎士』や『樹海北域最高の騎士』のように、一般的な聖堂騎士を越える力を持つ者もおります。ただ、そうした例外を除けば、やはり聖堂騎士は最精鋭の戦力と言えるでしょう」

			　樹海北域最高の騎士というと、真ま島じまと一緒に行動しているシランさんのことだったか。

			　彼女は時間制限付きとはいえ、戦闘能力に優れる『ウォーリア』の十文字くんとも正面からやり合えたと聞いている。さすがに聖堂騎士がみんな、そこまでの戦闘能力を持っているというわけではないらしい。

			　だとしても、それは十分な戦力ではあるのだろう。

			　わかりやすい物差しとして、わたしが１ヶ月ほど一緒に行動していた帝国第二騎士団の面々は、樹海表層部のモンスターと戦うために、４、５人がかりで立ち向かう必要があった。

			　同盟第三騎士団は彼らより練度が高く、同じ条件なら、２、３人いれば十分だったらしい。

			　それでは、聖堂騎士団はどうなのか。ゴードンさんの話では、一般的な聖堂騎士ではシランさんに敵わないということだが、彼女のような存在は、あくまでも例外だ。平均的な聖堂騎士の戦闘力は、同盟騎士を十分に上回るものなのだろう。とすると、ひとりひとりが樹海表層部のモンスターに近い戦闘力を持っているということになる。

			　聖堂騎士団は、第一部隊が約６００名、第二部隊が約４００名、第三部隊が約３００名、第四部隊が約２００名で構成されていると聞いている。ゴードンさんの第二部隊がそうであるように、それぞれがほぼ独立した組織として働いているようなので、全軍が集まることはないのだろうが、一部隊だけでも十分に大きな戦力と言えるだろう。

			「すごいんですね」

			「ええ。しかし、それだけではありません」

			　素直にわたしが感心するのを見て、若い騎士はますます得意げに続けた。

			「なにせ、なかには、かつての勇者様がお持ちだった、恩おん寵ちようの力を再現可能な方もいらっしゃるのですから」

			「え？　まさか固有能力まで使える人がいるんですか？」

			　少し大きな声を出してしまった。

			　わたし自身、『韋い駄だ天てん』という強力な固有能力を持っていることから、それがどれだけ大きなことか想像は難しくない。驚きを隠せないでいると、騎士は大きく頷うなずいてみせた。

			「ええ。そうした方を、わたしたちは『恩寵の愛し子』と呼んでいます。なにを隠そう、隊長もそのひとりなのですよ」

			「ゴードンさんが？」

			　視線を向けると、ゴードンさんは控えめに頷いた。

			「はい。とはいえ、オリジナルには大きく劣るものでしかありませんが……」

			「なにをおっしゃいますか！　『輝く翼』のゴードン＝カヴィルと言えば、歴代でも指折りの『恩寵の愛し子』。かつての勇者様に最も近付いたひとりではありませんか！」

			　謙けん遜そんするゴードンさんに、若い騎士は訴えかける。実際、ゴードンさんにはそれだけの力があるのだろうが、それにしても熱心な口調だった。

			　それだけ慕したっているということなのだろう。ゴードンさん本人も、口許に苦笑いを浮かべているものの、年若い騎士を見る目は穏やかだ。良い関係を築いていることが窺うかがえた。

			　そうした彼らの様子を見て、わたしは少しほっとした。

			　というのも、わたしがゴードンさんに同行した理由のひとつは、聖堂騎士団とはどういう組織であるのかを、この目で確かめるためだったからだ。

			　チリア砦とりで襲しゆう撃げき事件における真島に関する間違った情報を、わたしに与えたのはルイスさんだが、その隣には聖堂騎士であるトラヴィスさんの姿があった。

			　あのとき、もしも故意に間違った情報が流されたのなら……。

			　それに聖堂騎士団が関わっていたのなら……。

			　そんなふうに疑うこともできる状況だったのだ。

			　そのため、ゴードンさんとの同行を機会に、わたしは彼ら聖堂騎士という存在を見極めるつもりだった。

			　こうして接してみて感じられるのは、彼らが誇りを持って職務に励はげんでいることだ。

			　そんな彼らが、卑劣なことをするとは思えない。抱いていた懸け念ねんは、どうやら考え過ぎだったらしかった。

			「む。どうなされましたか、飯野様？」

			「……いえ。なんでもないです」

			　視線に気付いて怪け訝げんそうな顔をするゴードンさんに、わたしはかぶりを振った。

			「ただ……ええと、そう。すごいなと思って」

			　誤ご魔ま化かし半分に、先程の若い騎士に水を向ける。

			「『恩おん寵ちようの愛し子』でしたっけ？　ゴードンさんの他にもいるんですよね」

			「もちろんです！」

			　彼は嬉々とした表情で答えてくれた。

			「現在の騎士団には、何人もの『恩寵の愛し子』がいます。そのなかでも、特に強力な力をお持ちなのは、やはり隊長の４名でしょう」

			「隊長さんたちですか」

			　聖堂騎士団の隊長たちの名前については、すでに聞き知っていた。

			　聖堂騎士団の団長で、第一部隊隊長も務めるハリスン＝アディントン。

			　副長で第二部隊の隊長であるゴードン＝カヴィル。

			　第三部隊隊長のヴィヴィアン＝メイウッド。

			　そして、第四部隊隊長のトラヴィス＝モーティマー。

			「とすると、わたしはヴィヴィアンさんを除いた３人に会ったことがあるわけですね」

			　そうとは知らずに、自分と同じ転移者の力を色濃く受け継いだ人間と会っていたわけだ。

			　もっとも、そのような貴重で有用な能力を持っている彼らであればこそ、要職に就いて勇者であるわたしと顔を合わせる機会もあったのだと考えれば、そう不思議な話でもないのかもしれない。

			「……飯野様は、モーティマーと会ったことがおありで？」

			　益やく体たいもないことを考えていると、ゴードンさんが尋ねてきた。

			「え？　ああ、トラヴィスさんですか。はい」

			　聖堂騎士団がどのような組織なのか見極めが終わるまではと思って、トラヴィスさんと会っていたことを、これまでゴードンさんには話していなかった。

			　とはいえ、さすがにもうかまわないだろう。

			「機会があって、ローレンス伯爵領のセラッタという街で顔を合わせました」

			　答えてから、あれ？　と思った。

			「……そうですか」

			　頷うなずいたゴードンさんの表情が硬いものになっていたのだ。

			　他の騎士たちも、どこか態度が違っていた。

			　気付けば、なんだか奇妙な空気になっている。

			　戸惑うわたしに、ゴードンさんが尋ねてきた。

			「それで、飯野様は、モーティマーとはどのようなご関係なのでしょうか？」

			　どことなくぎこちない口調だった。

			　なんだろうか。彼のこんな態度は初めて見るもので、ますます不審だった。

			　とはいえ、訊きかれたこと自体は隠すようなことではない。

			「どういう関係と言われても困りますけど。一度だけ、顔を合わせて話をしただけです」

			「そうですか」

			　今度は、かすかな安あん堵どの感情が窺うかがえた。

			　胸のなかで、疑念が大きく膨ふくらんだ。

			「トラヴィスさんに、なにかあるんですか？」

			　尋ねると、ゴードンさんは視線を逸そらした。

			「……いえ。そんなことは」

			　否定するが、それはもう、なにかあると言っているようなものだ。

			　それならばと、わたしは視線を巡らせた。

			　先程、いろいろと話してくれた若い騎士に、ぴたりと視線を合わせる。あからさまにびくりとした彼に問いを投げつけた。

			「なにかあるんじゃないですか？」

			「いえ。そのようなことは……」

			　まさか勇者に尋問されることになるとは、思ってもみなかったのだろう。若く精せい悍かんな顔が引き攣つっていた。申し訳ない気持ちになるが、ここでひくつもりはない。

			　じっと見詰めること、数秒。

			　視線の圧に堪たえかねたように、彼は口を割った。

			「……モーティマー様は、少し問題があるお方でして」

			「問題、ですか」

			　わたしは眉を顰ひそめる。

			「どういうことですか？」

			　向き直ったわたしの視線を受けて、ゴードンさんが溜め息をついた。

			「この期ごに及んでは、隠せることではありませんか」

			　やはりなにかあるらしい。

			　もう一度、大きく深い溜め息をつくと、ゴードンさんは重い口を開いた。

			「まずひとつだけ、はっきりさせておかせていただきたい。我ら騎士は、勇者に剣を捧げる者です。正義の理念を体現し、弱者を救済することこそが、騎士たる者の責務なのです。聖堂騎士団には、団長のハリスン＝アディントン様を始めとして、騎士の在りようを体現されている方が何人もおります。未熟ながら、わたしもそのように努めておりますし、部下も同様です」

			「……ええと、はい。それは、知っているつもりですけど」

			　ゴードンさんや、その部下の騎士たちが善良であることは接していればわかる。

			　団長のハリスンさんも、わたし自身に交流はないが、ゴードンさんがこう言うのだから、きっと人格者なのだろう。

			「しかし、騎士の全員が騎士の規範に従っているかといえば、そうとは言い切れない部分もあります」

			　これも理解はできた。帝国騎士団と一緒に行動していた頃には、功こう名みよう心しんと見み栄えばかりが強い騎士を何人も見たからだ。

			「残念ながら、聖堂騎士団のなかにも、騎士の規範に相応ふさわしくない人間はおります」

			「それが、トラヴィスさんだと？」

			「正確には、奴とその取り巻きですが」

			　苦々しげに、ゴードンさんは認めた。

			「力を持つ者は、それを律する心を持たねばなりません。とはいえ、言うは易やすく、行うは難し。これは決して容易なことではありません。騎士たる者は、常に自分自身を試されるのです。しかし……」

			「トラヴィスさんは、そうじゃない？」

			「……あれは、功名心の強い男です。そのためになら、手段を選ばないところがあります。悪い噂も聞きますし、正直なところ、あまり褒められた人柄ではありません」

			　トラヴィスさんの、吟ぎん遊ゆう詩し人じんのような容よう貌ぼうを思い出す。

			　そんな危険そうな人物には見えなかったが……いや。そういえば。

			　脳裏に、セラッタでの出来事が蘇よみがえった。

			　話をするわたしとルイスさんのふたりに向けられた優ゆう雅がな笑み。優男にお似合いの気き障ざな表情。あのときの彼の笑顔に、わたしはなにか引っ掛かるものを覚えたのではなかったか。

			　あのときは、わたしやルイスさんの正義感を小馬鹿にでもしているのだろうと考えていた。けれど、ひょっとして、あれはもっと悪意あるものだったのではないだろうか。

			　わたしが考え込んでいるのを見て、ゴードンさんは眉尻を下げた。

			「どうか勘違いはなさらないでください、飯野様。何事にもそうですが、はぐれ者というのは出るものなのです」

			「それはわかりますけど……ですが、どうしてそんな人が隊長に？」

			「性格に難があろうとも、それだけで騎士位を剥奪するわけにはまいりません。また、悪い噂も、あくまで噂です。もっとも、貴族の出で、実家に力があり、抜け目のない奴が、そう簡単に尻尾しつぽを出すはずもありませんが……それに、奴がとても優秀な騎士であることも、また事実なのです」

			　ゴードンさんは嘆たん息そくした。

			「かつて『黄金の邪竜』を討とう伐ばつした勇者の末まつ裔えい。『聖眼』のトラヴィス＝モーティマー。無論、奴も聖堂騎士である以上、勇者様には敬意を持って接することでしょうが、万が一にも、なにか至らぬ真似をするかもしれません。飯野様も、お気を付けください」

			「……ありがとうございます」

			　あまり話したくはないことを無理に聞き出したのに、親切心から注意までしてくれたゴードンさんは、本当に良い人だ。

			　もっとも、その親切心は手遅れだったかもしれない。

			　義憤に燃えるわたしとルイスさんに間違った情報を与えたのが、仮にトラヴィスさんだったとすれば、わたしはまんまと彼に踊らされたことになるのだから。

			　不意に胸騒ぎがして、わたしは手を握り締めた。

			「……すみません、ゴードンさん。トラヴィスさんが、いま、なにをしているのかって、わかりますか？」

			「奴がなにをしているのか、ですか」

			　突然の質問に、ゴードンさんは目を丸くした。

			「申し訳ありません。聖堂騎士団の各部隊は、ある程度の権限を持って、独立に行動しておりますので、他の部隊がなにをしているのかまでは……以前に、チリア砦とりで襲しゆう撃げき事件の後始末をしていたという話は聞いたことがありますが、現在の行動についてはわかりかねます」

			「そうですか」

			　この世界では、簡単には長距離の連絡が取れない。そのため、現地での指揮官の裁量に任されるところは大きい。

			　実際、偽勇者の調査をするために動いているゴードンさんも、現地での行動については判断を任されている。トラヴィスさんも同様だと言うことだ。

			　……もしも彼が、手柄を求めて独自に動いているのだとしたら。

			　先程、ゴードンさんが言った、『手段を選ばない』という言葉が気にかかった。

			「真島……」

			　ただでさえ誤解を受けやすい境きよう遇ぐうにあり、難癖くせを付けようと思えばどうにでもでき、悪者にしようと思えば簡単にできてしまう。手柄を求めるトラヴィスさんのような人間にとっては、あいつみたいな人間や、あいつの傍そばにいる存在は、格好の餌え食じきなのではないだろうか。

			　……もちろん、こんなのは根拠のない憶測だ。

			　あいつがいまどこにいるのかはわからないし、トラヴィスさんの行方も知らない。

			　けれど、どうにも胸がざわつくのを、わたしはどうすることもできなかった。

		

	
		
			　

			03　人助け

			　

			　グールに堕ちた騎士を討ち果たす。

			　そう宣言した目の前の男の名前に、おれは聞き覚えがあった。

			　トラヴィス＝モーティマー。確か飯野が、交易都市セラッタで会ったと言っていた男だ。

			　聞いていた外見とも一致するし、まず間違いはないだろう。

			　加えて、おれはシランから聖堂騎士の情報を得てもいた。

			　聖堂騎士団が『恩おん寵ちようの血族』によって構成された一団であること。

			　そのなかには『恩寵の愛し子』と呼ばれる、かつての勇者の固有能力を部分的ながら引き継いだ者がいること。

			　また、そのなかのひとりが『聖眼』のトラヴィスだということ。

			　それらの事実は把は握あくしていた。だから、ガーベラに通用した呪縛の強さを見れば、あれが話に聞く『聖眼』だということは確信が持てたのだ。

			　そして、ひとつ納得した。

			　村を襲っているのは何者なのか、先程からずっと疑問に思っていた。

			　民衆に支持を得ているアケルの軍や騎士団が、まさか守るべき民を攻撃するはずがない。かといって、他国の軍隊が無闇に争いの火種を生み出すことはできない。平和を維持する役割を担う聖堂教会に問題視されれば、その先兵たる聖堂騎士団に滅ぼされかねないからだ。

			　しかしそれも、動いているのが聖堂騎士団だとすれば、なんら問題にはならない。

			「その風貌。引き連れた白い蜘く蛛もと、亜麻色の髪の少女……なるほど、あなたが真島孝たか弘ひろですね。『グール』シランと、『邪悪なモンスター使い』が、いまだに同行していたとは運が良い」

			　ガーベラを撃退したことで、トラヴィスは村に散らばっていた騎士たちと合流する時間を稼いでいた。50名ほどの騎士の中心で、トラヴィスは声を張る。

			「いつまでも逃げ隠れできると思っていましたか。だとしたら、残念でしたね。薄汚い長耳どもは知らぬふりをしていましたが、我らの目を誤ご魔ま化かせるはずなどありません」

			　どうやら聖堂騎士団が村を攻撃したのは、討とう伐ばつ対象であるシランを、彼女の親類縁者である村人たちが匿かくまっていると考えたためらしい。

			　堂々と口にしている言葉は、当然、まったくの的外れだった。

			「……やっていることが滅茶苦茶だ」

			　思わず、呻うめき声が漏れた。

			　おれは状況を甘く見ていたのかもしれない。

			　まさか、モンスター使いやグールといった存在への憎悪と敵意が、ここまで目を曇らせてしまうほど、根の深いものだったとは――と、考えたおれの目に、トラヴィスの顔に浮かんだ薄ら笑いの表情が映った。

			　……違う、と直感的に悟った。

			　これは、憎悪と敵意に突き動かされた結果の悲劇などではない。トラヴィスの立ち振る舞いからは、そんな激しい感情は、まるで感じ取ることができなかった。

			「あなた方の首、栄はえある我ら聖堂騎士団第四部隊がもらい受けます」

			　トラヴィスは、大きく声を張り上げた。

			　優男風の外見に似合いの、朗ろう々ろうと吟ぎんじるかのような声色だった。舞台の上のお芝居のような、と言い換えてもいい。シランに『醜しゆう悪あくなグール』、おれに『邪悪なモンスター使い』というレッテルを張り、自分はそれを討とう伐ばつする者だと嘯うそぶく。先程から一貫して、トラヴィスの言い分は、自身の正当性を高らかに謳うたい上げ、同時に相手を貶おとしめるものだ。

			　そこには憎悪や敵意といった感情はなく、計算された悪意だけしか感じられない。

			　それが証拠に、トラヴィスの判断は実に冷静なものだった。

			「……とはいえ、この場でやり合うのは、いささか不利ですね」

			　こう言うと、剣を下げたのだ。

			「なんだ。やらねえのかよ」

			　騎士のひとりが尋ねた。村に散らばっていた騎士たちを引き連れてきた、鋭い眼つきが印象的な男だった。

			「ええ。エドガール。ここは退きます」

			「おいおい。折角、獲物を見付けたんだぜ？」

			　エドガールと呼ばれた男は、顎あごをしゃくっておれたちを示した。物騒な口ぶり、好戦的な態度ではあるものの、やはり彼もまた、憎しみや怒りの感情を抱いている様子はなかった。

			　他の騎士たちも同じだった。

			　この場合、そのほうがむしろおぞましい。それはつまり、憎悪や怒りの暴走の結果ではなく、ただ悪意と暴力を以って、ひとつの村を蹂じゆう躙りんしたということにほかならないのだから。

			　おれはふと、以前に同盟騎士団と行動をともにしていた頃のことを思い出した。

			　開拓村で過ごした夜、団長さんが言っていたことがあった。

			　正義の理念と弱者の救済のために剣を振るうことを本分とする騎士のなかにも、己の栄達が第一という者や、堕落した者、血に飢うえた戦闘狂がいるのだと。

			　いまわかった。あれは、目の前の彼らのことを言っていたのだ。

			「命令違反は許しませんよ、エドガール＝ギヴァルシュ」

			　不満げな顔をする部下に対して、トラヴィスはかぶりを振ってみせた。

			「ここは退ひきます。ここはね」

			　有無を言わせぬ口調だった。冷たいものを感じさせる口調は、あるいは、部下の騎士たちにとっても恐ろしいものだったのかもしれない。値踏みするような嫌な目でリリィを見ていた者が、揃って顔色を変えた。

			　良し悪しは別にして、これもひとつの有効な統率の方法なのだろう。不満そうなエドガールさえ例外なく、その言葉に従って、速やかに撤てつ退たいを開始した。

			　速い。身体能力の強化を、全員が高いレベルで習得していることが窺うかがえた。

			「逃がすかっ」

			　おれがとめる間もなく、反射的にガーベラは彼らを追おうとした。

			　しかし、それは予想された状況だったのだろう。トラヴィスは短く指示を出した。

			「オットマー。『天使人形』を」

			「……了解した」

			　騎士のひとりが平坦な声で応えて、なにか宝石のようなものを放り投げた。落ちた地面から、光が立ち昇る。

			「……ぬっ!?」

			　ガーベラが警戒の声をあげた。

			　光のなかから、20人ほどの裸の人間が現れたのだ。

			　いいや。さっきの言葉――『天使人形』と言ったか。人間のように見えるが、そうではないのだろう。体毛の類は一本もなく、つるりとした体は作り物めいていた。性的な特徴は見当たらず、男か女かの区別すら付かない。無個性な顔立ちは、全員がまったくの同一だった。

			　手にはシンプルな拵こしらえの槍やり。その穂ほ先さきを揃えて、天使人形がこちらに突っ込んでくる。

			「また面めん妖ような真似を！」

			　ガーベラが足をとめた。

			　先程トラヴィスから喰らった不可思議な攻撃を思い出したのだろう。いまも紫色の文様が走る顔には、強い警戒の色があった。

			　その警戒心が、天使人形を無視して騎士たちを追うことを許さなかった。

			　また、性格の悪いことに、天使人形の硝子がらす玉だまのような瞳ひとみは、おれとシランを標的にしていた。シランが動けない以上、ここは迎撃するしかない。さいわい、気持ち悪いくらい整然とこちらに向かってくる天使人形の速度は、それほど速いものではなかった。

			「リリィは魔法を。ガーベラは迎え撃て」

			　おれがシランの護衛として残り、前に立ったリリィが先制攻撃で魔法を叩き込む。

			　それでも近付いてくる者は、ガーベラの蜘く蛛も脚の餌え食じきになった。

			　人形たちは攻撃を受けると、陶とう器きのように砕けた。

			　破片は煙になって消えていく。警戒はしたものの、どうやらこれはただの……というには特殊にせよ、使い捨ての駒でしかなかったらしい。

			　おれたちが迎撃している間に、トラヴィスたちの姿は遠ざかっていた。

			「ぬぐ。逃げよったか。追うか、主殿」

			　いまにも飛び出していきそうな様子で、ガーベラが尋ねてくる。

			「妾わらわならやれるぞ」

			　トラヴィスの『聖眼』の呪縛を受けつつも、ガーベラは気丈だった。

			　最初にトラヴィスの特異な攻撃を見せつけられたせいで、どうしても警戒せざるをえなかったが、あれほど強い力を持つ者は他にいないようだ。実際、シランは不意打ちとはいえ４人を倒しているわけで、トラヴィスと同じレベルの者となると、そう数はいないのだろう。

			　騎士の数は、50名ほど。これくらいなら、ガーベラとリリィさえいれば――。

			「……」

			　一瞬、なにも考えずに追い掛けてしまいたい衝動が湧いた。

			　それは、酷ひどく凶暴な衝動だった。自分自身でも戸惑うくらいに。

			　暴発する寸前で、おれはその衝動を呑み込んだ。

			「いや。駄目だ」

			「なぜだ」

			「……まだ生きている人がいる」

			「む」

			　ガーベラも気付いたのか、あたりに倒れている村人たちに目をやった。

			　そのなかに、まだ息のある者がいた。

			　霧きりの感知能力によって、おれは彼らの正確な数だけでなく、どのような状態にあるのかまで詳細に把は握あくすることができた。

			　治療をしなければ、確実に死んでしまうだろう重体の者が数人いた。

			　手遅れかもしれない、という者も。

			　なんの罪もなく踏み躙にじられた彼らを、放っておくことはできなかった。

			　それに、シランが倒れているいま、彼女にも誰かがついていてやる必要があった。しかし、そうしてリリィが治療に、おれがシランの傍についていてやるとなると、動けるのはガーベラだけになってしまう。ガーベラは先程のトラヴィスの攻撃の影響を受けているし、ひとりで追わせるのはさすがに危険だった。

			　ここは、見送るしかない。

			　トラヴィスたちの気配は、『霧の仮宿』の効果範囲の向こうに消えていった。

			「……逃げられたか」

			　無力感が、つい声になって出た。

			　けれど、その言葉はすぐに否定された。

			「ううん、それは違うよ。ご主人様」

			「リリィ？」

			「逃げられたんじゃない。追い払ったんだよ。それは絶対、無意味なことなんかじゃない」

			　ぎゅっと強く、手を握られた。

			「だから、できることをしよう？」

			「……そうだな」

			　リリィの言う通りだった。

			　村を襲う騎士団を追い払うことで、少数であれ、村人たちを助けられる可能性ができた。なにもできなかったわけではない。だからこそ、その命を取りこぼすわけにはいかなかった。

			　おれは気合を入れ直した。

			「リリィは治療を。ガーベラはローズたちを呼んできてくれ。おれは霧きりの魔法を使って、生き残りの救出をしつつ、トラヴィスたちが戻ってこないかどうか警戒する」

			　指示を出して、おれ自身も動き始めた。

			　感知魔法で生き残りを見付け出し、優先順位をつけていく。

			　それと同時に、聖堂騎士団が逃げたふりをして戻ってきていないかどうかも、頭の片隅で確認する。

			　もしも戻ってくるようなら、そのときは……。

			「……」

			　獰どう猛もうな衝動が一瞬、胸の奥で疼うずいた。

			　騎士であるトラヴィスたちが、守るべき存在であるはずの村人たちに剣を向ける光景が、脳裏に蘇よみがえった。

			　爪が掌てのひらの皮膚を抉えぐる痛み。無意識のうちに、拳を固く握り締めていた。

			「ご主人様？」

			「……いや、なんでもない」

			　尋ねてくるリリィに応えて、胸のなかの熱量を吐き出すように溜め息をついた。

			　……いまは、ひとりでも多くの命を救わねばならない。

			　おれは作業に戻った。

			　掌のじくじくとした痛みは、なかなかひくことがなかった。

		

	
		
			　

			04　ある騎士から見た景色

			　

			　森のなかに準備された野営地で、聖堂騎士団第四部隊に所属する騎士、ゾルターン＝ミハーレクは休息を取っていた。

			　周りには同僚の騎士たちがおり、思い思いの一夜を過ごしている。

			　見張りに立っている者こそ気を張り詰めているものの、それ以外の者の態度は、お世せ辞じにもお行儀の良いものとは言えない。さすがに剣を手放すような馬鹿はいないものの、好き勝手に行動しており、車くるま座ざになって賭け事をしている者さえいた。

			　そうしたなか、ゾルターンの近くには、恐ろしく目付きの鋭い男がいた。トラヴィスとともに村を襲った騎士のひとり、エドガール＝ギヴァルシュだった。

			「ったく、萎なえるぜ。仕切り直しなんてよ」

			　不満を隠すことなくつぶやく。とにかく鬱うつ屈くつが溜まっているらしかった。

			「……その話、もう何度目ですか」

			「とはいってもよ、仕方ないだろうが」

			　エドガールの言いように、ゾルターンは溜め息をついた。先程からずっと、エドガールはこの調子だったからだ。

			　もっとも、ゾルターンが陰いん鬱うつな表情をしているのは、普段からのことでもあったが。

			　騎士らしい覇気や、戦士の荒々しさなどとは無縁。同僚たちからは陰気な男と認識されている。ゾルターン自身、それを自覚していた。

			　とはいえ、彼もまた栄光ある聖堂騎士のひとりである。

			　かつて『見通す瞳ひとみ』の名で知られた勇者の末裔。そして、その能力を受け継いだ『恩おん寵ちようの愛し子』でもある。

			　ただし、『心を読む』という力を以って、過去の聖堂教会を発展させたという話が伝わっている先祖の『見通す瞳』に比べれば、ゾルターンの力は限定的だった。せいぜい相手の感情を読む程度に過ぎない。

			　それでも、その能力はそれなりに有用だった。たとえば、自分が剣を向けている相手が怒っているのか、恐れているのか、それらを知ることができれば、敵が次に取る行動をある程度は読むことができる。特にモンスターを相手にする際に、これは大きなアドバンテージとなった。また、交渉事において、相手がこちらを詐さ欺ぎにかけようとしたとき、笑顔の下の悪意を読み取ることができれば、騙だまされることはない。

			　その『見通す瞳』の力で見る限り、目の前のエドガールは酷ひどく欲求不満のようだった。

			　いや。そんなものがなくても、エドガールが不機嫌であることは、傍はた目めに明らかだった。

			　原因もはっきりしている。

			　ゾルターンは離れて動いていたので、これはあとで聞いた話になるのだが、トラヴィスとエドガールを含めた本隊は、捜索対象である『グール』シランを発見したらしい。

			　しかし、彼女はひとりではなかった。傍そばには『モンスター使い』の真島孝弘がいたのだ。トラヴィスにとっては、手柄が増えるのは喜ばしいことだったが、その反面で、敵の戦力が想定を上回ってしまった。そこでトラヴィスは、確実性を選んで一時撤退を決定した。その判断が、エドガールを不機嫌にさせているのだった。

			「長い時間かけて、こんなしけた国までやってきて、やっと見付けたと思ったらお預けだぜ。文句のひとつも言いたくなって当然だろ」

			　実戦レベルで使える異能を持つ『恩おん寵ちようの愛し子』は、第四部隊に３名いる。

			　ひとりは隊長の『聖眼』トラヴィス、ひとりが『見通す瞳ひとみ』のゾルターン。そして、もうひとりが『戦鬼』エドガールだ。

			　単純な戦闘力だけなら、『戦鬼』エドガール＝ギヴァルシュは、第四部隊で最強を誇っている。その力は、聖堂騎士団の隊長クラスに匹敵した。

			　しかし、それ以上に特筆すべきは、その性質にあった。

			「おまけに、元北域最高の騎士の成れの果ては、まともに戦えるような状態じゃないときた。どれほど歯ごたえのある相手か期待してたってのによ」

			　一言で表してしまえば、戦闘狂。エドガールは戦いに執心しており、それ以外の事柄に関心がない。

			　およそ騎士らしからぬ嗜し好こうと言うべきだろう。もっとも、騎士らしからぬという点においては、この聖堂騎士団第四部隊に所属する騎士たちは、誰も彼もがそうだったが。

			　でなければ、今回のような作戦に従事してはいられまい。

			　トラヴィスが率いた本隊は、今日、とある村ひとつを蹂じゆう躙りんした。本来なら人々を守るべき騎士の剣で、情け容よう赦しやなく村人たちを斬った。曲がりなりにも騎士であれば……いいや。良識のある人間であれば、とても堪たえられない行為だろう。

			　しかし、ゾルターンの『目』で合流した同僚たちを見たところ、罪悪感に苦しんでいる者などひとりもいなかった。

			　どころか、興奮している者も少なくなかった。戦闘そのものを好んでいるエドガールとは、また少し違う。彼らが楽しんでいるのは、一方的な暴力だった。

			　他人を虐しいたげるのは楽しい。暴力を振るうのは楽しい。そんな人格の者が、この部隊には多くいた。また、そうでない者も、そうした行為を咎とがめるような性質ではなかった。ゾルターンもそのひとりだった。

			　輝かしい勇者の血脈とて、いずれは濁にごるということか。むしろ、勇者自体が本当に伝承に謳うたわれるような存在であったのかどうかさえ、ゾルターンは疑問に思っていた。

			　それくらいに、この場にいる者たちは汚かった。

			「少しいいですか、エドガール。それに、ゾルターンも」

			　その汚濁の最たる者が、声をかけてきた。

			　隊長のトラヴィス＝モーティマー。優美な見てくれをしているが、その心は名誉欲と出世欲に塗まみれた男だ。ゾルターンの『目』には、そんな男の直視に堪たえない本性がはっきりと見て取れた。

			「まだ、合流できるまでに時間がかかる者がいるようです」

			　あたりを見回しながら、トラヴィスが言った。

			　周囲にいる騎士は１００名近く。だが、もともと、聖堂騎士団第四部隊に所属する騎士は２００名を数える。トラヴィスは『グール』シランの行方を追うに当たって、彼らを分散させており、全員が集まるのにはそれなりに時間が必要だった。

			「疲労があってはいけません。いまのうちに、睡眠を取っておきなさい」

			　トラヴィスが口にした台詞せりふは、一見、気遣いの産物とも取れるものだ。

			　しかし、彼が部下に向ける感情は、その実じつ、よくできた道具に対するものだった。

			　戦いに臨む者として、道具のコンディションを気にするのは当然のこと。そこに、まともな人間の情はない。

			「明日には、我らは大きな栄誉を手に入れることが叶かなうでしょう。もっとも、エドガールにとっては、いささか退屈な時間になるかもしれませんが」

			「ふん」

			　鼻を鳴らしたエドガールに、トラヴィスは微ほほ笑えみかけた。その微笑みには、見る者の背筋に悪寒を走らせずにはいられない、汚泥のような悪意があった。

			「敵となるのは、転移者ひとり。それも戦闘向けではない異能では、たかが知れています」

			　信じるものを自分以外になにひとつ持たないトラヴィスにとって、真島孝弘という転移者の少年は、勇者ではなく、単にこの世界に迷い込んできた異物に過ぎない。ましてや、それがモンスターを操る邪悪な存在となれば、言い訳なんていくらでも利く。剣を振り下ろすことに躊躇ためらいはないだろう。

			「あそこにいるのは、踏み躙にじられる弱者に過ぎません。蹂じゆう躙りんといきましょう」

			　トラヴィスは、明日の勝利を確信している様子だった。それも当然のことだと、ゾルターンは考えた。

			　今日の遭そう遇ぐうで、トラヴィスは首尾よく敵の最大の戦力の大蜘く蛛もを封じた。『グール』シランは戦闘ができるような状態ではなかった。これでは、どうしようもない。

			　対象は抹まつ殺さつされ、わずかな村の生き残りも皆殺しにされるだろう。

			　もっとも、そんな残酷な未来にも、ゾルターンの心はまったく動かなかった。

			「期待していますよ、ふたりとも」

			　言い残して、トラヴィスは背中を向けた。

			　そのときに、ゾルターンはトラヴィスと目が合った。表面上は優雅なトラヴィスの目の奥に、かすかな不快感が過よぎった。

			　トラヴィスだけではない。隊長に声をかけられたゾルターンとエドガールには、同僚の騎士たちの視線が集まっていた。そのおおよそすべてが、ゾルターンに負の感情を向けていた。

			　仕方のないことだった。

			　読めるのは感情だけで思考は無理だと言っても、それはあくまで自己申告でしかない。そんな相手と接するのは気持ち悪いと感じる者は多くいる。実際、感情という心の一部を読んでいることは事実なのだ。だから、そこについては、ゾルターンはなにも思わない。

			　なにも感じない。

			　感じないように、生きてきた。

			　ゆえに、この世のすべてがどうでもいいものとしか思えない。

			　どんな残酷な事実も、その心を揺らすには至らない。

			　それが、ゾルターン＝ミハーレクという男だった。

			「まったく、本当に度どし難がたい」

			「どうした、ゾルターン」

			　独り言が聞こえたのか、怪け訝げんそうな顔をして、エドガールが声をかけてきた。

			　そこには、疑問以外の感情はない。

			　他の騎士たちがゾルターンに向ける悪感情の類たぐいはない。

			　とはいえ、それは親愛の情などといったものが理由ではない。戦い以外のすべてに興味のない男は、それ以外の何事にも興味が薄いというだけのことだった。

			「なんでもありません」

			「だったらいいがよ。体調が悪いなら、さっさと抜けろよ。おれの邪魔しやがったら、長い付き合いのお前でも殺すぜ？」

			「わかっていますよ」

			　ゾルターンが返したところで、見張りの騎士たちがざわめいた。

			　別行動を取っていた騎士たちが、また合流したのだ。

			　戦いのときが近付いていた。

			　騎士たちの士気は高い。勝利と名誉は約束されたものだと、トラヴィスが謳うたっている。

			　軍隊において士気は非常に重要な要素であり、トラヴィスはそれを操るのに長たけている。人格はともかくとして、やはり隊長に相応ふさわしい能力を持っているのだ。

			　功名心、立身欲、嗜し虐ぎやく性。

			　煽あおられた欲望が、まるで燃え盛る炎のように、ゾルターンの『目』に映った。

			　炎は勢いを増す。この火勢は、彼らに力を与えるだろう。

			　欲望に滾たぎる彼らを、ゾルターンはひとり醒さめた目で眺めていた。

			　そんなふうでいたからだからだろうか。他愛もない考えが、ふと彼の脳裏に過よぎった。

			　これから蹂じゆう躙りんする相手のことを、『踏み躙にじられる弱者』と、トラヴィスは評した。

			　トラヴィスは踏み躙る側の人間だ。その嗅覚に間違いはあるまい。

			　けれど、それは絶対不変の真実だろうか。

			　踏み躙られる者が、いつまでもそのままでいる保証など、どこにもないのではないか。

			　それは、ほんのわずかな疑問。取るに足らない、些さ細さいな不安でしかなかった。

			　そうでなくても、ゾルターンにとって目の前の現実は、なべてどうでもよいことでしかなく、浮かんだ考えはすぐに掠かすれて消えた。

			　夜が更ける。蹂躙のときは着実に迫っていた。

		

	
		
			　

			05　傷付いた者たち

			　

			　目を覚ましたときに視界に映ったのは、素そ朴ぼくな内装の部屋だった。

			　聖堂騎士団の焼き討ちを免れた家屋に、おれは滞在していた。

			　時刻は夜明け前と言ったところだろうか。明るくなり始めた部屋のなか、ベッドに横たわるシランの姿が目に入った。

			　と、視界にアサリナがにょろりと飛び出してきた。

			「サマー？」

			　ハエトリグサ状の頭部を傾げたアサリナが、耳を甘噛みしてくる。
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			　むず痒がゆい感覚。反射的に身をすくめたところで、意識の歯車が噛み合った。

			「……ん。ああ。そういうことか」

			　寝台から起き上がる。廊下に出た。

			「あ。孝弘さん」

			「おはよう、ケイ」

			　廊下をこちらにやってきているところだったケイが、少し驚いた顔をした。

			「食事を持ってきてくれたのか」

			「はい。起きてるかどうか、様子を見てから声をかけようと思ってたんですけど……ひょっとして、起こしちゃいましたか？」

			「いや。起こしたのは、アサリナだ。というか、正確には、起こしてくれたんだけどな。おれが寝ている間、なにかあっても大丈夫なように周囲を警戒してもらっていたんだ」

			「サーマー」

			　どこか誇らしげに、にょろにょろと宙で身を躍らせるアサリナに苦笑しつつ、ケイから食事を受け取った。状況を考慮したらしく、手でつまめるような簡易な食事だった。

			「えと。まだ休んでいたほうがいいようでしたら、あとでまた持ってきますけど」

			「いや。食べられるときに食べておくべきだろう」

			　この地方に独特の、芋の粉を原料にした饅まん頭じゆうを一口齧かじる。弾力のある生き地じを咀そ嚼しやくして、水の助けを借りて呑み込んだところで、ケイの目の下にあるくまに気付いた。

			「ケイこそ、大丈夫か？　寝ていないんだろう？」

			「わたしは、戦いでは力になれませんから」

			　幼いたい気けな顔立ちに、ほろ苦い笑みが浮かんだ。

			「みなさんの手伝いしかできませんし、こういうときこそ頑張らないと」

			「頑張っているのはえらいが、無理はするな」

			　手を伸ばして、ぼさぼさになってしまった髪を整えてやる。ケイは目を閉じて、しばらく為されるがままでいた。

			「サマー？」

			　アサリナが鳴いた。気配を感じて、おれは手を引っ込めた。

			　廊下の向こうに、エルフの男性と何人かの子供たちの姿が現れた。

			　おれと目が合うと、男性は子供たちを連れてこちらに来た。

			「お休み中、申し訳ありません」

			「どうかしましたか、デニスさん」

			　デニスさんは、奇跡的に聖堂騎士の剣にかかることなく逃げおおせた村人のひとりだ。

			　非常に協力的な態度で接してくれている人物でもあり、彼のお陰で、おれは村になにがあったのか、おおかたのところを把は握あくすることができていた。

			　仮眠を取る前に聞いた彼の話によると、村を訪れた聖堂騎士団は、まず村人たちを武装解除したうえで、一箇所に集めたのだという。

			　程度に差こそあれ、老若男女問わずアケルの人々は武装している。聖堂騎士との実力差は歴然とはいえ、抵抗されては面倒だと考えたのだろう。遭そう遇ぐうした聖堂騎士団に、シランとの戦闘以外の損そん耗もうがなく、村人たちの抵抗の痕こん跡せきが見られないことは、おれも少し不思議に思っていたのだが、抵抗すら許されなかったというのが事実らしかった。

			　しかし、それは村人たちに違和感を覚えさせる行動でもあった。

			　アケルは樹海と隣接しており、国民は常に命の危険と隣り合わせにある。なかでも開拓村の住人たちは、危険にとても敏感だ。聖堂騎士団の要請に従わないわけにはいかないが、そのまま従うのは危険だと感じたのだろう。彼らは咄とつ嗟さに子供たちを家に隠していた。

			　指示を出したのは、村長を務めていたシランの叔父だった。

			　おれは『霧きりの仮宿』の感知能力を駆使することで、子供たちをひとりひとり助けて回った。なかには、隠れていた家屋を焼かれてしまって危うかった子もいたが、どうにか間に合わせることができた。

			　その一方で、隠していた車から呼び寄せたローズたちには、まだ息のある村人たちを回収するように指示を出した。

			　そうして村人たちを集めたあとは、リリィが魔力の続く限り、回復魔法をかけ続けた。

			　手の空いたところで、おれたちも彼女を手伝うために、止血などに奔ほん走そうした。

			　人の命がかかっていた。恐ろしく慌ただしい時間が過ぎた。

			　ひとまずの治療を終えたときには、日はとっぷりと暮れていた。

			　リリィの魔法によって、繋がった命があった。けれど、そうでない者もいた。また、かろうじて命を繋いだ者のなかには、まだ予断を許さない状態の者もあった。ここ一日二日が峠とうげだろう。ひとりでも多く回復してほしいが、おれにできるのはもう祈ることだけだった。

			「た、孝弘様」

			　子供たちのひとりが声をかけてきた。

			　みんな10歳前後の、ケイより少し幼い子供たちだ。

			「なんだ」

			　お互いに目配せをして、こちらをうかがうような、おどおどした目をする。

			　なんとなく、昔のケイを思い出させる反応だった。

			　なかなか言いたいことを口にできない子供たちを見かねたのか、デニスさんが口を開いた。

			「この子たちが申し訳ありません、孝弘様。シランお嬢様の様子は、いかがですか？」

			　どうやら彼らは、これを訊ききに来たらしい。

			　残念ながら、良い返事をしてやることはできなかった。

			「……まだ目を覚ましません」

			　さっき出てきた部屋の扉を振り返った。

			　パスの繋がりがあるため、おれは現在のシランの体の状態を一番よく把は握あくできるし、不具合に対処もできる。なので、休息している間も彼女についていたのだが、倒れてから半日経ったいまも、彼女は魔力切れで意識を失ったままだった。

			　目を覚まさないシランの口に、おれは何度か自分の血液を含ませており、わずかながら、魔力は回復していた。いずれは復調すると信じたいが……。

			「さようですか」

			　デニスさんは溜め息をつくと、深く頭を下げた。

			「孝弘様。聖堂教会に異端認定された以上、我らが縋すがれるものは他にありません」

			　悲痛な声だった。

			「どうかシランお嬢様のこと、よろしくお願いします」

			「それは……はい。できることはやるつもりです」

			　おれが応えると、デニスさんは心労でやつれた顔を上げて、少しだけ笑みを浮かべた。

			　こんな気休めみたいな言葉でもかまわないくらい、追い詰められているのだろう。

			　また、心の底から、シランのことを心配してもいるのだろう。

			　そんなエルフの姿に、ほっとするものを感じた。

			　ひとつ、おれには懸け念ねんしていたことがあったからだ。

			　聖堂騎士が標的にしていたのがシランであった以上、村の住人から彼女を糾きゆう弾だんする者が現れるのではないかという危き惧ぐだった。

			　もちろん、本当に悪いのは、村を攻撃した聖堂騎士団であり、シランは被害者だ。この件について、シランに責任を問うのは酷こくと言える。

			　しかし、たとえ理不尽であっても、得てして人はそうした行為に走りがちなものだ。

			　追い詰められた人の弱さは、そうした部分にこそ現れうる。

			　けれど、デニスさんを含めたわずかな村の生き残りたちが、シランを責めることはなかった。

			　本当に一切、そうしたことはなかった。

			　それで気付いた。

			　シランのせいで自分たちが、ではない。

			　シランを含めた自分たちが、攻撃を受けた。

			　エルフたちの認識は、おおよそ、そんなところなのだろう。

			　つまるところ、彼らは家族だということだった。モンスターを引き連れているおれに対して、こうして好意的に接してくれているのも、彼らの命を救ったことに加えて、家族であるシランやケイとの関係がまず前提としてあることが大きい。

			　開拓村のエルフの一族は、絆きずなの大切さを知っている。彼らは蹂じゆう躙りんされる弱者だったが、同時に、強い心の持ち主でもあった。そんな彼らに囲まれて生まれ育ったからこそ、シランの高潔さは育まれたのかもしれない。

			　しかし、そんなエルフの一族は、いま、危機に瀕している。

			「……どうするのが一番良いか」

			　デニスさんたちと一緒にケイが去ったあと、おれはシランの眠る部屋に戻ると、これからのことに思考を巡らせた。

			　さいわいなことに、いまのところ、聖堂騎士団の襲しゆう撃げきはない。

			　眠りに就くまでは、ずっとおれが霧きりの魔法で周囲を警戒していたし、仮眠を取るように勧められたあとは、精神的に復調したリアさんと、魔力の回復待ちで手のあいているリリィが一緒に、村の周囲を警戒しているはずだった。

			　ただ、このままずっと襲しゆう撃げきがないとは考えづらい。

			　これからどうすべきか。

			　そんな考えに囚われたところで、声をかけられた。

			「……孝弘殿」

			　ベッドで横になっているシランの目が開いていた。

			　おれは一瞬、息を詰めた。

			「シラン!?　目が醒めたのか!?」

			「……はい」

			　昨日、魔力切れで意識を失ってから、初めての目覚めだった。

			「ここは？　いえ。わたしはどうなって……」

			　シランは一度、目を閉じると、なにかを思い出す仕草をした。

			「……そうでした。村が襲われているのを見て、それで」

			「覚えているのか」

			「我を失ってしまい、暴走したところまでは。察するに、魔力切れで動けなくなったのですね」

			　戦う力を失っても、騎士として培つちかった経験までが失われたわけではない。意識を取り戻してすぐだというのに、シランは冷静だった。

			「わたしはどれくらい、眠っていましたか」

			「半日くらいだ。よかった、目が覚めて」

			　おれはシランの傍そばに歩み寄ると、膝を折ってその顔を覗き込んだ。

			　そうでもしないと聞き取れないくらいに、いまのシランの声は弱々しいものだったのだ。

			　目を覚ましはしたものの、衰弱していることは間違いなかった。

			「血は……要いるか？」

			「いいえ」

			　おれの申し出を、シランは拒んだ。

			「ありがたいお話ですが、あまり意味がありませんので。孝弘殿も、それはおわかりかと思います」

			　弱々しくはあったものの、静かに諭さとすような口調だった。

			　感覚的に、彼女が言っていることが正しいのは理解できた。

			　もともと、シランの体は魔力を受け入れる容量が少なくなっていたが、現在の彼女の体は更に症状が進んで、ほとんど魔力を受け付けなくなってしまっていた。

			　アンデッド・モンスターの体は、精神状態に大きく左右される。その体を維持することさえできないくらいに、彼女の精神は打ちのめされてしまったのだろう。器にひびが入って、底に少ししか水が溜まらなくなってしまっているのだ。

			「……村はどうなりましたか」

			　そんなふうになっても、最初に口に出たのが他人を気遣う台詞せりふだったから、それに応じないわけにもいかなかった。

			「これは聞いた話だが――」

			　村の生き残りであるデニスさんからの話も含めて、シランが我を失ってからのことを語って聞かせた。

			「――というわけだ」

			「そうですか。聖堂騎士団は、わたしを追って……」

			　シランは思わしげに黙り込んだ。

			　彼女にとっては辛い出来事だ。

			　けれど、状況は待ってくれない。

			「悪いんだが、シラン。状況を整理したい。意見を聞かせてくれるか」

			　シランは同盟騎士団で副長をしていた経験があり、多少なりとも聖堂騎士に関する知識もある。その意見には、大きな価値があった。

			「まず、今回の一件は、聖堂騎士団の総意によるものだと思うか？」

			　シランは横たわったまま視線を伏せた。

			「確かなことは言えませんが……さすがにそれはない、と思います」

			「理由を聞いてもいいか」

			「あまりにも、手口が乱暴過ぎますので。直接、お会いしたことはありませんが、聖堂騎士団団長のハリスン＝アディントン様や、副長であるゴードン＝カヴィル様の評判は聞いたことがあります。どちらも騎士として高名な方でした。それに……」

			　シランはなにかを思い出すように、ゆっくりと瞬まばたきをした。

			「これは同盟騎士団にいた頃に聞いたことですが、団長は彼らと面識があったそうです」

			「団長さんが？」

			「何年か前に一度、聖堂騎士団の第一部隊が、チリア砦とりでを訪れたことがあったのです。まだ兄が存命の頃でした。団長は彼らのことを高く評価していました。あれこそが騎士だと。いたずらに、民に剣を向けるような人物だとは考えられません」

			「なるほどな」

			　トラヴィスが率いる第四部隊は、あくまで四つある部隊のひとつでしかない。全体の一部を見ただけで、聖堂騎士団という存在そのものにレッテルを貼りつけてしまうのは、早計だということだった。

			「そうすると、今回の一件は、トラヴィスの独断と考えるほうが自然か」

			「わたしはそう思います」

			「そうか。聖堂騎士団全体が敵に回ったわけではないのは、まず良かった。だが……」

			　おれは眉を顰ひそめた。

			「……そうなると、攻撃をやめるように奴らを説得することは難しいな」

			「そういうことになりますね」

			　シランも同意を示した。

			「孝弘殿の話を聞く限り、『聖眼』のトラヴィスは、義憤によって今回の行動に出たわけではありません。だとすれば、『韋い駄だ天てん』の優ゆ奈な殿のときのように、誤解を解くことで和解を目指すのは難しいでしょう」

			　たとえば、今回の一件が、聖堂騎士団がおれを危険な存在と見み做なしていたために起きていたのだとすれば、飯野のときのように和解の芽もあったかもしれない。

			　しかし、トラヴィスがただ功績と名声を得るために、悪意を持って動いているとすれば、そうはいかない。おれがいくら自分は邪悪な存在などではないし、アンデッドであるシランもまた危険な存在ではないと主張したところで無駄だ。彼らは『邪悪なモンスター使いと醜しゆう悪あくなグールを討とう伐ばつする』という大義名分を掲げているが、それはあくまで口実に過ぎず、事実がどうであるかはどうだってよいのだから。

			　村を襲ったのも、そういうスタンスなら納得がゆく。

			　おれに協力しているのならよし。協力していないにしても、死人に口なしということだ。

			「和解も無理。かといって、逃げることもできないな」

			　別の方向を検討して、それもまた放棄する。

			「村のエルフのなかには、生死の淵ふちを彷徨さまよっている人がまだ何人もいるんだ。逃げられない」

			　絶対安静の彼らを移動させることは難しい。

			　ましてや、逃避行など考えられるような状況ではなかった。

			「迎え撃つしかないか……」

			　戦いは不可避のものだということだ。おれは拳を握り締める。

			　しかし、そんなおれとは違って、シランは落ち着いていた。

			　不自然なくらいに。

			「いいえ。戦いを避ける方法はあります」

			　力を失った声だが、その目にはまだ光があった。

			　ある種の覚悟を固めた者の表情だった。

			「ひとつお願いがあります」

			　シランは告げた。

			「わたしが村に残ります。孝弘殿は、動ける村人を連れて、逃げてください」

		

	
		
			　

			06　必要なもの

			　

			「トラヴィスは『このままでは不利』、『ここは退く』と言っていたのですよね。だったら、『準備が整えばもう一度来る』はずです」

			　ベッドに横たわったシランは、静かに言葉を紡つむいだ。

			「あの場にいた聖堂騎士団は、全員ではありませんでした。本来、聖堂騎士団第四部隊は、２００名からなる部隊です。恐らく、手分けしてわたしの行方を追っていたのでしょう。わたしひとりだけが相手なら、自分が直卒する50人でも十分だと判断していたに違いありません。ですが、その場には孝弘殿もいました。そのため、一度退いて十分な戦力を引き連れてくることにしたのだと考えられます」

			　口を挟む余地はない。おれも同じ意見だった。

			「リリィ殿やガーベラ殿といった、孝弘殿の眷けん属ぞくのことを、トラヴィスは知っている口ぶりだったのですよね。であれば、孝弘殿の能力が、『韋い駄だ天てん』優奈殿などのような圧倒的なものではないことも伝わっていると考えるべきでしょう。聖堂騎士団が恐れをなして逃げ帰るということはありません。そして、一度退いたトラヴィスが再び来るということは、孝弘殿を……転移者ひとりを討つに十分な戦力が揃ったと判断したということ。聖堂騎士団は、歴史上、常に勇者とともにありました。転移者が持つ能力がどの程度のものであるかは、把は握あくしているはずです。その見立てに間違いはないでしょう」

			　せつせつと、シランは危険性を訴えかけた。

			「村の怪け我が人のなかには、動ける者、動かせる者もいます。子供たちだっています。孝弘殿には、どうか彼らだけでも引き連れて、お逃げ願いたいのです」

			「……シランはどうするつもりだ。村に残ると言っていたが」

			「トラヴィスの狙いはわたしです。わたしが残らなければ、孝弘殿たちは危険に晒さらされるでしょう」

			「死ぬつもりか」

			「どちらにせよ、わたしの体は、そう長くはもちません」

			　横たわるシランの腕が震えて、少しだけ持ち上がった。

			　けれど、ある程度以上の高さに持ち上がる前に、ぽすりと元の場所に落ちてしまう。

			「また症状が悪化したことは、孝弘殿もお察しでしょう」

			「……ああ」

			　実際、シランの体は、これ以上なく弱っていた。

			　村が襲われたことだけでも、彼女の精神にとっては大きなダメージだったというのに、生き残った者でさえ全員は守り切れないという現状が、更に追い打ちをかけているのだ。

			　仮にここで動けない村人を見捨てれば、おれとリリィたち、そして、シランをはじめとした一部のエルフたちが逃げることは可能だろう。しかし、ここで村人たちを見捨てた事実は、シランの心に致命的な傷を与えてしまう。症状は悪化して、彼女の心と体は限界を迎えるだろう。それは目に見える未来だった。

			「どうせ先のないこの身なら、せめて時間稼ぎの役に立つくらいはしたいのです」

			　ベッドに横たわるシランの体から、強烈な気配が立ち昇った。

			　魔力のほとんどを失い、まともに動くこともままならない状態でありながら、剥むき身の剣の鋭さがあった。

			「孝弘殿のお陰で、最低限の魔力はあります。すべてを燃やし尽くせば、短時間の戦闘は可能でしょう」

			　確かに、いまのシランの魔力量であっても、一瞬で爆発させれば往時の戦闘力を発揮できるかもしれない。ただし、その行き着く先は破滅だ。ブレーキなしの暴走列車。一度走り始めれば、今度こそ戻ってこられない。

			　そして、シランはそのための切符をすでに握っていた。

			「……みなの無念を、思い知らせてやります」

			　表面だけ静かな声色。薄皮一枚下に感じ取れる凶暴な気配はグールのものだった。

			　ひとつきりの碧へき眼がんのなか、感情の炎が暗く揺らめいている。

			　いまのシランなら、確かにグールと化して聖堂騎士と戦うことは可能だろう。同どう胞ほうを無残に殺された膨ぼう大だいなまでの怒りが、彼女の胸の裡うちに燃え盛っているからだ。

			　復ふく讐しゆう心を武器に、その身をグールに変えて、シランは最後の戦いに挑もうとしている。それはまったく、騎士らしくない在り方だった。

			　けれど、それも当然なのかもしれない。

			　いまのシランは騎士ではなく……ただの女の子なのだから。

			「確かに、シランが囮おとりになれば、おれたちは安全に逃げられるのかもしれないな」

			　彼女の熱に引き摺ずられないように、おれは努めて冷静な口調で返した。

			「だが、そんなことを、おれが許すと思うのか？」

			「……それは」

			　シランの気勢が初めて揺らいだ。視線が逸そらされる。

			「もう先のないこの身が役に立てるのです。それでいいではありませんか」

			「そんなわけがあるか」

			　おれは身を乗り出して、シランの肩を掴んだ。逃げていた目がこちらを向いた。

			「これは前にも言ったはずだぞ。迷惑をかけられようと、役に立たなかろうと、そんなことは関係ない。おれはシランに、ここにいてほしいんだって」

			　アンデッド・モンスターになった自分に苦しむシランにかけた言葉は、嘘うそではなかった。

			「戦えなくてもいいんだ。シランはもう騎士じゃない。ただの女の子なんだから」

			　ともに戦う味方のために。力なき同どう胞ほうのために。多くの人々が生きる世界のために。

			　シランはずっと誰かのために戦ってきた。

			　おれ自身、あのチリア砦とりでの事件では、彼女の献身によって、十文字の脅きよう威いから守られた。その結果として、シランはアンデッドになってしまい、いまは騎士としての力を失ってしまっている。

			　持てる力のほとんどを失ってしまった女の子に、戦いを任せるわけにはいかない。

			　ここで決意を口にすることに、躊躇ためらいはなかった。

			「戦うのは、おれたちに任せてくれ」

			　この村で聖堂騎士団を迎え撃つ。もはや、それしか道はなかった。

			　シランと違うのは、おれはこれ以上、誰ひとり失うつもりはないということだ。

			　ここで村を守り切りさえすれば、シランがこれ以上の精神的なダメージを被ることはない。精神に左右される彼女の肉体が衰弱することもないはずだった。

			「孝弘殿……」

			　おれの覚悟の言葉は、シランの耳にどのように響いたのか。両肩を掴まれたまま、シランはしばらく無言でいた。

			　片方だけの目が、引き寄せられるように、すぐ近くにあるおれの顔を見詰めていた。

			　色を失った唇がわななき、不器用な笑顔が作られた。

			「……ああ。それはとても、孝弘殿らしい言葉ですね」

			　なんだか、泣き笑いのような顔をしていた。

			「どうして孝弘殿は、そうまでしてくれるのですか」

			「……なに？」

			　戸惑うおれに、シランは酷ひどく真しん摯しな眼まな差ざしで言葉を重ねた。

			「わたしが犠牲になれば、孝弘殿の危険は少なくなります。なのに、どうして？」

			　その言葉には、なにかを期待するような響きがあった。

			　甘えるようにこちらを見る視線が、歳の割に大人びた雰囲気のある彼女に、珍しく幼い印象を与えていた。騎士の凛りんとした姿とはまったく違う、女の子としての一面。その可か憐れんさに、どうしようもなく意識を奪われた。

			　掌てのひらが掴んだ少女のひやりとした肩が、そこにある体が、いっそう存在感を増して感じられた。

			　ひたむきな瞳ひとみに、視線を絡めとられた。

			　甘く心が痺しびれた。

			　少女が抱く、なにか特別な感情に触れたような気がして……。

			「おれは――……」

			「いえ。これも、以前に言ってくれましたね」

			　おれの返答が形を成す前に、シランは口を開いていた。

			　苦笑交じりの、生き真ま面じ目めな口調だった。

			「仲間だから。わたしのことを仲間だと、そう思ってくれているのでしたね」

			「あ、ああ。シランは、大事な仲間だよ」

			　それは事実だったから、おれは頷うなずかざるをえなかった。

			　けれど、それが先程口にしようとしていた言葉と同じものだったのかどうかは、いまになってはわからなかった。

			　眼帯で覆おおわれたシランの顔に、眉を下げた微ほほ笑えみが浮かんだ。その表情に、先程垣間見えたように思えた特別ななにかはない。ただ、尊敬する存在に向ける全幅の信頼があった。

			「光栄なことです。わたしも、孝弘殿のことは大切な仲間だと思っています」

			「……ありがとう」

			　おれも笑みを返した。

			　それが自分にとって心の底から嬉しい言葉であることだけは、確かだったからだ。

			　ベッド脇に膝をついていたおれは、ゆっくりと立ち上がった。

			「あとのことは任せてくれ」

			　言葉を残して、部屋を出た。

			　後ろ手で扉を閉める。そこで目が合った。

			「旦那様」

			「サルビア？」

			　いつの間に実体化していたのか、廊下の外でサルビアが待っていた。

			　呆れたような視線だった。それどころか、溜め息までつかれた。

			「旦那様もシランさんも、少し真面目過ぎるわね」

			　おれは酷ひどく困惑した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「サーマー」

			　シランと話をしている間は大人しくしていたアサリナが、嬉しそうにサルビアにじゃれつく。

			　おれの身の裡うちに宿る者同士のシンパシーでもあるのか、このふたりは仲が良い。アサリナに絡み付かれるがままに、サルビアが声をかけてきた。

			「旦那様は、聖堂騎士団と戦うつもりなのね」

			　どうやらサルビアは、状況を確認するために出てきたらしかった。

			「この村で待ちかまえて、聖堂騎士団を迎え撃つ……聖堂騎士団や、ひいてはその背後にいる聖堂教会を敵に回すことになるのね」

			　普段は穏やかな彼女だが、さすがに緊張を隠せない様子だった。

			　ただ、少しその認識は間違っていた。

			「いや。まだ聖堂騎士団が敵になると決まったわけじゃない」

			「……どういうことかしら」

			　サルビアは首を傾げた。

			「実際、聖堂騎士団は村を攻撃したわけでしょう？」

			「違う。村を攻撃したのは、トラヴィスとその一党であって、聖堂騎士団そのものじゃない」

			　これは、シランとの会話からわかったことだった。

			　無論、トラヴィスたちを退しりぞけることで、聖堂騎士団との関係が悪化する可能性はある。だが、シランの話を聞く限りでは、聖堂騎士団そのものは、トラヴィスの卑劣さとは切り離して考えるべき存在だということだった。対話の可能性は、少なくとも、トラヴィスを相手にするよりはあるだろう。

			　もっとも、それらはすべてトラヴィスを退けることができてから考えるべきことだ。

			　まずは目の前の問題をどうにかしなければ、どうしようもない。

			「聖堂騎士団は強大だ。敵対視されてしまえば、正直、おれたちに勝ち目はない。だが、トラヴィスとその一党が相手なら、話は別だ」

			「なるほど」

			　サルビアは頷うなずき、小さく眉を寄せた。

			「それでも、敵は聖堂騎士団２００名よ。そのうえ、こちらは最大の戦力であるガーベラさんを封じられているわ」

			「それも違うな。最大の戦力を封じられているのは、奴らも同じことだ」

			　確信を持って、おれは答えた。

			「あのガーベラを衰弱させたんだ。トラヴィスの『聖眼』が恐ろしく凶悪な能力だということは、認めないわけにはいかない。だが、それも絶対じゃない」

			「どうしてそう言えるの？」

			「あの場面、あいつはおれたち全員を『聖眼』で弱らせてしまわなかったからだ」

			「ええと……？」

			　サルビアは瞬まばたきをして首を傾げた。

			「どういうことかしら」

			「ガーベラを弱体化させた力だ。間違いなく、おれたちにも効く。効かないわけがない。だったら、おれたち全員を弱体化させてしまえばいい。わざわざ撤退なんてしなくても、あの場で殺してしまうことは可能だったはずだ。違うか？」

			「それは……」

			　口元に手を当てて、サルビアは考え込む。

			「……確かに。言われてみれば、妙ね」

			「加えて言えば、たとえ万全を期して撤退するにしても、弱体化させておくに越したことはないはずだ。そうしない理由がない。だが、トラヴィスはそのまま撤退した」

			　サルビアの目に理解の光が灯った。

			「トラヴィスには、もうこれ以上は『聖眼』が使えなかった？」

			「そういうことだ」

			　そもそも、強化や弱体化というのは、かけ続けていなければ効力が持続しない。

			　その原則は、トラヴィスの『聖眼』も変わらないはずだ。

			　樹海の白い蜘く蛛もは甘くない。勇者そのものならともかくとして、その末まつ裔えいに過ぎないトラヴィスでは、ガーベラと同時に別の対象にも術をかけることは困難だ。

			　これは実際、当事者の一方であるガーベラにも確認を取っていることだから間違いない。少しでも力を緩めれば、白い蜘蛛は即座に拘こう束そくを引き千切るだろう。

			「トラヴィスは『恩おん寵ちようの愛し子』の二つ名持ちで、聖堂騎士の最大戦力のひとりだ。見方を変えれば、いまの状況は『ガーベラがあいつらの切り札を封じてくれた』とも言える。もちろん、あいつが迷わず自分の力を行使したのは、ガーベラをこちらの最大戦力だと知っていて、そうする必要があると判断したからなんだろうが……それでおれたちに勝てると思っているのなら、勘違いの代償を払うことになるのはあいつらのほうだ」

			　おれはとめていた足を進め始めた。みんなと相談して、襲しゆう撃げきに備えないといけなかった。

			　サルビアと別れたおれは、パスを通じて一番近くにいる眷けん属ぞくのもとに向かった。

			　覚悟は決まった。勝算はある。あと、必要なものがあるとすれば……。

			「ローズ。入るぞ」

			　ノックをして部屋の扉を開けると、ローズと加か藤とうさんがこちらを振り向いた。

			「ああ、ご主人様。お目覚めになったのですね。おはようございます」

			「ローズ……？」

			　少しだけ、驚いた。

			　部屋はもともと置いてあった家具が片付けられて、広い空間が作られていた。

			　部屋の中央に座り込んだローズの前には、右腕ばかり10本のスペアが並べられていた。丁度、メンテナンスでもしていたらしい。

			　それだけではない。他にも様々な物品が並べられていた。どれも彼女が作った武具や魔法道具だった。なんのために彼女がそうしているのかは、決まりきっていた。

			「ご主人様がお休みの間に、戦いの準備は進めておきました」

			「ローズさんが、先輩ならそうするからって」

			　手伝いをしていたらしく、腕に模造魔石を抱えた加藤さんが言った。

			　ローズの整った顔が、真っ直ぐにこちらを見上げた。

			「わたしだけではありません。姉様たちも、各々できることを始めています」

			「……そうか」

			　ふっと笑みが出た。

			　膝をついて彼女に目線を合わせると、その手を取った。作業のために手袋を脱いだ剥むき出しの人形の手を、両手で包むようにする。

			「ありがとう」

			「はい」

			　本当に嬉しそうに、ローズは頷うなずいた。

			　おれは続いて、淡い笑みを浮かべて親友を見守る少女に視線を移した。

			「加藤さんはいいのか？」

			「まあ、本音のところとしては、先輩にはご自分の身の安全を最優先してほしいところですけど……」

			　幼さの残る顔立ちに、大人びた苦笑が過よぎった。

			「先輩は、この世界にローズさんたちと一緒に生きる場所を作るって言ってましたよね。その目的のために、ここは退ひいてはいけない場面なんだと思います」

			　落ち着いた口調で、加藤さんは語った。

			「リアさんやヘレナさんは、先輩たちを受け入れてくれています。他のエルフのみなさんもです。きっと、こんな機会は二度とありません。ここで、味方になってくれるエルフの村を守ることには、大きな意味があります」

			　理性的に語った彼女は、最後に、にこりと笑みを浮かべた。

			「どうか先輩の思うようにしてください」

			　加藤さんもまた、おれの背中を押してくれていた。

			　みんな、おれのことを理解したうえで、後押しをしてくれている。

			　それが嬉しく、なにより頼もしい。もはや憂うれいはなかった。

			「戦おう。トラヴィスたちを迎え撃つ」

			　おれたちは早速、迎撃の準備を整え始めた。

		

	
		
			　

			07　ＡＮＤ／ＯＲ

			　

			　昼を過ぎた頃、おれは、とある建物の一室にいた。

			　焼き討ちのあとに残った村の家屋のなかで、ここは最も頑丈な建物だ。なかには、生き残りのエルフたちを集めてあり、衰弱したシランも別の部屋で寝ていた。

			　言うなれば、ここが最終防衛線というわけだ。

			　そう考えると、胸の奥に重いものを感じた。

			　考えられる手は打ってあるが、すべてがうまくいく保証はない。

			「あとは、リリィたちを信じるほかないか。……ん？」

			　テーブルの上で拳を握り締めたところで、おれはふと視線を扉に向けた。

			　足音が近付いてきて、数秒後、ノックの音が部屋に響いた。

			「どうぞ」

			「失礼します」

			　現れたのはヘレナだった。先程まで、祖母であるリアさんと一緒に村人たちの看護をしていたはずだが、いまの彼女は革の鎧よろいを身に纏まとい、腰に剣を下げていた。村のエルフたちがいるところまで敵を通すつもりはないにせよ、状況を考えれば、万が一に備えて戦闘の準備を整えるのは悪いことではない。ただ、おれはどうにも彼女の表情が気になった。

			「どうした、ヘレナ。なにかあったか」

			「そういうわけではないんですけど」

			　硬い顔をして、ヘレナが答える。

			　内心、首を傾げつつ、おれは尋ねた。

			「ならいいんだが。村の人たちはどんな様子だ？」

			「落ち着いていますよ。ケイが声をかけてましたから」

			「ケイが？」

			　……そういえば、シランが倒れてしまった現状、この村のエルフの一族を束ねる一家で、動けるのはケイだけなのか。

			　歳の割にしっかりしている彼女のことだ、自分のできることを探してくれたのだろう。

			　どうしても手の回らなくなるところを助けてくれるのは、率直にありがたかった。

			「リリィさんたちはどうしたんですか？」

			　今度はヘレナが尋ねてきた。

			「自分たちの仕事をしてもらってるよ」

			　できることをしているという意味では、リリィたちも同じだった。

			「いまは村を守るために、動いてくれているはずだ」

			「そうですか。みなさん、頑張ってくれているんですね」

			　答えを聞いたヘレナは、踏ん切りをつけるように唇を引き結んだ。

			「孝弘様。わたしも、一緒に戦わせてください」

			「……」

			　おれは溜め息をついた。

			　なんとなく、こうきそうな気はしていたからだ。

			「駄目だ」

			「どうしてですか！」

			「おれは、無駄な犠牲を出すつもりはないよ」

			　ヘレナの剣の腕はなかなかのものだった。帝国の正規兵を相手取っても、十分に渡り合うことができるだろう。

			　しかし、聖堂騎士団と戦えるレベルではまったくない。相手に怪け我がをさせられれば御おんの字じ。なにもできずに死ぬ可能性のほうが高かった。

			「覚悟はできてます」

			　反対されることは予想していたのか、ヘレナは簡単には引き下がらなかった。

			「腕の１本、目のひとつでも削ってやります」

		

	
		
			[image: p087.jpg]
		

	
		
			　尚じよう武ぶの気風の強いアケルの人間らしい言葉だった。

			　思えば、シランも似たようなことを言っていたなと思い出しながら、おれは首を横に振った。

			「駄目なものは駄目だ」

			　まだなにか言おうとする彼女に、重ねて告げた。

			「ヘレナが死ねば、多分、いまのシランは駄目になる。そんなことを許すわけにはいかないし、ヘレナだって望んでいないだろう？」

			　うぐっとヘレナが詰まった声を出した。

			「で、ですけど……」

			「それに、いまのヘレナがまともに戦えるとも思えないな」

			　抗弁しようとしたヘレナに、おれは指摘した。

			　この部屋を訪れたそのときから、彼女の拳が震えていることには気付いていた。

			　顔色だって悪い。これでは、まともな戦いになどならないだろう。

			　もちろん、だからと言って、ヘレナの覚悟を侮あなどったりするつもりはなかった。

			　実際、彼女の震えは、戦って傷付くことに対する恐れの表れではないのだ。彼女の覚悟は本物だった。

			　ただ、この世界の人間が聖堂騎士団と戦うことは、不可能に近いというだけの話だった。

			　悲痛なまでに追い詰められていたデニスの姿を、おれは脳裏に思い起こした。

			　見る限り、他の村人たちも、似たり寄ったりの状態にある。

			　この世界の人間にとって、勇者とは希望の光であり、生きるための心の支えだ。人々は勇者という存在を信仰している。その勇者を祭り上げているのが聖堂教会であり、その傍そばに寄り添うのが聖堂騎士団だ。結果として、聖堂教会と聖堂騎士団は、勇者の威光を代行し、正義を象徴するものとなっているのだった。

			　現状のヘレナたちの状況は、たとえるなら、素そ朴ぼくで敬けい虔けんな神の信徒が破門を喰らい、神の名のもとに罪人として裁かれようとしているようなものだ。それは大おお袈げ裟さではなく、自身の存在を否定されたに等しい。その衝撃は、信仰を寄よる辺べとして生きていない人間には、絶対に理解できない類たぐいのものだろう。

			　できるのは弁明しようとすることくらいで、剣を向けることなどできようはずもない。

			　もしも、この世界で聖堂騎士団と戦える者がいるとすれば――それは、余程の覚悟か、確信か、あるいは、己のなかに揺るがぬ正義を抱いている者くらいだろう。

			　実際のところ、ここでヘレナが戦うと口に出したこと自体、相当な葛かつ藤とうがあったはずなのだ。

			　そんな状態では、戦いになどなるわけがない。

			　おれの言い分が正しいものだと理解したのか、ヘレナはそれ以上、無理を言うことはなかった。代わりに、どうしようもない震えを帯びた声で言った。

			「……勝ち目はあるんですか」

			　それはきっと、この村の生き残りの全員が抱いている不安だった。

			　そうとわかったから、おれはしっかりと頷うなずいてみせた。

			「大丈夫だ。勝算ならある」

			　先程、これから先の戦いを思ってひとり緊張していたことは、この際、棚に上げておく。

			　そうしなければならないと感じた。

			　そして、彼女を安心させるための言葉は、決して口から出任せではなかった。

			「考えている手段はある」

			　村人たちを守ると決めたのだ。そのための手段は最大限に講じている。

			　加藤さんは『ここは退いてはならない場面だ』と言った。その通りだとおれも思う。

			　この世界に自分たちを受け入れてくれる場所を作る。おれはそう心に決めた。けれど、それは一方的な関係を意味するものではない。

			　守りたいものは増えていく。抱えた責任は大きくなる。

			　生きていくとは、きっとそういうことで、その責任から逃げるつもりはなかった。

			「あいつらは『大きな勘違い』をしている。そこを突けば、勝機はある」

			　なにひとつ失わないために。

			　これまでに培つちかったすべてを、ここに費やそう。

			「孝弘様……」

			　ヘレナは喉のどを鳴らした。

			　数秒して、詰めていた息が吐き出された。

			「……わかりました」

			　おれの言葉が、彼女にとって十分なものだったのかどうかはわからない。

			　ただ、強こわ張ばっていた表情は、少し緩んだように見えた。

			「やっぱり孝弘様は、シランが認めた方なんですね」

			　そう言う少女は、とても嬉しそうだった。

			「押しかけちゃってごめんなさい。みんなにも孝弘様の言葉は伝えときます」

			　ぺこりと頭を下げて、踵きびすを返す。おれはその背中に声をかけた。

			「待ってくれ、ヘレナ。おれからも訊ききたいことがあったんだ」

			　振り返った彼女に尋ねる。

			「ラファ村に滞在した夜、倉庫でシランのおかしな行動に気付いたときのことだ。どうして、ああもあっさりと、おれにすべてを任せてくれたんだ？」

			　あのときは、すぐにでもシランを追い掛けなければならなかったため、ヘレナには碌ろくな説明もできなかった。だというのに、彼女はシランのことをおれに任せて、後始末に回ってくれた。それはどうしてなのか気になっていた。時期を逸いつして聞かず仕舞いでいた問いを口にするのに、これは良い機会だと思ったのだ。

			「ああ、なんだ。そんなことですか。それはですね、孝弘様が、あのシランが認めた方だからですよ」

			　ヘレナは即答した。

			「あいつは、自分は騎士だって思いが強いから、苦しくてもなにも言いません。騎士だからって苦しくないはずがないのに、なんでもないんだって顔をするんです」

			　どこかもどかしげな様子で、ヘレナは胸の前で拳を握った。

			「だから、あいつが村に帰ってきたときには、驚いたんです。あのシランが、孝弘様には自分を預けているように見えましたから。ほら。わたしとの決闘を孝弘殿に代理で頼んだことがあったでしょう。あれだって、そうです。わたしの知っているあいつは、自分の都合で他人を煩わずらわせるのを嫌っていました。それなのに、あのときのあいつは、自然と孝弘様を頼っていました。だから……」

			「……ヘレナは、シランのことをよくわかっているんだな」

			　おれは、ほうと吐と息いきをついた。

			　きょとんとしたヘレナが、赤くなって視線を逸そらした。

			「べ、別にそんなんじゃないです。わたしは、苦しいときでもなにも言わないあいつの澄まし顔が、昔から気に喰わなかっただけで……」

			　こうヘレナは否定するが、どうなのだろうか。そうしたシランの態度を、どうして気に喰わないと思うのか。そのあたりを考えてみると、少女の態度はわかりやすい。

			　無理に作ったような仏ぶつ頂ちよう面づらで悪態をつくヘレナに、おれは苦笑を零こぼした。

			「大したものだと思うよ、実際」

			　ふと、苦笑の種類が変わった。

			「おれがそこに気付けたのは、ついこの間のことだからな」

			　騎士としてのシランの外見ばかりを見ていて、その内側にいる女の子としてのシランの存在に気付かなかった。ヘレナは、さすがに幼馴染おさななじみだけあるということなのだろう。

			「シランだって、騎士である前に、女の子なのにな」

			　自嘲する。

			　けれど、そんなおれを見て、ヘレナは目を丸くした。

			「違いますよ？」

			「……え？」

			　おれも目を丸くした。

			　虚きよを突かれたおれに、ヘレナは告げた。

			「あいつは騎士です。どうしようもなく。そこは、なにがあろうと変わりません」

			「……」

			　思いもしない言葉だった。

			　けれど、同時に、なにかがカチリと嵌はまったように、しっくりとした感触を与えてくれる言葉でもあった。

			　……言われてみれば、そうだ。

			　おれはシランを騎士だと思い込んできて、女の子の一面を見ずにきた。だから、これからは騎士ではなく女の子として扱おうと考えた。

			　けれど、女の子としての一面があるからといって、それでシランが騎士でなくなるわけではないだろう。

			　どちらが本質なのかという議論は的まとを外している。

			　騎士の一面があり、女の子の一面がある。シランという名の少女の真実が、ただそれだけのことであったのだとしたら……。

			　――あれは騎士です。それをどうか、孝弘殿には覚えていていただきたいのです。

			　いつか告げられた言葉が、耳の奥に蘇よみがえった。

			「……団長さん。ひょっとして、あれはそういう意味だったのか」

			「孝弘様？」

			　あの開拓村での夜。どうして自分がシランを託たくされたのか、その意味におれはようやく辿り着いて――そのときだった。

			「孝弘様！」

			　扉を開けて、部屋にリアさんが飛び込んできた。

			　切せつ羽ぱ詰つまった顔をした彼女のうしろでは、契約した精霊が短い手足をじたばたさせて、激しく警告を鳴らしている。そうでなくても、いまのリアさんの様子を見れば、なにがあったのかを悟るには十分だった。

			「騎士団がきました！」

		

	
		
			　

			08　反撃開始

			　

			「トラヴィス様。斥せつ候こうからの連絡です」

			　うっそうとしげった森のなか、伝令がトラヴィスに声をかけた。

			「真島孝弘は、村を動いていない様子です」

			「そうですか」

			　優美な仕草でおとがいに手を当てて、トラヴィスは満足げに頷うなずいた。

			「経過は順調。あとは刈り取るだけですね。指示に変更はないと伝えなさい」

			「はっ」

			　伝令が去っていく。

			　それを見送ったゾルターンは、普段通りの冷めた目をトラヴィスに向けた。

			「あなたが予想していた通り、真島孝弘は逃げませんでしたね」

			「おや。逃げればよかったのに、とでも言いたげですね」

			　トラヴィスは大仰な仕草で肩をすくめた。

			「どうしたのです、ゾルターン。同情ですか」

			「まさか」

			　ゾルターンは即答した。

			「わたしが同情など、ありえません」

			　躊躇ためらいなく言い切る。口調は冷めきっていた。

			「ただ、真島孝弘はなぜ逃げなかったのか、不思議に思っただけです」

			「不思議なことではありませんよ。言ったでしょう。あれは、蹂じゆう躙りんされる弱者なのだと」

			　トラヴィスは喉のどの奥で笑った。

			　嘲あざけりの笑みだ。優美な所作に隠されていた、邪よこしまな本性が垣かい間ま見えた。

			「村人を見捨てられなかったのでしょう。あまりにも弱い。脆ぜい弱じやくな在り方だとは思いませんか」

			「……」

			　ゾルターンはしばし沈黙した。

			　愚おろかな行為だと思いはした。けれど、その行為は尊いものだとも思えた。

			　もっとも、そんなことを言ってもなんにもならないし、単なる偽善でしかない。これから村に攻め込むのは、自分も一緒なのだ。ゆえに、ゾルターンはそこには触れずに、別のことについて口にした。

			「弱い弱いという割には、その弱い敵相手に、ずいぶんと策を弄ろうしているようですが」

			　ゾルターンは、自分の周囲を見回した。

			　そこには20名ほどの騎士たちがいた。全体の割合でいえば、これはおよそ十分の一に過ぎない。他の者がどこにいるのかといえば……。

			「念のために、ですよ」

			　トラヴィスは、人を喰ったような返答をした。

			　彼はこの期に及んで、微み塵じんも油断していなかった。勝利を確信していても……というより、確信していればこそ、冷徹で残酷な計算で戦術を構築していた。

			　こんなもの、知っていなければ対応などしようがない。

			　ただ、ひとつ気になることがあるとすれば……。

			「おいおい、ゾルターン。考え過ぎんのは悪い癖くせだぜ」

			　声をかけられて、ゾルターンは思考を中断した。

			　これまで大人しくしていたエドガールが、険の強い顔に珍しく笑みを浮かべていた。

			　こんなふうに、彼が他人を気にするのは珍しい。それだけいまは機嫌良く、この戦いに期待しているのだろう。

			「……そうですね」

			　と、答えたところで、トラヴィスに声をかける者があった。

			「トラヴィス様。準備が整いました」

			「そうですか」

			　茂みを掻かき分けて新たに現れた伝令に、トラヴィスは歪ゆがんだ笑みを返した。

			「さて。蹂じゆう躙りんを開始しましょう」

			　宣言すると、周囲の騎士たちが剣を天に突き上げる。

			　そのなかでただひとり、ゾルターンだけが視線を伏せた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　村へと続く森の道に、意気揚々と進む騎士たちの姿があった。

			　士気は高く、ともすると、浮かれているようにさえ見える。彼らの目には、約束された勝利の果実が見えていた。

			　無論、彼らとて騎士の端くれだ。戦いには犠牲がつきものだということは承知している。

			　しかし、それがどうした。確かに犠牲は出るだろう。けれど、それが自分でなければなんでもいい。これが彼らの思考であり、同僚が何人死のうともどうでもよいことだった。

			　高度な集団戦を訓練によって身に付けてはいても、それは絆を育むことを意味していない。必要であれば、肩を並べて戦う同僚を盾にする。彼らはそういう集まりだった。

			「見えてきたな」

			　騎士のひとりが言った。

			　森の道の向こうに、村の防壁が見えた。

			「あれは……」

			　防壁の門の上に、ひとりの人影があった。

			　灰色の髪をみつあみにした少女だ。メイド服に身を包み、見み目めの麗うるわしさに不釣り合いな大型の斧を片手に持っている。

			　なにも知らなければ、なんの冗談かと思うような光景だ。けれど、騎士たちは特にそこには反応しない。それは、すでに斥せつ候こうによって知らされていた状況だったからだ。

			　騎士たちは進む。そのなかに、トラヴィスたちの姿はない。

			　騎士たちの数も、第四部隊全体から考えると、それほど多くなかった。

			　これはどういうことなのか。

			　この不可解な状況に疑問を抱いているのかいないのか、ローズは静かな目で、近付く騎士たちを待ち構えていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　村の正面に迫る騎士たちから、丁度、村を挟んで逆の位置。

			　視界を遮さえぎる枝葉を掻き分けて進む、騎士の一団があった。

			　そのひとりが口を開いた。

			「本隊のほうは、そろそろ村の入り口についた頃ですかね」

			　その顔には、はっきりと僚友を馬鹿にした笑みがある。特に『本隊』と言ったときの口調には、邪悪なものが込められていた。

			「まったく。トラヴィス隊長は性格が悪い。本隊の連中も、自分たちが囮おとりだとは、まさか思っていないでしょうね」

			　村の正面から向かう騎士の一団は、聖堂騎士団第四部隊の全軍ではなかった。トラヴィスは部隊を分けていたのである。

			　分かれて森を進む、こちらの一団は別働隊……という名の、本命の部隊だった。

			　村の正面から攻撃を仕掛ければ、真島孝弘の眷けん属ぞくたちは、それを叩くために出てこざるをえない。けれど、真島孝弘は戦闘向けの力を発現しなかった転移者だ。危険な戦場に出てくるよりは、村に残る選択をするだろう。そこを、別の経路で村に侵入することで奇襲するのが、こちらの別働隊の役目だった。

			　モンスターなど、どれだけ倒しても仕方がない。『邪悪なるモンスター使い』か、『醜しゆう悪あくなグール』の首級しるしをあげなければ意味はないのだ。それを、トラヴィスは重々承知していた。

			　勝利を確信していることと、手柄を立てられるかどうかはイコールではない。たとえば、眷属たちが敗戦濃厚となれば、恐れに駆られた真島孝弘は、村を逃げ出してしまうかもしれない。少なくとも、トラヴィスならそうする。モンスターなど捨て駒にして、さっさと村から立ち去るだろう。だから、こうした作戦を取った。

			　このあたりの事情を、別働隊の騎士たちは察している。察することのできるような者ばかりが、こちらの部隊には集められていた。

			　場合によっては、囮である『本隊』は、真島孝弘の眷属たちの総攻撃を受けて、大きな被害を出してしまうかもしれない。けれど、それでもいいのだ。別働隊に配置された彼らにとっては、そんなの関係ないのだから。

			　騎士たちは進軍を続ける。蹂じゆう躙りんされるべき弱者に向けて。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その頃、悠ゆう々ゆうと進んでいた『本隊』は、防壁にかなり近付いていた。

			　ここまで妨害はない。防壁の上には、変わらずたたずむメイド服姿の少女の姿があった。

			　指揮官を任されている騎士が指示を出した。

			「このまま進むぞ」

			　ぱっと見は人間に見えるが、あれは真島孝弘の眷属のひとりだ。それは、この場にいる騎士たちにとって既知の事実だった。なぜなら聖堂騎士団は、真島孝弘の情報を得ていたからだ。

			　聖堂騎士団第四部隊隊長のトラヴィスは、以前にセラッタでルイス＝バードと行動をともにしていたことがあった。ルイスの主であるマクローリン辺境伯は、同盟騎士団の身柄を押さえ、チリア砦とりでの駐留兵を保護した人物だ。ルイスには、チリア砦の騒動や、樹海を移動している間に知られた真島孝弘の情報が伝えられていた。

			　そのルイスから、トラヴィスは抜かりなく情報を得ていた。

			　防壁の上で彼らを待ち構える、あの眷けん属ぞくについてもそうだ。

			　名前はローズ。樹海を移動している頃は、リリィという名の別の眷属が前に出ていたため、ほとんど戦闘を行わなかったが、魔法を使った援えん護ごも行わなかったことから、近接戦闘タイプだと予想されていた。

			　警戒レベルは、さほど高くない。

			　この防壁での戦い、最も警戒すべき対象とされていたのはリリィだった。強力な第三階かい梯ていの魔法による遠距離攻撃と、村の防壁と土塁が組み合わされば、少々厄やつ介かいなことになる。

			　無論、こんな辺へん鄙ぴな村の防壁なので、いくら頑丈に作ってあるとはいえ、防壁の強度はたかが知れている。そう時間をかけずに破ることはできるだろう。だが、面倒は面倒だ。

			　こうした状況は防衛側も把は握あくしているはずで、リリィがここで出てくる目算は高い。

			　もちろん、目の前のローズとて、通常のモンスターに比べれば強力な個体ではある。しかし、真島孝弘の眷属最強のガーベラや、強力な魔法を扱うリリィに比べれば、一段も二段も劣る存在でしかない。ただの兵士ならともかくとして、聖堂騎士団クラスになれば、この人数で囲めば怖くない。数は力であり、彼らは個々の力をも兼ね備えているのだから。

			　どちらかといえば、ローズに関して怖いのは、リリィを相手にしているときに、前衛として盾になることだ。

			　だから、そういう事態にならないように、可能ならばここで殺してしまったほうがよい。

			　そういうわけで、聖堂騎士団の最大の警戒対象は、姿を見せないリリィだった。

			　歩を進める騎士たちに油断はない。リリィを警戒して、周囲に目を配っていた。

			　

			　――だからこそ、目の前の相手への対処が遅れた。

			　

			　防壁の上で魔力の気配が膨ふくれ上がる。騎士の本能が全力で警鐘を鳴らし出す。

			　目の前の敵は決して、簡単に蹂じゆう躙りんできる存在などではないのだと。

			　騎士たちが目の当たりにしたのは、防壁の上から自分たち目掛けて降り注ぐ、大量の炎の弾丸だった。

			「な……あぁあああ!?」

			　騎士たちの意識が凍り付く。

			　ありえない。

			　肌で感じるこの脅きよう威いは、世界中探しても使える者が限られる、第三階梯の大魔法。

			　いいや。それどころか、これはまさかそれ以上の――!?

			「……そっ、総員、防御――ッ！」

			　指揮官が悲鳴のような指示を出した。

			　性質は下劣とはいえ、彼らが聖堂騎士団の一員であることには変わりない。軍人として、この世界で最高クラスの教育を受けた経験が、反射的に防御の体勢を取らせた。

			　だが、それでも遅れた者が何人も出た。

			「ぎゃあぁ!?」

			「がああ!?」

			　ほとんど絨じゆう毯たん爆撃だった。信じられないほどに範囲が広い。50名を超える騎士たちの大半が、攻撃範囲に入っていた。

			　そこかしこで悲鳴があがった。防御が間に合っても、爆風に薙なぎ倒される者が続出した。

			　精神的な死角から、思いもしないかたちで強襲されて、騎士たちは乱れに乱れた。

			「そんな……っ、馬鹿な！」

			「ぐぅ、ぁあ……くそ、威力は第三階かい梯ていレベルじゃねえか……」

			「馬鹿言え！　第三階梯の威力で、この範囲を攻撃できるか！」

			「まさか第四階梯の……!?　話が違うぞ!?」

			　基本的に、魔法というのは、魔力の規模が一定ならば、威力と範囲が反比例する。

			　第四階梯の魔法を例にすると、範囲を広くすれば、威力自体は標準的な第三階梯程度の魔法と同格になる。逆に、範囲を狭めれば、威力は第三階梯の及ぶところではない。

			　いまの攻撃は、第三階梯クラスの高い威力を保持しながら、広い範囲を攻撃できていた。

			　これは勇者のみに許された領域、第四階梯の攻撃魔法ということになる。

			「ありえない！　なにかの間違いだ！」

			　痛みに呻うめき、騎士たちは驚きよう愕がくに叫んだ。

			　そんな彼らを見下ろして、ローズは小さくつぶやいた。

			「信じられない気持ちはわかりますが、威力は第三階梯レベルで合っていますよ。もっとも、第四階梯魔法ほどの柔軟性はありませんが」

			　本来の魔法であれば、威力と範囲を調節することが可能だ。

			　しかし、先程のローズの攻撃は、そうした調整ができない。

			　なぜなら、これは魔法ではなく――魔法道具を用いた攻撃だからだ。

			　魔法道具は融通が利かない。威力は一定。変えられない。

			　ただし、範囲については別だ。

			　単純な話、魔石を揃えて、同時に使えばいいのだから。

			　とはいえ、高価な魔石を大量に集めることなど、普通できることではない。

			　それも、第三階梯の魔法と同等の威力が出せる魔法道具なら尚更だ。

			　かつて高屋純が持っていた宝剣がそうだが、第三階梯魔法を再現できる魔法道具は、この世界で最高級の武具に当たる。数を揃えることなど、まずできない。

			　普通なら。

			　けれど、そんな夢物語を実現させられるものが、ローズには備わっていた。

			　魔法道具作製能力による、模造魔石の作製だ。

			　それも、揃えた模造魔石をただ使ったわけではない。

			　というより、それでは目の前の光景は生み出せない。ローズの模造魔石では、せいぜい第二階かい梯ていの魔法を再現するのがせいぜいだからだ。ゆえに、そこには工夫があった。

			「……もったいないと、思う気持ちがないでもありませんが」

			　どこか切なげな声で言って、ローズは、こんっと斧の柄つか尻じりで足元を叩いた。

			　途端に吹き上がる魔力の気配。まだ混乱から立ち直れていない騎士たちの表情が、盛大に引き攣つった。

			　ローズが昨晩からせっせと防壁の上に設置していた、多くの模造魔石が光を帯びた。

			　光は強まる。際限なく。どこまでも、どこまでも。

			　ついには、許容量を超えた魔力の行使に耐え切れずに、ひびが入った。

			　かまわず、更にローズは出力を高めた。高めて、高めて、壊れてしまうまで。

			　――発想としては、かつて加藤真ま菜なやケイに贈られた目潰しの魔石と同じだ。

			　あれは、耐久性に問題のある屑くず石いしを有効利用するために、あえて一瞬で大きな魔力を出力させる使い捨ての道具だった。

			　それでは、同じことを通常の魔石でやればどうなるか？

			　答えがこれだ。その威力は、最高クラスの魔法道具や、第三階梯魔法にも匹敵する。

			　ただし、これはあくまでも思考実験だ。宝石よりも高価な、手間暇と技術の費やされた十分に上質な魔石を一回限りで使い捨てるなんて、通常ならできることではない。

			　しかし、模造魔石を自作できるローズにとっては、話は別だった。材料はどこでも手に入る木材でよく、自分で作れるから作製にかかる費用もない。

			　もっとも、そんな彼女にとっても、これはぽんぽん使えるものではなかった。

			　模造魔石だって、作製のために手間と時間はかかっている。

			　ここで使い捨てる模造魔石を作るのにも、合算すれば３ヶ月近くかかった。それで、使えるのは３回きりだ。言い換えれば、これは１ヶ月の手間暇を一瞬で使い捨てるにも等しい。

			「しかし、ここは必要な場面です」

			　そう断じて、ローズは更に出力を高めた。

			　

			　かつて、ローズの主である真島孝弘は、親友である鐘かね木き幹みき彦ひこに頼んで、彼女の魔法道具の開発に一時期協力してもらっていたことがあった。

			　彼はその雑多な知識と発想から、様々なことをローズに話して聞かせた。

			　下らないもの、どうでもいいこと、雑談とも思えることまで。

			　そのなかに、打ち上げ花火についての話があった。

			　ときに数ヶ月もの製作期間を経て完成された花火は、燃え尽きるときは一瞬だ。

			　けれど、その一瞬で華やかに夜空を彩いろどる。

			　その在り方に、ローズは美しさと、なにより可能性を感じた。

			　ローズは自身の程度を知っている。

			　ガーベラには敵わない。リリィにも届かない。一段も二段も劣る存在でしかない。

			　モンスターは他のモンスターを食べることで魔力を増やすことができるが、人形の体には他者を捕ほ食しよくする機能が備わっていない以上、この差が縮まることは永遠にないだろう。それどころか、他の姉妹たちに置いて行かれるときがくるかもしれない。

			　けれど、積み上げた時間を一瞬で燃やし尽くせば、あるいは、自分も姉や妹に負けない輝きを放つこともできるのではないかと。

			　そんな願いを込めて、ローズはその名を口にする。

			　

			「戦装『ファイアワークス』。出し惜しみはなしです」

			　

			　無論、騎士たちも黙って見てはいない。させじと、反撃の魔法が飛んだ。

			　だが、ローズは防壁で守られている。

			　何発も魔法を喰らえば崩れるはずの防壁は、びくともしない。

			　ローズの手による補強がなされているからだ。

			　手を加えたのはこの周辺だけだが、防壁の強度はチリア砦とりでさえ敵わない。

			　騎士団の失敗は、魔法道具作製能力を持つローズに時間を与えたことだ。この防壁は、ほとんど要塞と化している。騎士の放った魔法は大半が防壁によって遮さえぎられ、残ったいくらかはローズの手によって防がれた。

			　妨害する者はなく、ついに模造魔石が砕け散る。

			　再びの爆炎が、騎士たちを蹂じゆう躙りんした。

		

	
		
			　

			09　蹂じゆう躙りん劇

			　

			「て、撤退！　撤退だ！　態勢を立て直す……っ！」

			　ローズの魔法道具によって大きな被害を出した聖堂騎士団本隊は、撤退を余儀なくされた。

			　当然、これで騎士団が戦闘不能になったわけではない。

			　ローズは現状使える最大威力の攻撃を叩き込んだが、死者、重傷者を除いても、戦える人間はまだ半数以上の30名ほど残っている。性しよう根ねはどうあれ、この世界でも最精鋭の騎士だけはあるということだ。殲せん滅めつできたら楽だったのだが、そこまでうまいことはいかないらしい。

			　とはいえ、騎士たちがこのまま闇雲に襲い掛かってくるようなことはなかった。

			　できるはずがないのだ。ローズの『ファイアワークス』が、あと何発撃てるのかを彼らは知らないし、そもそも、攻撃手段がなんなのかさえわかっていないのだから。

			　出で鼻ばなを挫くじくという意味で、ローズの攻撃はこれ以上ない成功を収めていた。

			　指揮官の指示に従い、騎士たちが撤退していく。

			　もっとも、これはあくまで一時的な撤退だ。隊列を整えたうえで、防御を固めてから、改めて攻めてくるつもりだろう。補助魔法を使えるのだから、魔法耐性を高めてくることは十分に予想できた。それに、さっき与えた傷も、ある程度は癒いやしてしまうはずだ。

			　それがわかっていても、ローズは撤退する彼らに、あえて攻撃をせずにいた。

			　虎の子の『ファイアワークス』は設置型の魔法道具なので、追い掛けて叩き込むことはできない。いまから撃とうにも、射程が長くなれば、それだけ命中率も下がってしまう。あと一発しか使えない以上、この場は温存すべきだった。

			　また、自身の消しよう耗もうのこともある。魔法道具だって、使えば魔力を消費するのだ。

			　撤退するならすればいい。ローズはそう判断していた。

			　というより、この場面、むしろ無闇に攻めかかられていたほうが、都合が悪かったくらいだった。

			　なぜなら、そうなれば、戦装『ファイアワークス』を使わざるをえない。大きな被害を与えることができていたのは確かだが、それで殲せん滅めつはできなかっただろう。そう遠くないうちに、ローズはこの場所を放棄せざるをえなくなっていたはずだった。

			　それを思えば、一時的にでも追い返すことができれば十分だった。

			　もっとも、正確に言えば……それを狙って、ローズは初手から回数制限付きの最大攻撃を二度叩き込んだわけだが。

			「いまのところ、狙い通りですね」

			　たとえ戻ってきたところで、彼らは慎重になっていることだろうし、行軍の足は鈍にぶる。それで十分。敵の殲滅は、自分の仕事ではない。というか、自分の仕事なら、こうしていることでもう果たしている。

			　無理をする必要はない。

			　撤退する騎士たちの背中を見送って、ローズはぽつりとつぶやいた。

			「それにしても、リリィ姉様も言っていましたが……」

			　慕したう姉の、悪戯いたずらっぽくも魅力的な笑顔を虚空に思い浮かべる。

			「確かに、これはいささか反則的ですね」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い雷が落ちた。

			　そんなふうにしか、感じられなかった。

			　別働隊の騎士たちが、森を進んでいる最さい中ちゆうの出来事だった。

			「ぐぎゃっ!?」

			　悲鳴をあげたのは、先程、本隊の同僚を馬鹿にしていた騎士だった。

			　周囲を歩いていた騎士たちが凍り付く。

			　巨大な白い蜘く蛛もが、彼を押し潰していたからだ。

			「な、なんで、こんなところに……!?」

			　行軍途中、突然戦列に飛び込んできた敵の姿に、騎士のひとりが驚きよう愕がくの声をあげた。

			　囮おとりの本隊を繰り出して、別のルートで村に侵入しようとしていたのが、この別働隊だった。

			　奇襲を仕掛ける側であった彼らは、攻撃を受けることなんて想定していなかった。

			　どうして自分たちのほうが襲しゆう撃げきを受けるのか。疑問と驚愕にいっぱいになった彼らの頭は、次の瞬間、別の感情に塗り潰された。

			　ゆらりと、白い蜘蛛ガーベラが、伏せていた少女の顔を持ち上げたのだ。

			　……美しい。

			　相手はおぞましいモンスターだと認識していても、騎士たちはそう感じずにいられなかった。

			　それは、人間にはありえない美の極致。下半身の蜘蛛のことさえ忘れさせてしまうような、魔的なまでの美貌だった。

			　白い蜘蛛の美しさは、戦いのなかでこそ、最大限の輝きを放つ。

			　けれど、その一方で、彼女はいまや重い病にでもかかっているようにやつれていた。

			　体を覆おおい、首元から頬ほおにかけて覗く刺青いれずみのような紫色の文様が、彼女を蝕むしばんでいるのだ。

			　そんな少女の様子は胸が痛むほどに危うげで……だからこそ、どこか退廃的で背徳的な美しさがあった。

			　ある種の人間にしてみれば、組み伏せて、痛めつけて、穢けがしてやりたいという思いを抱かせる類の艶つやだ。不幸なことに、この場にはそうした性質の者がいた。

			「樹海深部の白い蜘蛛！」

			　騎士のひとりが叫んだ。

			　その声には、残虐な悦よろこびの生み出した熱があった。

			「恐れることはない！　こいつはトラヴィス隊長の『聖眼』を受けているぞ！」

			　その事実は、第四部隊に所属する者にとって、絶対の保証に等しい。

			　どんなに強大なモンスターにも通用する聖なる呪縛によって弱らせたモンスターを、彼らはこれまで何十と倒してきた。

			　それは、伝説の白い蜘く蛛もであっても例外ではない。

			　確かに、強襲を受けたことは驚かされた。なぜここにいるのかという疑問はある。

			　だが、そんなものは殺してしまえばどうでもいいことだ。

			　嘲笑を浮かべた騎士は、自慢の剣腕を振るって――

			「え？」

			　――不用意に踏み込もうとした彼の腹を、蜘蛛の脚がぶち抜いた。

			「ごぶ……っ」

			　血の塊を吐き出して、腹を抉えぐられた騎士が剣を取り落とす。

			「な……ぁ……？」

			　彼が最期に見たのは、あたりの空間を覆い尽くすように広がった蜘蛛の糸だった。

			「うっ、わあぁあああ!?」

			　撒まき散らされた蜘蛛の糸が、騎士たちに絡み付いた。

			　すかさず、ガーベラは糸を引っ張る。強大な膂りよ力りよくもさることながら、不意を突かれたこともあって、多くの者が引き摺ずられて無様に地面を転がった。

			　もはや隊列もなにもあったものではなかった。

			　咄とつ嗟さに堪たえたものや、盾を身代わりにして糸を防いだ者も、思わぬ惨状に息を呑んだ。

			　……なんだこれは。

			　白い蜘蛛は、『聖眼』の抗えない鎖に縛られていたはずではないのか。

			　先程、突然攻撃を受けたときよりも大きな驚きよう愕がくは、その直後、これまでで最も大きな感情に塗り潰された。

			　すなわち、恐怖の色に。

			「ぐぎゃ……!?」

			　地面に転がった者をひとり踏み殺して、ガーベラがゆらりと上体を揺らした。

			「……認めよう。確かに、いまの妾わらわは弱体化しておる」

			　口にしたのは、一片の嘘うそもない事実だった。

			　本来の彼女なら、さっきの蜘蛛の糸の不意打ちで絡めとった者は、転ばせるなんてものでは済まさなかった。全員纏まとめてゴミ屑くずのように拉ひしやげさせてやったはずだ。

			　それができなかったのは、まさに弱体化の結果だった。

			　そのうえで、ガーベラは問うた。

			「しかし、それがどうした？」

			　体は重い。うまく息ができない。

			　欠伸あくびが出るほど動きは遅く、精彩を欠いている。

			　忌々しい『聖眼』は、いまもガーベラを蝕むしばみ続けている。

			　しかし、彼女は『聖眼』を喰らった直後に、己の主に告げていた。

			　自分は戦えるのだと。

			　ならば、その言葉に嘘うそはない。

			「この程度のことで妾わらわの首を取れるとは、思い上がったな、小僧ども」

			　白い髪が垂れ下がり、その隙間から血を固めたような目が騎士たちを睨にらみ付けた。

			「……ひっ」

			　騎士たちは、否応なしに思い出す。ここにいるのは、伝説に謳うたわれる白い蜘く蛛も。樹海深部で最強を誇ったモンスターなのだということを。

			「貴様らは、触れてはならんものに手を出した。それを悔やみながら、死んでいけ」

			　この程度で、白い蜘蛛を縛り付けることなど叶かなわない。

			　地面に転がった者たちを八本の蜘蛛の脚で蹂じゆう躙りんして、ガーベラは跳躍した。

			「シャァアアアア――ッ！」

			　蜘蛛脚が盾を叩き、鎧よろいを傷付け、剣を弾いて、人を吹き飛ばす。

			　敵は１００人近い聖堂騎士。正面からぶつかりあえば、さすがのガーベラでも押し負ける数と質だ。けれど、『聖眼』の呪縛を引き摺ずる悪条件にありながら、ガーベラは十分に騎士たちと渡り合えていた。

			　理由はふたつある。

			　ひとつ目の理由は、ガーベラの戦闘経験だ。

			　長い時間を樹海深部で生きてきた彼女は、非常に戦闘経験が豊富だ。その戦闘の経験値が、こうして体力、筋力、敏びん捷しよう力を奪われてなお、戦闘能力の低下を最小限のものに抑えている。特に、ガーベラが得意とするのは単独戦闘。守る者のいる戦いは得意ではないが、今回は暴れ回るのが役割だ。彼女の真価を発揮できる。

			　ふたつ目の理由は、場所の有利だった。

			「く、くそ、囲め！　囲め！」

			　木々を利用して、ガーベラはありとあらゆる角度から、騎士たちに襲い掛かる。

			　どうにかして数の有利を生かそうとする騎士たちだが、機動力に掻かき回されて、うまくいかない。彼らが得意とする弱体化の魔法も、もっと広い空間ならともかく、木々の間に見え隠れする影が相手ではうまく捕捉できない。そうなるように、ガーベラは振舞っていた。

			　ここは樹海。白い蜘蛛のホームグラウンドだ。

			　この場所での戦い方を、彼女はこの世界の誰よりも心得ている。

			　だからこそ、ガーベラはこの戦場に投入された。

			　そして、ここに投入されたのは、彼女だけではなかった。

			「ぎゃあぁあ――ッ!?」

			　完全にガーベラに気を取られていた騎士たちの一角に、風の第三階かい梯てい魔法が吹き荒れる。

			　鮮血が飛び散る戦場に、亜麻色の髪を靡なびかせて、ひとりの少女が舞い降りた。

			　その姿は可か憐れんで、それでいて禍まが々まがしい。

			「――部分擬ぎ態たい『悪魔ノ腕』」

			　少女の腕は、文字通りの悪魔の腕と化していた。

			　熊の腕が生み出す剛力によって、指の一本一本に生えたカマキリの鋭利な大鎌が振るわれると、騎士たちは数人纏まとめて骨まで断ち切られた。更に、致ち命めい傷しようを免まぬがれた者も、カマキリの大鎌の刃先から分泌される毒によって蝕むしばまれて、青い顔で膝を突いた。

			　いかにガーベラに気を取られていたとはいえ、あっという間に10名近くを殺されたことに、騎士たちは愕がく然ぜんとした。

			　しかし、それも当然。

			　ガーベラが不調のいま、真島孝弘の眷けん属ぞくで最大の戦闘力を持つのは彼女なのだから。

			「ば、馬鹿な……!?」

			　騎士団は、少女の存在を知っていた。

			　彼女の名はリリィ。真島孝弘の持つ手駒のなかで、主力の一角を担うモンスターだ。

			　その彼女が、ガーベラと一緒にこの場にいるという事実。そこから導き出されるのは――。

			「まさか『モンスター使い』は……自身最強の守りを、どちらもこんなところに!?」

			　状況を認識した騎士たちは目を剥むいた。

			「あ、ありえない！　なにを考えているんだ、真島孝弘……!?」

			　悲鳴のような声があがるのも無理はない。本来なら本隊が受け持つはずだった眷属の総攻撃を、こともあろうか、別働隊である彼らが受けることになってしまったのだから。たかをくくっていた彼らとしては、たまったものではなかった。想定していない遭そう遇ぐうだっただけに、このような不利な場所での戦いともなってしまった。

			　とはいえ、それはあくまで結果としてそうなっただけのことだ。

			　現在位置は、村からは少し距離がある。守りを固めなければいけない村から最大戦力が離れて、こんなところをうろちょろしているなんてどうかしていた。恐らくは見回りをしていたのだろうが、村の周辺地域はそれなりに広いのだ。遭遇できるかどうかは、ほぼほぼ偶然に頼るかたちになってしまうし、そもそも、トラヴィスが別働隊を編成していなければ、まったく意味がない遊兵と化してしまっていた。守りの薄くなった村の防備を、正面から本隊に打ち破られて終わりだっただろう。

			　いいや。こうして首尾よく別働隊と遭そう遇ぐうできたいまであっても、状況はそう大きく変わらない。最大戦力が離れた村は、厳しい防衛戦を強いられることになる――と、別働隊の騎士たちの考えは、こんなところだった。

			　無論、本隊と離れている彼らは、短い時間の足留めと割り切ったローズの全力の攻撃により、本隊が一時撤退に追いやられていることを知らない。

			「なぜ、こんな判断を……！」

			　混乱する彼らにはわからない。

			　彼らがありえないと思うような奇妙な判断で、真島孝弘が手駒最強のふたりを自分のもとから離したこと。

			　その眷けん属ぞくふたりと、別働隊の彼らが不幸な偶然により、不利な地形で遭遇したこと。

			　そして、本来ならリリィ、ガーベラの不在を突けるはずだった本隊が、ローズによって思わぬ足留めを喰らっていること。

			　これらすべてが偶然ならば、この世に必然などなくなってしまうだろう。

			　だから、リリィは思う。これは少し反則だなと。

			　だからといって、手を抜くことはなかったけれど。

			「こ、殺せ殺せ殺せぇえ――！」

			　騎士たちは必死の表情で叫んだ。

			　更に数名の犠牲者を出したあと、ようやくのこと、彼らは何人かで密集隊形を取ることに成功する。すぐさま、前衛と後衛とに分かれて、迎撃の態勢を整えた。

			　しかし、ガーベラとの戦いも含めて、すでに20名ほどが倒され、10名ほどが重傷や毒で戦闘不能に陥っていた。これは別働隊の３分の１の人員に当たる。

			「は、話が違うぞ……！」

			「そう思うだろうねえ」

			　戦せん慄りつする彼らにリリィは理解を示した。話が違う。そう思うのも無理はないことなのだ。

			　――最初にその事実に気付いたのは、彼女の愛しいご主人様だった。

			　彼が不審に思ったのは、トラヴィスが撤退していったシーンだった。

			　悠々と退ひいていく、その姿に違和感を覚えた。

			　あのとき、トラヴィスは50名ほどの聖堂騎士を連れていた。

			　それは、あの場面で十分な戦力とは言えなかった。ガーベラも言っていた通り、彼女とリリィのふたりなら、十分にやり合える程度のものでしかなかったのだ。

			　たとえば、森に隠れていた他の眷属たち――特に、ロビビアあたりと一緒に攻撃していれば、トラヴィスはかなりまずい状況に陥っていたに違いない。

			　実際には、他のみんなは離れた場所で隠れていたから、そのような指示は出せなかったのだが、そんなこちらの事情を、あの時点でのトラヴィスたちが知っているはずがない。

			　なのに、あれだけ平然としていたのは妙だった。

			　とすれば、考えられることは、ひとつだ。

			　彼らは本気で、あの場での自分たちの有利を疑っていなかったのだ。

			　ヘレナ相手に孝弘が口にしていたトラヴィスの『大きな勘違い』とは、このことだった。

			　考えてみれば、おかしなことではない。

			　確かにトラヴィスたちは、真島孝弘の情報を得ていた。しかし、それは完かん璧ぺきなものではなかった。たとえば、最近になって眷けん属ぞくに加わったロビビアの存在などは知るはずもないのだ。実際、トラヴィスはあの村に真島孝弘が現れるとは想定していなかった口振りでもあり、このことからも、最新の情報を得ていなかったことがうかがえた。

			　よって、現時点での孝弘がロビビアという戦力を温存しており、そのためにリリィたちを動かせるとは予想できなかった。

			　また、リリィが伝説の白い蜘く蛛もに近いレベルに達しているなんてことも知らなかった。

			　加えて、ガーベラがまだ戦えたというイレギュラーも生じている。

			「ぎゃっ!?」

			　悲鳴があがる。『悪魔ノ腕』とは逆の手に握った槍やりに突かれて、またひとりの騎士が倒れた。

			　この攻撃の隙を逃すまいと、後衛の騎士は第二階梯の風の弾丸を撃ち込む。

			　しかし、それは『悪魔ノ腕』の掌てのひらにある乱らん杭ぐい歯ばの口に吸い込まれて消えた。

			「残念でした」

			　にこりと、リリィは微ほほ笑えみかける。

			「どうするの？　このままじゃ、全滅しちゃうよ？」

			　容姿がなまじ可愛かわいらしいだけに、それは悪夢の光景とも見えたのだろう。

			「ぁ、ああああ！　正面の女だ！　あいつを狙え！」

			　悲鳴のような声があがった。

			「身体能力を奪う！　一気に行くぞ！」

			　指示を出した騎士の判断は、恐怖に駆られていた割に的確だった。

			　このままでは、じり貧だ。戦力は少しずつ削られている。

			　特に凶悪なのが、リリィの『悪魔ノ腕』だった。

			　仲間の補助魔法で強化した騎士の腕力でさえ敵わない、見た通りに熊のような腕力。爪はあまりにも鋭利で、防げなければ真っ二つにされてしまう。かといって、防いだところで盾には深々と切り込みが入り、鎧よろいに当たれば肉まで届き、肉まで届けば毒が回る。

			　囲んで叩こうにも、ただでさえ戦いづらい森にいるうえ、ガーベラが邪魔をする。

			　リリィの言う通り、このままでは先がない。

			　ならば、どうするか。

			　こんなふうに一方的に攻撃を受けているのは、相手がふたりだからだ。

			　相手がひとりだけなら、十分に戦える。

			　そのように、指揮官は判断したのだった。

			　木から木に飛び回っているガーベラと違い、さいわい、リリィは正面で戦っている。

			　どうやら魔法攻撃は、掌てのひらにあいた不気味な口に食べられてしまうようだが、弱体化の補助魔法ならそうはいかない。

			　そのはずだったのだ。

			「な、なんで、弱体化が効かな……ぐげ!?」

			　疑問を口にした騎士の喉のどを、黒色の槍やりの穂先が抉えぐった。

			　弱体化の魔法を喰らいながら、リリィの動きに淀よどみはない。どういうわけか『悪魔ノ腕』を解除して、槍一本で戦い始めたものの、動きそのものは俊敏だった。

			　対象の魔法抵抗力を貫通するトラヴィスの『聖眼』ほどの凶悪さはないにせよ、身体能力弱体化の重ねがけは、それに匹敵するほどの効力を発揮する魔法だ。

			　それが効かないとなれば――

			「――そうか、相性！」

			　騎士のひとりが状況に気付いた。

			　弱体化魔法に限らずだが、魔法というのは常に効果を発揮するものではない。１００種類のモンスターがいたら、そのすべてに効果的な魔法など存在しないのだ。

			　たとえば、アンデッド・モンスターに効力を発揮する聖なる光などがわかりやすいだろう。あれは、通常のモンスターには意味がないものだ。身体能力弱体化の魔法もまた、無機物系統などの一部のモンスターには効果がない。

			「別だ！　別の魔法にしろ！」

			　場合によっては、それこそ、ほとんどすべての弱体化魔法を弾くモンスターもいるが、さいわい、リリィの正体はスライム。その条件には該当しない。

			　だったら、効果のある魔法もあるはずだと、騎士たちは考えたのだった。

			「……さすが、対応が早い」

			　相性の問題だと即座に見抜いたのは、さすがだとリリィは思う。

			　ただ、だからといって焦りはしなかった。騎士の考え自体は決して間違っていなかったが、その一方で、いささか本質を外してもいたからだ。

			　彼らはもう少し考えるべきだったのだ。

			　なにが、なにと、相性が悪かったのか。

			　リリィとの相性が悪かったのは、身体能力弱体化の魔法――ではなかった。

			　聖堂騎士団が得意とする集団戦術。高度に構築された戦い方そのものが、リリィを天敵としていたのだということに気付かないまま――

			「――喰らえ！」

			　一斉に放たれたのは、火属性の弱体化魔法だった。これは、ラファ村での群青兎討とう伐ばつ作戦の際に、リアが紅玉熊相手に使っていた水属性の弱体化魔法と同じ類のものだ。

			　生き物であれば、大抵の場合は火で負傷する。通常の攻撃魔法に比べれば、嫌がらせのような威力しかないが、それも数が揃えば話は別だ。

			　騎士たちの正面で、踊るように戦っていた少女の体に、何重にも炎が巻き付こうとする。

			「……え？」

			　丁度、前衛で戦っていた騎士は、その瞬間、不思議なものを見た。

			　耳だ。

			　少女の亜麻色の髪を掻かき分けるようにして、頭に動物の耳が生えていた。

			　丸っこい、熊の耳だろうか。とても可愛かわいらしい耳だった。

			　戦いの極度の緊張が脳味噌を狂わせたのかと、彼は思った。

			　けれど、その幻覚は消えることなく、少女の口元が動いた。

			　

			　――あ・り・が・と・お。

			　

			「……うあっ!?」

			　悲鳴が漏れる。いまの少女の可か憐れんな笑顔には、ぞっと背筋を凍らせるものがあったのだ。
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			　けれど、なにか対応する時間は与えられなかった。

			　次の瞬間、リリィを中心として、地面が激しく燃え上がったからだ。

			「ああああああ!?」

			　弱体化魔法の相性について気を付けるべき点を話すのなら、効果がないよりも、もっと恐ろしいことがある。

			　それは、結果として相手を強化させてしまうことだ。

			　たとえば、火を操るモンスターに火属性の弱体化魔法をかけてしまえば、どうなるか。火勢は強まり、敵に利することにもなりかねないだろう。

			　丁度、現在のリリィのようにだ。

			「駄目だよー、紅玉熊に火魔法なんか使ったら」

			　リリィの全身から、炎が零こぼれ出していた。

			　ここアケル西部で、最も厄やつ介かいなモンスターとして知られる紅玉熊の固有能力、全身から炎を噴き出して周囲を焼く能力だった。ミミック・スライムであるリリィの擬ぎ態たいによって再現されたその能力は、敵である聖堂騎士団渾身の補助魔法によって著しく強化されていた。

			　リリィの言う通り、騎士たちは火魔法なんて絶対に使ってはならなかったのだ。

			　けれど、だからといって、別の魔法ならよかったのかといえば、そうではない。

			　風なら風の、水なら水の、地なら地の。

			　対応するモンスターの力を、リリィは再現することができるのだから。

			　あらゆるモンスターに通用する弱体化の魔法がない以上、数多あまたのモンスターの性質を擬ぎ態たいするリリィには、絶対に弱体化魔法は通じない。聖堂騎士団の戦術にとって、リリィの存在はまさに鬼門だ。彼らの手札のなかで、リリィに通用するものをあえて挙げるなら、対象を選ばないトラヴィスの『聖眼』くらいのものだろう。

			　ガソリンでもぶちまけたかのように燃え盛る炎に炙あぶられて、騎士たちが悲鳴を上げて右往左往する。こんな状況でまともに戦えるはずもない。黒槍やりが翻ひるがえるたびに、炎にまかれた騎士たちは、ばたばたと倒れていく。ガーベラもまた、積極的に攻勢に出た。

			　炎が収まった頃には、１００名近くいたはずの騎士たちは、残り40名ほどに減っていた。

			　それも、全員が多かれ少なかれ火傷を負っていた。

			　そこに『悪魔ノ腕』が振り払われ、蜘く蛛も脚が叩き込まれる。

			　絶対の戦術を破られ、数を減らされ、士気はボロボロ。

			　それでも、リリィとガーベラが手を抜くことはない。ここで速やかに聖堂騎士団の別働隊を壊滅状態に陥らせることが、彼女たちに託された役割だったからだ。

			　というのも、村の出入口を守っているローズが、自分には敵を全滅させることはできないとわかっていながら、短時間の足留めができれば十分だと判断していたのは、別働隊を殲せん滅めつしたリリィとガーベラが戻ってくる手て筈はずになっていたからだった。

			　この作戦を成功させるためには、ローズが稼げる限られた時間のうちに、別働隊を殲せん滅めつする必要があった。だからこそ、ここにリリィとガーベラという最大戦力が投入されたのである。

			　綱渡りのような作戦だが、現状、うまく進んでいた。

			　傍はたから見れば、幸運の賜たま物ものとも思えただろう。しかし、実のところ、これはただの幸運によるものではなかった。

			「やっぱり、これは反則的だよねえ」

			　苦笑して、リリィは愛しい彼を想った。

			「ね、ご主人様」

		

	
		
			　

			10　ほしかった言葉　～シラン視点～

			　

			「……偵察ですか？」

			　わたしが尋ねると、ベッド脇の椅子に座った真菜殿は頷うなずいた。

			「はい。今朝から、先輩とリリィさんが向かっていました」

			「リリィ殿はともかく、孝弘殿まで斥せつ候こうを務めたのですか？　それは少し、危険なように思えますが」

			「そうでもありません。確かに、ノー・リスクというわけにはいきませんけど、真島先輩には広域の認識能力がありますし、リリィさんは狼の嗅覚を擬ぎ態たいできます。このふたりが森に隠れているのを、先に見付け出して攻撃するのは困難です。また、見付かったところで、リリィさんは足が速いですから、逃げることはそう難しくありません」

			「……そう言われてみれば」

			　簡単には見付からず、たとえ見付かっても、捕まえられる前に逃げる足がある。斥候としての能力は十分だ……というより、かなり凶悪な組み合わせと言えるだろう。

			「さいわい、聖堂騎士団の警戒は、それほど厳重ではなかったみたいですしね」

			「彼らは完全に攻める側のつもりだったでしょうから、そのあたりが多少疎おろそかになるのも無理なかったのでしょうね。というより、そこまで織り込み済みで偵察に出たのでしょう？」

			「はい。もっとも、警戒をしていたところで、あのふたりの接近に気付くのが難しいことに変わりありませんけどね」

			　言いながら、真菜殿はわたしの傍で浮いている精霊に目をやった。

			「余程の相手……たとえば、精霊使いでもいれば話は別だったでしょうが、まさかトラヴィスの配下にいるはずありませんし」

			「それはそうですね」

			「特に、先輩の得た『霧きり』の魔法のことは、騎士団には知られていないはずです。霧がかかっていたところで、それがなにを意味するのか理解することはできません。そもそも、いつでも薄暗い樹海のなかで、限界ぎりぎりまで薄めた霧がかかっていたところで、それに気付くことさえできないでしょう」

			「……この作戦、発案者は真菜殿ですか？」

			「そうですけど、よくわかりましたね」

			「それはまあ」

			　隙がなさ過ぎる。

			　孝弘殿たちの能力あってのことではあるが、その利点を最大限に生かした作戦だった。

			　よくよく見れば、真菜殿の顔には隠しきれない疲労があった。座っている上体が、たまに少しふらついている。恐らくだが、昨日から寝ていないのだろう。自分自身は戦いでは役に立てないから寝ずにいても問題ないと割り切って、村のみんなを救助して駆け回ったあとも、一晩中、対策を練っていたに違いない。その結果が、この作戦なのだった。

			「先輩の魔法『霧きりの仮宿』は、効果範囲内の状況を把は握あくできます。リリィさんの五感は、嗅覚以外も野生動物のものを凌しのぎます。部隊の位置も、指揮官の指示も、絶対に見つからないような遠方から、すべて見えるし聞こえる状況でした」

			「作戦行動が筒抜けではありませんか」

			　これは酷ひどい。

			　相手がトラヴィスでなければ、同情してしまうくらいだった。

			　そもそも、トラヴィスは孝弘殿たちの力量を見誤っていた。

			　わたしの目から見て、聖堂騎士団と孝弘殿たちの間に、さほど明瞭な戦力差は存在しない。正面からぶつかり合えば、お互いに大きな被害を出したことだろう。

			　しかし、聖堂騎士団は孝弘殿たちを逃がさないために、戦力をふたつに分けた。その作戦自体は、決して的外れというわけではない。孝弘殿が村でただ待ち構えていただけだったなら、優位に戦いを進めることが可能だったかもしれない。

			　けれど、事前にトラヴィスの作戦を知っていた孝弘殿は、それを逆手に取った。この時点で、両者には明確な優劣の差ができている。

			「そういうわけですから、シランさんは安心して寝ていてください」

			「……わかりました」

			　言い聞かせるような真菜殿の言葉に、わたしは頷うなずいた。

			　彼女がこの部屋にいるのは、わたしの様子を見るためだった。現在は席を外しているが、先程まではケイもいた。おおかた、孝弘殿が手を回したのだろう。

			「心配せずとも、わたしは無理に戦いに出たりはいたしませんよ」

			「そうですか。それならいいんですけど」

			　澄まし顔で返す真菜殿から、わたしは視線を外した。

			　ふと、壁面に立てかけてある剣に視線が吸い寄せられた。

			　わたしの剣だった。

			　真菜殿に頼み込んで、これだけは目の届くところに持ってきてもらったのだ。

			　剣はわたしの一部のようなもので、これがないと落ち着かない。

			　騎士としてのわたしが死んだ以上、この剣も死んだも同然だけれど、だとしても自分の一部であることには変わりない。腕が動かなくなったからと言って、切り落とすような人間はそうそういないだろう。それと同じことだった。

			「……てっきり、断られるかと思っていましたが」

			「え？　ああ、剣を持ってきてほしいって話のことですか？」

			　真菜殿は苦笑を零こぼした。

			「先輩に知られたら、怒られちゃうかもしれませんけど……まあ、大丈夫でしょう。いまのシランさんを見る限り、無茶をするとは思えませんので」

			　わたしが暴走するようなことはないと、真菜殿は判断しているらしい。

			　どこかに確信を宿した口調で言って、彼女は視線を壁の剣に向けた。

			　思案げに、その目が細められる。

			「ただ、『いまのシラン』さんでなければ、どうかはわかりませんけれど」

			　ぽつりと、付け加えるような言葉が耳に届いた。

			「そのときこそ、あの剣は必要になるんじゃないかって思ったりしているんですけどね」

			「それは、どういう……？」

			「さあ。どうなんでしょうね。わたしには騎士というものがよくわかりませんから」

			　戸惑う私に、真菜殿はかぶりを振ってみせた。

			「ただ、そんな気がするというだけの話です」

			　返ってきた理由は、わたしには理解できないものだった。

			　というより、真菜殿自体にもよくわかってもいないのかもしれない。理屈ではなくて、みんなのことをよく見ている真菜殿の感性から出た言葉であるように感じられた。

			「もちろん、向こう見ずに戦いに向かうというのなら、そのときはとめますけどね」

			「……わかっております」

			　素直に頷うなずいて、わたしは目を閉じた。

			　先程、真菜殿にも言ったことだが、孝弘殿の言いつけを破って、無理に戦いに出るつもりはなかった。

			　孝弘殿は言ってくれた。

			　戦う力を失ったわたしはただの女の子で、もう戦う必要はないのだと。

			　幸運なこと、なのだと思う。

			　騎士の行き着く先は、大抵の場合、悲惨な死だ。

			　もちろん、なかにはディオスピロの街にいるアドルフのように、騎士として死んだあと、別の人生を送る者はいないでもない。だが、そうした例は珍しい。

			　わたしの目の前で、兄は死んだ。何十人もの仲間たちが命を落としていくのを、目の当たりにしてきた。だから、自分も同じような末路を辿るのだろうと思っていた。

			　そして、実際に、そうなった。

			　本性を現した十文字達也にわたしは立ち向かい、腕を切り落とされ、片方の目を潰されて、腹を裂かれて、最後には心臓を穿うがたれた。

			　ずっとずっと、わたしは命懸けで戦ってきた。厳しい鍛たん錬れんに歯を喰いしばり、過酷な戦場で痛みに堪たえ、肩を並べて戦った仲間の死に涙して、それでも守りたいものがあるのだと剣を振るって、最後は無残に殺された。

			　けれど、孝弘殿のお陰で、思いがけずにその先を与えられた。

			　ひとりの女の子としての余生を得ることのできたわたしは、きっと幸せなのだろう。

			　けれど……。

			「……」

			　わたしは、目を開けた。

			　自然と、視線は壁に立てかけられた剣に吸い寄せられていた。

			　脳裏には、今朝の孝弘殿との会話があった。

			　――どうして孝弘殿は、そうまでしてくれるのですか。

			　――わたしが犠牲になれば、孝弘殿の危険は少なくなります。なのに、どうして？

			　馬鹿なことを聞いたものだと思う。

			　信頼できる仲間だから。孝弘殿は仲間を見捨てられるような人ではないから。

			　だから、孝弘殿はわたしが捨て石になるのをよしとはしなかった。

			　そんな当たり前のこと、わざわざ訊きくようなことではなかった。

			　本当に、馬鹿だ。

			　……けれど、こうも思うのだった。

			　訊くまでもないようなことをわざわざ尋ねたということは、わたしはもっと別の言葉が聞きたかったのではないだろうかと。

			　だとすれば、わたしはあのとき、本当はどんな言葉を期待していたのだろうか？

			　壁に立てかけられた剣を眺めていると、そんな取り留めのない思いが膨ふくらんでいって……。

			「――ッ!?」

			　物思いに耽ふけっていたわたしの視界で、精霊がびくりと動いた。

			「これは……!?」

			　精霊の索敵能力に、悪意ある何者かが引っ掛かったのだ。

			　真菜殿が尋ねてくる。

			「……敵ですか？」

			「はい。しかも、非常に近いです」

			　ほとんど魔力を与える余裕がないため、現在、わたしの精霊による索敵範囲は狭い。

			　これで引っ掛かったということは、恐らく敵は村のなかに入り込んでいる。

			「しかし、この村は現在、広域をリア伯母様の精霊探知で囲っているはずです。こんなところまで攻め込まれているというのは、どういう……？」

			「なにか不測の事態が起こったようですね」

			　真菜殿が表情を引き締めた。

			「こちらの思い通りとはいきませんか」

			　わたしに気を遣っているのか、落ち着き払った声色だった。

			　かっちりと揃えられた膝の上で握り締められた拳だけが、少女の内心を表していた。

			「大丈夫です。これは戦いなんですから、不測の事態はありうることです。だから、そのくらいは予想して、真島先輩は対策を取ってあります」

			　不安がないわけではない。

			　それでも少女は、少年を信じていた。

			「ここが正念場です。……無事に帰ってきてくださいね、先輩」

		

	
		
			　

			11　村落での攻防

			　

			　いつの間にか、村には異物が侵入していた。

			　聖堂騎士団、第四部隊が20名。率いるのは、『聖眼』のトラヴィス＝モーティマー。隊長直卒の精鋭中の精鋭だった。

			　トラヴィスはエルフの村の襲しゆう撃げきに際して、精霊による索敵が行われる可能性を認識していた。別働隊を編成する一方で、彼らの不意打ちが利かない可能性も考えていたのだった。

			　だから、精霊の索敵網を掻かい潜くぐる手段も準備していた。それを可能とする力が、転移者の末まつ裔えいたる彼らにはあったのだ。

			　そうして乗り込んだのが、隊長であるトラヴィス自身が率いるこの一団だ。本隊でも、別働隊でもない、彼らこそが本当の意味での本命だった。

			　しかし、そんな彼らはいま、戸惑いのなかにあった。

			「……おかしくはありませんか」

			　村に侵入して数分、騎士のひとりが声をあげた。

			「予定では、そろそろ別働隊が村に雪崩なだれ込んでいる手筈でしたが……」

			　周囲に人の姿はない。同僚たちの姿どころか、村人たちもいない。あたりに薄らと霧きりがかかっているせいもあって、人気のない村は少し不気味な雰囲気さえあった。

			「おおかた、襲しゆう撃げきに気付かれて、村に入ろうとしたところで足留めを喰らったのでしょう」

			　トラヴィスが答えた。

			　落ち着いた口調ではあったが、目尻がたまにぴくりと震えていた。

			「そういう可能性も考えていたからこその、この作戦でした。正面から防がれて、不意打ちも防がれて……護衛のモンスターがほとんど出払ったところを見計らって、わたしたちが刺す。今頃、別働隊は村に入るために必死に戦ってるところでしょう」

			　ここまでは予定通りなのだと、トラヴィスはうそぶいてみせる。

			　しかし、今度はまた別の騎士が口を開いた。

			「それにしては、戦いの喧けん騒そうが聞こえませんが」

			　トラヴィスの奥歯が音を立てた。

			「それでは、なんですか。別働隊は村を襲撃して阻まれたわけではなく、その前段階、森のなかで戦いになったと？」

			　優美なトラヴィスの顔に、はっきりと苛立ちが浮かんだ。

			「それが正しいとすれば、真島孝弘は村を攻撃される前に、別働隊の存在に気付いていたということになります。情報でも漏れていたというのですか」

			「……あるいは」

			　自分たちの隊長の残虐さを知っている部下は、言葉短く答えた。下手なことを言って、八つ当たりをされては堪たまらない。

			　トラヴィスはちっと小さく舌打ちをした。

			「そうすると、別働隊は逆に森のなかで襲撃を受けている可能性すらありますね。森のなかで奇襲を受けて、足留めを喰らっているとしたら、ますます到着は遅れるでしょう」

			　トラヴィスは決して、無能というわけではない。

			　この状況を見れば、自分の計略がうまく働いていないことくらい理解できた。

			　……実際には、足留めを喰らっているどころか全滅寸前なのだが、そこまではさすがに想像できるはずもない。

			「まったく、使えませんね」

			「どうしますか」

			「予定は変わりません。ここまで来れば、もはや彼らは必要ない。わたしたちで真島孝弘を殺します。それで終わりです」

			　彼らが足留めを喰らっているなら、敵戦力のほとんどが出払っていると考えていい。

			　ならば、現状の戦力でも十分に真島孝弘を殺すことは可能だとトラヴィスは判断した。

			　多少の計算違いはあっても、計画の遂行に問題は生じない。最終目標である真島孝弘の首さえ取れば、どれだけの犠牲を払おうとかまわないのだ。あるいは、この冷徹さこそが、トラヴィス最大の武器だったかもしれない。

			「……ありましたね」

			　立地などの条件から、真島孝弘が立てこもっていると目もくされる建物を、騎士団はいくつか絞り込んでいた。

			　そのひとつに、トラヴィスに率いられた一団は忍び寄った。

			　この場所が当たりだと確信したのは、明らかにその家屋が手を加えられていたからだった。

			　これみよがしに、黒色の金属板のようなもので、家屋の壁に補強がなされている。魔法で吹き飛ばすことは難しそうだと、トラヴィスは判断した。

			　たった一晩で、よくここまで防備を固めたものだが、この場所を守る者はほとんどいないはずだ。あとは、ここに真島孝弘がいるかどうかだが……。

			「あ」

			　騎士のひとりが声をあげた。

			「いま、窓のところに少年の姿が見えました」

			　トラヴィスも見てみると、確かに窓が開いていた。

			「確かですか」

			「はい。黒髪の少年でした」

			「ふむ。真島孝弘と見て、間違いないでしょうね」

			　優男風の顔立ちに、トラヴィスは歪ゆがんだ笑みを浮かべた。

			「……突入の準備を。ひとり残らず皆殺しです」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ぱちぱちと火の粉が舞い上がる。

			　ゾルターンは、冷めた目で燃えあがる建物を眺めていた。

			　ここでは、どのような営みが行われていたのだろうか。そんなことをちらりと思って、あまりの不毛さに吐き気がした。

			「……次に行きましょう」

			「おう」

			　答えたのは、エドガールだった。ふたりは火のついた家から足早に離れる。

			　彼らはトラヴィスと一緒に村に突入したが、一時的に彼のもとを離れていた。

			　下された命令は、村のなかに伏兵がいないかどうかを調べ、場合によっては足留めをし、そのついでに村の家屋に火を放つことだった。

			　村に侵入した以上、すでに自分たちの存在は知られている。ならば、隠れる必要もない。

			　守るべき村から火が上がれば敵は動揺するし、逆に、攻め手である本隊や別働隊の士気を上げることができる。作戦行動の有効性については、ゾルターンも認めるところだった。

			　ただ、その作戦を実行する自分に、エドガールがついてきたことは意外だった。

			「どうしてトラヴィス隊長と一緒に行かなかったのですか」

			「あん？　別に。勘かんだよ」

			「勘？」

			　ゾルターンとエドガールの付き合いはそれなりに長い。

			　だが、彼の言葉には首を傾げることがたまにあった。

			「こっちについて行ったほうが面白い気がした。それだけだ」

			　要は、戦闘の臭いを感じ取ったということらしい。血に飢うえた狼が人の姿を取ったら、こんな顔をするのではないかというような恐ろしい笑顔をエドガールは浮かべていた。

			　前回のように、彼ふうに言えば萎える虐殺のあととは違う。本物の殺し合いを前に、『戦鬼』エドガールは昂たかぶっていた。

			　トラヴィスでさえ、この状態の彼を御ぎよすのは難しい。普通の団員たちは近付きさえしない。付き合いの長いゾルターンだけは、特になんの感慨もなく、彼と肩を並べて走っていた。

			「それに、おれ以外にお前と行動できる奴はいねえだろ」

			「……それもそうですね」

			　すぐに合流するとはいえ、有用な部下に単独行動をさせるほどトラヴィスは迂う闊かつではない。

			　しかし、残念ながら、先祖から受け継いだ『心を読む能力』のため、隊のなかにも『見通す瞳ひとみ』のゾルターンを避ける者は多い。後ろ暗いところのある彼らは、ゾルターンの存在を忌き避ひする傾向が特に強かった。

			　しかし、エドガールは違う。彼には戦いしかないからだ。それを隠すつもりもなかった。

			「静かですね。予定では、別働隊が侵入を試みている頃ですが」

			　移動しつつ、ゾルターンはつぶやいた。

			　トラヴィスと同様に、彼らも別働隊がこの場に現れていないことを不審に思っていた。

			　むしろ村を歩き回っている彼らのほうが、状況を正確に把は握あくしていたかもしれない。

			「それだけじゃねえ。気付いてるか。本隊が攻撃を仕掛けてるはずの村の入り口側からも、争いの気配が感じられねえ。そっちでも、なにかあったんじゃねえか」

			　ここからは防壁と家々に邪魔されて見えないが、戦いになっていれば、その喧けん噪そうが聞こえてもおかしくない距離だ。逆に、戦いになっていないのなら、とっくに村に侵入して、ここまで来ていなければおかしい。そのどちらでもないというのは不可解だった。

			「少し嫌な予感がしますね……」

			「おれとしちゃあ、少しは歯ごたえがあるってのは楽しみだがね」

			「……だから嫌なんですよ」

			　ゾルターンは本気の声で言った。

			　これに、エドガールはほんのわずかに不審そうな顔になった。

			「珍しいな。お前がそこまで嫌がるなんてよ」

			　エドガールの知るゾルターンは、なにもかもに倦うみ疲れたような男だった。

			　人生になんの楽しみもなく、任務をただ淡々とこなすだけ。モンスターを倒して感謝を受けるときも、トラヴィスの命令に従って悪事に手を染めるときも、等しく感情を動かすことはない。そんな男が、この戦いには感情を覗かせている。その事実がエドガールの気を引いた。

			「どうかしたのかよ」

			「わたしは……」

			　言いかけたゾルターンが、そのとき、不意に口を噤つぐんだ。

			　なにかに気付いたように、眉が顰ひそめられる。

			「これは……なぜ？」

			　困惑した声をあげたゾルターンの目は、一軒の家屋に向けられていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　多少の想定外がありつつも、作戦は順調に進んでいる。それがトラヴィスの認識だった。

			　だから、彼が不審を抱いたのは、部下を家屋に突入させたその瞬間だった。

			　真島孝弘は村人たちを一箇所に纏まとめて、守りを固めている可能性が高いものと、トラヴィスは考えていた。だとすれば、突入のタイミングで反撃に出るだろうとも予想していた。

			　しかし、予想された反撃はなく、部下たちはあっさりと屋内に侵入した。

			　いったい、どういうことかと、トラヴィスは考え――ばっと振り返った。

			「あ、くそ。気付かれたか」

			　そこに、悪態をつく赤毛の少女がいた。

			　どうやら別の建物の陰にでも隠れて、こちらの様子をうかがっていたらしい。

			　飛び出してきたところを、トラヴィスに見付かったのだ。

			　まだ屋内に侵入していない他の騎士たちも、それで彼女の存在に気付いた。

			「お前は……」

			　村の住人だろうかと思ったトラヴィスだが、すぐにそうではないことに気付いた。

			　耳が短い。少女はエルフではなかった。

			　とすれば、その正体は……いや待て。その前に、どうして彼女は飛び出してきた？

			「まあいっか。この距離なら十分だ」

			　独り言をこぼす少女に、武装した騎士たちを恐れる様子はない。

			「孝弘の敵なら、おれの敵だ。お前ら、覚悟しろ」

			　剣けん呑のんな口調で宣言して、少女――ロビビアの手が、着ている服をとめる腰帯を掴んだ。
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			　しゅるりと帯が解かれて、一重の衣服の前が緩む。

			　袖から腕を抜いて、ロビビアは敵を見据えた。ただでさえ悪い目つきは敵を前にして凶悪なものになり――その瞳孔が、トカゲに似た異形のものに変わった。

			「全員、かまえなさい！」

			　家屋の外にまだ残っていた騎士たちが、指示に従って盾をかまえた。

			　警戒する彼らの前で、小柄な少女の体が膨ふくれ上がり、単衣ひとえの服が舞い上がる。

			　肌には鱗うろこが浮き出し、甲殻が身を覆おおい、皮膜の破れた翼が広がった。

			「グルゥァアアアァアッ！」

			　地を震わせる咆ほう哮こうが、牙きばの並んだ口から迸ほとばしる。

			「ドッ、ドラゴン!?」

			　鎧よろい姿の男たちを、高いところにある竜の瞳ひとみが睨にらみ付けた。

			「ひ、人に化けてやがったのか……!?」

			　騎士たちの動揺は、なにも少女がドラゴンに化けたことばかりではない。

			　ドラゴンというモンスターそのものに問題があった。

			　ドラゴンはこの世界で最強クラスのモンスターとされるが、それにはいくつか理由がある。

			　そのひとつが、魔法耐性だ。

			　ほとんどすべての魔法に対して高い耐性を持つことが知られるモンスターがこの世界には何種類か存在するが、そのなかで最も有名なのがドラゴンなのだ。リリィほど致命的ではないが、聖堂騎士団にとってはやりづらい相手であることは間違いない。

			　最後の防衛線にロビビアが配置されていたことには、それなりの意味があったのだ。

			「グルゥ……」

			　この場は、慕したう少年に託された戦場だ。素直ではない少女は、口ではあれこれ素っ気ないことを言ってしまっていたが、心のなかでは喜びと戦意の炎を燃やしていた。

			　その熱量が、現実のものとして口こう腔こうから溢あふれ出した。

			「グラァアァアア！」

			　驚きよう愕がくの叫びを咆ほう哮こうで掻かき消して、ロビビアが炎を吐き出した。

			　騎士たちは即座に盾を体の前にかざして、これを防御する。

			「ぐぅうう……！　堪こらえなさい！」

			　さすがに、対応が早い。しかし、この程度は予想の範疇だった。

			「ガァアアア！」

			　足をとめた騎士たちへと、ロビビアが突進した。

			　これにも対応しようと騎士たちは身構える。

			　後衛が身体能力強化の魔法を使い、前衛が剣を握り――

			「なっ!?」

			　――次の瞬間、その場の全員の視界を深い霧きりが覆おおい尽くした。

			　もはやこれは煙幕に近い。攻撃のタイミングを見失って、騎士たちは呆然とした。

			　対するロビビアは迷わない。これは手筈通りの状況だったからだ。

			　また、相手の正確な位置がわからなくなったのはロビビアも同じだったが、彼女の場合、それでもさして困らない。質量と速度は、ただそれだけでも武器なのだから。

			「ごはっ!?」

			　身を低く落としての、体当たり。

			　まともに喰らった３人の騎士たちが、展開された霧きりを突き抜けて宙を舞った。

			　アケル北域で『大地の怒り』の名で知られる森の主、甲こう殻かく竜りゆうマルヴィナの末の娘は、母親譲りの硬く分厚い甲殻に身を守られている。そんなものに、無防備なまま激突されたのだから、ひとたまりもない。金属の鎧よろいが拉ひしやげて、骨が砕けて肉が潰れた。

			「くっ、面倒な真似を！」

			　そうした状況のなか、トラヴィスは無事でいた。

			　彼は『聖眼』という強力な固有能力を先祖から受け継いでいるが、それ以外の面においても、第四部隊で屈指の戦闘力を有している。突進してくるドラゴンの進行方向から飛び退き、霧のなかから最初に飛び出していたのだった。

			「ですが、まだ！　まだこれからです！」

			　怜れい悧りな頭脳、優れた戦闘能力、切り札の『聖眼』の力。間違いなく聖堂騎士団でもトップクラスのエリートである彼は、この状況を冷静に判断できていた。

			　確かに、ドラゴンの力は驚異的だ。正体不明の霧の補助には不意を突かれた。

			　しかし、いまだにこちらが圧倒的に有利だ。

			　やられたのはまだ３名。残りは自分も含めて15名。その全員が、聖堂騎士団でも上位の実力の持ち主だ。家屋に突入した騎士たちを呼び戻せば、こちらの有利は揺るがない。

			　……と、考えたトラヴィスは、次の瞬間、目を見開いた。

			「ガアァア！」

			　ロビビアが巨体の生み出す勢いそのままに、トラヴィスたちが背にしていた家屋に突っ込んでいったからだ。

			　家屋は半分ほどしか霧に包まれておらず、その光景はよく見えた。

			「なぁああ!?」

			　優美な外見に似合いもしない驚きよう愕がくの声が、トラヴィスの喉のどから飛び出した。

			　黒い金属板のようなもので要塞化されていると思われた家屋が、ロビビアの体当たりの一発で、いとも容易たやすく崩れ落ちたからだ。

			　それは、まるでそうなることがあらかじめ定められていたかの如く。

			　突入したトラヴィスの部下を閉じ込めたまま、綺き麗れいにぐしゃりと潰れた。

			　家屋の倒壊に巻き込まれたのだ。さすがの精鋭も大怪け我がを免れない状況だった。下手をすれば、死者さえ出ているかもしれない。ましてや、すぐに飛び出してくることなどできようはずもなかった。

			「馬鹿な……っ！」

			　トラヴィスはもう、体面を保つこともできずに叫んだ。

			　あの建物のなかには、真島孝弘がいたはずだ。それは、部下のひとりが確認した。

			　自分の予想が正しければ、村人たちもいるはずだ。

			　それなのに、ドラゴンは家屋を破壊した。

			　ならば、事故か。勢いがつき過ぎて、停まり切れなかったのか。

			　いいや違う。

			　それが証拠に、突進から体勢を整えたロビビアは、大きく息を吸っていた。炎の吐と息いきを吹き付ける予備動作――。

			「待……っ！」

			　さすがのトラヴィスも血相を変えた。

			　だが、もはやなにもかもが遅い。

			「グゴォォオオ！」

			　容よう赦しやなく吐きつけられた炎が、家屋を燃え上がらせた。

			　凶悪なまでの爆炎が、一瞬で立ち昇った。

			　火の回りが早い。不自然なまでに、早過ぎた。

			「こんな……こんなことが……」

			「グガァアァアアア！」

			　突入した戦力の大半を失って愕がく然ぜんとするトラヴィスとその部下数名に振り返り、ロビビアは戦意の咆ほう哮こうをあげた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「どうしたんだ、ゾルターン」

			「……怯おびえを感じます」

			　ゾルターンの意味不明な言葉に、エドガールは片目をすがめた。

			「なんだ、そりゃ」

			「か弱き者の恐れを感じます。あの建物です」

			　すっと指先が上がって、一軒の建物を示した。

			　その家屋を見詰めるゾルターンの目は、微妙に焦点が合っていない。ここではない、なにかを捉えるかのような目――彼の異名であり、呪いでもある『見通す瞳ひとみ』の力。

			　状況を把は握あくして、エドガールが頷うなずいた。

			「なるほど。村のエルフをあそこに隠れさせているってわけか」

			「恐らくは……どうしますか」

			「どうもこうも、放っておくわけにはいかねえだろ」

			　彼らに下されている命令のなかには、目撃者の排除も含まれている。

			「あまり気分のいい仕事じゃねえけど、仕事は仕事だ。やらねえわけにもいかねえ」

			　面倒くさそうな様子を隠さず、エドガールは剣を抜いた。

			「ちっ、勘が外れたな。こっちは外れだったか」

			「……」

			　無言のまま、ゾルターンも剣を抜いた。

			　しかし、彼らがそこから歩み出すことはなかった。

			「……それは困るな」

			　家屋の扉を開けて、ひとりの少年が騎士たちの前に姿を現したからだ。

			　エドガールが目を見開いた。

			「まさかお前は……」

			　そこにいたのは、真島孝弘。彼らの標的の少年だった。

		

	
		
			　

			12　最後の防衛線

			　

			　おれは油断なく、対たい峙じするふたりに目を配る。

			　エドガール＝ギヴァルシュと、ゾルターン＝ミハーレク。

			　偵察をしていて、どちらも油断ならない敵として記憶していた相手だった。

			「……まさかおれたちのほうが真島孝弘と行き遭うとはな。こりゃあ、傑けつ作さくだ」

			　呆気に取られたようだったエドガールは、状況を理解すると好戦的な笑みを浮かべた。

			「トラヴィスの野郎は空振りかよ。ざまあねえな。悔しがってる顔が目に浮かぶぜ」

			「いや。奴ならこれからおれを襲撃するところだよ」

			「あん？」

			　不審そうな声をあげるエドガールだが、詳しく教えてやる義理はない。

			　トラヴィスが攻撃目標としていた家屋にいるはずのおれが、どうしてこのような別の場所にいるかといえば、それは『霧きりの仮宿』の魔法のお陰だった。

			　現状、おれは基本的に『霧』の魔法を、目眩くらましと広域の空間把は握あくに利用している。

			　だが、もうひとつ、この魔法には効果がある。

			　幻惑の魔法の効果だ。

			　その力を使って、おれは自分があの家屋にいるように見せかけていた。

			　あまり幻惑の力は強くないのだが、うまいことひとり耐性の低い者が引っ掛かってくれたのは幸運だった。あれがなくても突入は行われただろうが、お陰で確信を持って突っ込んでくれたからだ。

			　もちろん、それだけではなんの意味もないが、あの家屋には罠が仕掛けてあった。

			　騎士たちの目には要塞化されているように見えただろうし、実際にある程度の強度はあったのだが、本質的にあれはハリボテだった。要かなめとなる柱が折れるような衝撃を与えればぺちゃんこに崩れるように、ローズの手によって細工をしてあったのである。

			　更に、樹海で生活していた頃を思い出して、もうひとつ工夫をしておいた。

			　あの頃、焚たき火をするためにローズが伐採してきた木はよく燃えた。本来なら燃えづらい生木を薪たきぎにしてのけたのは魔法道具作製能力の応用だが、それを思い出したおれたちは、ローズに作ってもらった薪を家屋に蓄えておいたのだ。

			　そこに、ロビビアが騎士団突入のタイミングで突っ込んで、炎を吐きつけた。

			　まさにいま、おれの認識する空間内では、その罠が発動したところだった。

			　残念ながらトラヴィスは倒せなかったようだが、十分に戦力を削ることはできた。

			　トラヴィスが半狂乱になっているのが確認できる。

			　おれ自身の耳にも、かすかに竜の咆ほう哮こうが聞こえた。

			　あちらはもう心配は要らなさそうだと判断して、おれは向けていた意識を切った。

			　というより、正確には、そちらに気を配っている余裕がなかった。自分自身の戦いに集中しなければならなかったからだ。

			　目の前のふたりの騎士を、おれは睨にらみ付けた。

			　みんなが力を尽くして戦ってくれた結果、敵のほとんどを食い止めることができた。

			　聖堂騎士団第四部隊２００名のうち、シランや村人たちを匿かくまっているこの建物まで辿り着けたのは、たったの２名だ。もちろん、ゼロであればそれに越したことはなかったのだが、こうなってしまった以上は是非もなかった。

			　おれは広域に薄く展開していた『霧きり』の魔法を解除した。

			　意図を察して、アサリナがしゅるしゅると左腕に巻き付いてくる。

			　盾の持ち手をしっかりと掴み、右手で剣を引き抜いた。

			　目の前の敵に切っ先を向けることに抵抗はない。

			　彼らは無抵抗の村人たちに剣を振り下ろした。仲間たちを守らなければならないという絶対の理由もある。それに……なぜだかトラヴィスをはじめとした聖堂騎士の在り方は、見ていると心がざわつくのだ。存在していることが許せないと、そんなふうに感じるくらいに。

			「おいおい、なんのつもりだ」

			　おれが戦闘準備を整えるのを見て、エドガールは失笑を零こぼした。

			　歴戦の騎士らしく油断のない立ち姿だが、気持ちはこちらに向いていないことがわかった。

			　真島孝弘は戦闘向けの固有能力を持っていない。それをエドガールは知っているのだろう。

			「お前は『モンスター使い』だろうが。なのに、自分で戦おうってのか」

			「ああ。ここを通さないために、それが必要であるのなら」

			　おれが答えると、エドガールの顔から笑みが消えた。

			　代わりに現れたのは苛立ちの表情だった。

			「……おい。ふざけんなよ。つーか、お前、白い蜘く蛛もはどうした？　女の姿をしてるっていうスライムは？」

			　声がわずかに震えているのは、怒りと失望の表れだろう。

			「まさか、お前……そうか。本隊と別働隊が足留め喰らってるのは、そういうことか。そっちに、その２匹を回しやがったんだな。くそが。期待させやがって」

			　どうやらエドガールは、ガーベラやリリィとの戦闘をお望みだったらしい。

			　それなのに、現れたのがおれでは落胆もするというものだろう。

			「萎なえるぜ、まったくよ」

			「だったら、そのまま帰ったらどうだ？」

			「そうしたいとこだが、そうもいかねえよ。こっちも仕事なんでな」

			　深々と溜め息をつくと、エドガールは抜き身の剣を揺らした。

			　無関心な殺意を宿した瞳ひとみが、おれの姿を映し出した。

			「さっさと殺す。でもって、他の奴らと合流する。お楽しみはそれからだ――」

			　――無む造ぞう作さに立っていた姿が一転、力強く地面を蹴った。

			　粗暴な言動とは裏腹に、こちらに肉薄する動きは、流麗ささえ感じる洗練されたものだ。

			　鋭く踏み込み、手にした刃を突き入れる――鋼同士が打ち合わさる音が響いた。

			「……あん？」

			「いくらなんでも、舐なめ過ぎだ」

			　攻撃を弾かれたことに驚くエドガールに、冷ややかに告げた。

			　いまの一撃には、気が入っていなかった。それでも十分に速く、鋭い攻撃だったのはさすがだが……おれの普段の訓練相手はガーベラだ。もっと強いし、もっと速い。この程度なら、十分に対処できた。

			「はあっ」

			　攻撃を捌さばいた剣を引き戻して、今度はこちらから喉のどを狙った。

			　さすがにエドガールの反応は鋭い。素早く後退して、これを避けた。

			　完かん璧ぺきな回避だった。おれがひとりであったなら、だが。

			「サマッ！」

			　エドガールの顔面に、アサリナが襲い掛かった。目玉を抉えぐり抜こうと牙きばを剥むく。

			「させません！」

			「……マッ!?」

			　しかし、そこでゾルターンが傍かたわらから突っ込んできた。

			　振り払われた剣が、アサリナのハエトリクサ状の頭部を切り落とす。適切なフォロー。それだけではなく、返す剣が首を狙ってきた。

			　こちらも手て練だれ。シランに近いレベルにある。ならば――

			「――おおおお！」

			　おれは左腕の盾を、お互いの間に割り込ませた。

			　直後、剣が盾を打ち付ける。打ち込んだ側のゾルターンが、苦鳴をあげた。

			「ぬっ、ぐっ……これは!?」

			　金属の壁でも殴りつけたかのように、盾に打ち込まれた彼の剣は弾き返されていた。

			　圧倒的な腕力差がないとありえない状況だ。剣を握る手が痺しびれたのか、ゾルターンの目元が引き攣つる。その隙を見逃す理由はない。

			　おれは果か敢かんに攻めようとして――首の裏あたりが、ぞっとした。

			　本能に逆らうことなく、身をかがめる。頭の上を、鋭い一閃が走った。

			　避けた。だが、これで終わりではない。

			「うぐっ」

			　かがんだ眼前に蹴りがきた。咄とつ嗟さに盾で防御したが、そうしなければ顔が潰れていただろう。蹴り上げられて、背後に何メートルも吹き飛ばされる。

			　隙を見せるわけにはいかない。空中で姿勢を整えて、足から着地した。

			　顔を上げた先、こちらを眺めていたのはエドガールだった。そこに、先程までの遊びの雰囲気は一切ない。彼は蹴り足をぷらぷらと揺らしてから、ゾルターンに一いち瞥べつをくれた。

			「ゾルターンの攻撃を受け止めた、さっきの防御……」

			　視線が、こちらに戻ってくる。

			「その左腕、なにか仕込んでやがるな？」

			「……」

			　見抜かれた。

			　その事実を、おれは特に驚きなく受け止めた。

			　エドガールの指摘通り、この左腕には『白い蜘く蛛もの暴虐』の力が宿っている。

			　思い切り振るえば、反動で腕を使い物にならなくしてしまうほどの強大な力だ。

			　あまりに使い勝手が悪いため、どうにかならないものかと試行錯誤していたのだが、最近になって、瞬間的に力を使うことで負担を軽減させる技術を身に付けることに成功していた。まだタイミングを見計らうのが難しいが、実戦でもなんとか使えるレベルにある。

			　なるべくなら、これで決めてしまいたかったのだが、そううまくはいかないらしい。

			「その左腕の力抜きでも、戦闘レベルはうちの連中の平均はあるな」

			　エドガールは奇異に思えるくらいに冷静な目でこちらを見ていた。

			「剣腕はまだ拙つたないところがあるが、守りと回避の動きは悪くない。おれの蹴りを受けるなんて、生真面目そうなツラしておいて、泥臭い戦い方に慣れてんじゃねえか」

			　だらりと下げられたエドガールの剣の切っ先が、地面をがりがりと削った。

			「真島孝弘には、戦う力はないって聞いていたんだが……なかなかどうして、大したもんだ」

			「文句でもあるのか」

			「いいや。ねえよ。あるわけねえ」

			　頬ほおを引き裂くように、エドガールは笑った。

			「これなら少しは楽しめそうだ」

			　濃い血の臭いのする笑みだった。

			　割に合わないと退いてくれればありがたかったのだが、むしろ火がついてしまったらしい。エドガールは獰どう猛もうな笑みを浮かべて身を低くして、その隣でゾルターンも身構える。

			「ちぃと萎なえる２対１だが、卑怯なんて言ってくれんなよ。せいぜい堪たえてくれ」

			「そんなことは言わない。これは実戦だからな」

			　おれは答えて、かぶりを振った。

			「それに、そもそも、こちらはひとりじゃない」

			「あん？」

			「……アサリナ、サルビア」

			　呼び掛ければ、すぐに応える声があがった。

			「ゴシュッ、シュッ！　サマ！」

			「お呼びかしら、旦那様」

			　アサリナが長く伸びて周囲を漂い、牙きばを剥むいて敵を威い嚇かくする。

			　半分霧きりのまま背後に現れたサルビアは、重さを感じさせない仕草で首に腕を回してきた。

			「全力でいく。力を貸してくれ」

			「サマー！」

			「わかったわ」

			　頼れる仲間たちとともに、おれは敵を睨にらみ付けた。

		

	
		
			　

			13　奮戦

			　

			　三者の剣が交こう錯さくする。

			　剣けん戟げきが響く。何度も、何度も。それはまるで、互いの命の削れる音のように。

			　けれど、均きん衡こうは長くは続かない。早々に、天秤は一方に傾いてしまう。

			　予想はできたことだった。

			　最初に剣を交えた瞬間に悟っていた。

			　敵対しているふたりとも、剣の腕に関しては、おれより上だということは。

			「らぁああ！」

			「ふぅっ！」

			　エドガールが暴風のように剣を振るえば、ゾルターンは堅実な剣でその隙を埋める。

			　意外と言ってはなんだが、このふたり、コンビネーションがしっかりしていた。

			　エドガールの一撃は、とにかく速くて重い。他の騎士たちの持つものに比べて長く幅広な剣は、それに見合った重量を備えている。それを軽々と扱い、おまけに技量も伴っているのだから、脅きよう威いとしか言いようがなかった。

			　ゾルターンもまた、厄やつ介かいな敵だった。

			　エドガールとは対照的に、手にした剣はやや細身で軽く、小器用に剣を扱った。こちらの先読みをしているかのように牽けん制せいの剣を差し込み、意識を縫ぬうようなタイミングで切っ先が閃ひらめいて身を掠かすめる。

			　ゾルターンはエドガールのフォローをし、かといって、エドガールもまた好き勝手に暴れているわけではなく、相方の動きに合わせている。反撃の隙がなかった。

			　これまで見ていた限り、他の騎士たちが相手なら、反撃のひとつ、ふたつ、そこから事態を突破する糸口くらいは掴めていたはずだ。けれど、このふたりからは、そのような綻ほころびひとつ見出すことはできそうになかった。

			　たったふたり、この場に辿り着けたのが他ならぬ彼らであったのは、おれにとって不運なことだった。あるいは、そんなふたりだからこそ、ここまで辿り着いたと考えるべきかもしれない。だとすれば、この状況は当然の帰結なのかもしれなかった。

			「っぐ……！」

			　鋼の質量を持った死が、恐ろしい勢いで首元を掠める。流れる汗が冷たい。

			　ひとつの失敗が死に直結することを強く認識させられる。

			　竦すくめば斬られる。臆おくさず捌さばく。

			　けれど、そこまでが精いっぱい。息はあがり、額ひたいから汗が滴り落ちる。

			　完全には躱かわしきれずに流れた血が、身に着けている白い衣服をまだらな赤に染め上げる。

			　これが、おれという人間の現実だった。

			　目の前の敵を簡単に撃破できるような力は、真島孝弘という男にはない。

			　歴代の勇者たちや、探索隊のチート持ちとは違うのだ。あんなふうに、ぽんと手渡された絶大な力で、どんな障害も排除するなんてことは、おれにはできない。

			　それはつまり、真島孝弘は英雄ではないという当たり前の事実にほかならず。

			　けれど、だからといって、真島孝弘という存在になにもないのかと言えば、それは違った。

			「……なんだ、こりゃあ」

			「どうして……」

			　エドガールとゾルターンの呻うめき声が耳に届いた。

			　不思議に思っているのだろう。

			　

			　反撃は許していない。

			　一方的に攻撃を繰り出しているのは自分たちのほうだ。

			　天てん秤びんの傾きは変わらず、圧倒的に有利な状況が続いている。

			　

			　それにもかかわらず、なぜ目の前の敵は生きながらえているのかと――。

			「らぁあ！」

			　怒号とともに、エドガールが腰だめにした剣を薙なぎ払う。向かって右から叩き付けられる攻撃に、盾による防御は間に合わない。空気を引き裂いて迫る刃を、おれは背後に大きく跳躍することで回避した。

			　その着地を、ゾルターンに狙われた。

			　斜め後ろからの静かな攻撃は、普通なら気付いたときには対処不可能だろう。けれど、その初動段階でおれは身を捻ひねって、ゾルターンに向き直っていた。

			「また……!?」

			　ゾルターンが目を見開く。不意を突いた彼の攻撃にこうして対処するのは、これが初めてのことではなかった。

			　手品のタネは、包み込んだ内部の情報を伝えてくれる霧きりの魔法だった。

			　先程までのように、村の全域を越えて拡散していた霧では、精度は低い。だが、現在の霧は半径10メートルほどを淡い乳白色に染めるものだ。範囲が狭まった分、精度は上昇している。この範囲のことなら、おれには手に取るようにわかった。死角など存在しない。

			　加えて、サルビアが現界しているいま、パスを通じた情報伝達の速度は、現時点での最大限にまで高められている。それは、文字通りの一心同体の領域と言っていい。

			　事実、いまのおれたちは、お互いの境界線さえ曖あい昧まいになっていた。

			　互いを受け入れていなければ成立しない領域にあるこの技は、この世界でおれたちが積み重ねてきたもののひとつの現れと言えるだろう。

			　その結果、得られたものは大きい。

			　戦場の全体を俯ふ瞰かんした広い視界は、ある一面において、戦士としての到達点だ。疑ぎ似じ的にではあるが、サルビアとの連携はそれを可能にしていた。

			　それが、ふたりを相手におれが生き延びている理由のひとつ。

			　もうひとつは――

			「――サマ！」

			　追撃する様子を見せたエドガールに、長く伸びたアサリナが襲い掛かる。

			　数秒も足留めできないが、彼女の働きは世辞抜きに大きい。エドガールの足がわずかにでもにぶったその間に、おれはゾルターンに対処することができるからだ。

			　ほんのわずかな連携のずれ。

			　それが生み出した細い活路を、全力で駆け抜ける――

			「――おぉおお！」

			　盾の表面を滑らせるように、ゾルターンの繰り出した剣の切っ先を逸そらした。

			　伝わる衝撃が軽い。それでいて、こちらの命を奪うに足るだけの鋭さは備えている。先程、攻撃を仕掛けた際に手首を痛めたときのことを覚えていて、一度やられた攻撃には、きっちりと対処してきているのだった。

			　素早く斬り返し、ゾルターンは深く沈み込むように踏み込んでくる。

			　斬り上げが繰り出される。おれは後退しつつ、大きく身を逸そらした。

			　剣先を躱かわすことに成功し、その代わりに体勢が崩れた。

			　地面を踏みしめ、その場に踏みとどまって体勢を整えようとする――のではなく、咄とつ嗟さの判断で側面に身を投げ出した。

			「らぁああ！」

			　次の瞬間、アサリナを切り裂いて突っ込んできたエドガールの一撃が、先程までおれの首のあったところを薙なぎ払った。

			「ちっ、うしろに目でもあんのか……！」

			　エドガールの口から出た罵ば声せいは、確実に捉えたと確信を持っていたからか。

			　実際、剣の刃が髪に触れるほどの際どい攻防だった。いや。これでまだ終わりではない。

			「逃が、すか！」

			「ここです！」

			　地面に転がり込んだところを狙って、剛剣の振り下ろしと、閃ひらめく刺突が繰り出されようとする。完全に体勢を崩したおれに、これを回避する手段はなく――

			「サマ！」

			　――鞭むちのように地面を叩いたアサリナが、無理矢理におれの体をその場から弾き飛ばした。

			　繰り出された剣が宙を切る。おれ自身も対処し切れず、地面に肩から落ちた。

			「ぐうっ」

			　常人なら肩の骨が折れて悶もん絶ぜつしているような状況だ。

			　しかし、肉体を強化しているいまは、打だ撲ぼく程度で済む。

			　痛みは奥歯を噛み締めてやり過ごして、跳ねるように立ち上がった。

			「大丈夫かしら、旦那様？」

			「サマー？」

			「問題ない」

			　気遣ってくれるふたりに返した。

			　乱暴な対処だったが、そうでなければ死んでいた。

			「次に備えよう」

			「くくっ……かはっ。いまのをやりすごすかよ」

			　爆はぜるようにエドガールが笑った。

			「やるじゃあねえか」

			　野獣の笑みだった。どうやら手こずらせれば手こずらせるだけ、喜ぶ気質らしい。残念ながら『予想していたより大変だから撤退する』などという展開はなさそうだった。

			　この戦いは、どちらかが致命的ななにかを失うまでは終わらない。そう理解させられた。

			「おれたちを相手に、ひとりでこれだけやれるとはなぁ」

			　エドガールはこの時間を噛み締めるような口調で、こちらに語り掛けてきた。

			「大した奴だよ、お前は」

			「……別に。おれなんかは、そう大したものじゃないさ」

			　謙けん遜そんではない。こんなのは、真島孝弘という存在が格上相手に生き延びることに特化しているというだけのことでしかないのだ。

			　コロニー崩ほう壊かいのあの日、おれは地獄を見た。世界を左右しうる力を持つ逸脱者たちの暴走に巻き込まれて死にかけた。ある意味、あれがおれの異世界生活の開始点とも言える。

			　だから、どこかであれが基準になっているところがある。すなわち『ああした場面で、蹂じゆう躙りんされることなく生き延びる程度の力』を手に入れること。目標がそこにある以上、いまはまだその領域には届かずとも、この程度のことはできなければ話にならない。

			　それに、エドガールは勘違いしているようだが、おれは決してひとりではなかった。

			　そもそも、後先考えずに全力を尽くしてこの場を凌しのぐという戦術自体が、リリィたちが駆け付けてくれると信じているからこそ成立しうるものだ。アサリナやサルビアは直接力を貸してくれているし、ローズとガーベラは武具を提供するかたちで、おれを支えてくれている。

			　本当におれひとりきりだったなら、エドガールとゾルターンのうちどちらかひとりを相手にするだけで精いっぱいだっただろう。

			「……お前たちこそ、大したものだよ」

			　そう告げたのは、半分は時間稼ぎの言動だった。

			　逆に言えば、半分は本気の言葉でもあった。

			「そこまでの力を持っていて、どうして村のエルフたちに剣を向けた？」

			　尋ねた声には、自分でも思ってもみなかったような熱がこもっていた。

			　聖堂騎士団が村を蹂じゆう躙りんする姿を見てからずっと、腹のなかは煮え立っていた。

			　自分でも驚くくらいに、強い憤りを感じていた。

			　その熱量が、おれにこの問いを投げ掛けさせた。

			「あん？」

			　エドガールはうるさそうな顔をした。

			「なんだ、お前。騎士なら弱きを守るために戦うべきだとでも言うつもりかよ」

			「おれは……」

			「やめろよ、そういう萎なえるのは」

			　突き放すように言って、エドガールは剣をゆらゆらと揺らした。

			「おれは戦いを楽しめればそれでいいんだ。騎士をしていれば、こうして戦う機会が与えられる。飯めしのタネにもなる。それ以外はどうでもいいし、それ以上は望まねえ」

			　本音を語る声だった。ある意味、純粋な言葉でもあったかもしれない。

			　きっとエドガールという男は、殊こと更さらに邪悪というわけではないのだろう。

			　誰かを虐しいたげたり、苦しめたりすることに快楽を覚えるわけでもなければ、自分の手柄のために他者を追い落としたり、残虐な行為に手を染めることもしない。たとえば、強敵に僚軍がやられているようなシーンに行き遭えば、恐れることなく突っ込んでいくに違いない。

			　しかし、そこには決定的に志こころざしというものが欠けていた。

			　また、それはエドガールひとりの問題ではなかった。

			「騎士などというものは、所詮、勇者のため露払いに使われる駒の名前でしかありませんよ」

			　ゾルターンもまた、口を開いたのだ。

			「たったひとりで、正面から楽々とモンスターを殺すことができる埒らち外がいの存在。それが、あなたがた勇者です。しかし、それもひとたび多勢に無勢に陥れば、どうしようもなく命を落とす羽目になる。限られた戦力を可能な限り長く使い続けるために、代わりに削れる『消しよう耗もう品』が必要なのです。それが騎士と呼ばれる存在の正体です」

			　陰気な印象の男の目には、暗い炎が燃えていた。ひょっとすると、おれの言葉はこの男の裡うちにある敏感な部分に刺さったのかもしれない。

			「そういう意味では、あなたがた勇者とて単なる駒でしかない。替えの利かない駒と、替えの利く駒。どちらも駒であることに変わりなく、そこに尊いものなどなにひとつありなどしないのです」

			「……珍しくよく喋しやべるな、ゾルターン」

			　それは、普段はあまり見せない姿だったらしい。意外そうな顔でエドガールが言うと、ゾルターンは少し動揺する素そ振ぶりを見せた。

			「別に……わたしは、ただ、騎士に関して幻想を抱く甘い考えが癇かんに障さわっただけです」

			「はっは！　癇に障ったか。それも珍しいじゃねえか」

			　揶や揄ゆするような言葉に、ゾルターンが陰鬱に黙り込む。

			　肩を揺らしたエドガールが、こちらに視線を向けた。

			「まあ、そういうわけだ。おれらにお説教でもしたかったのなら諦あきらめな。そんなことで、おれたちが悔い改めるとでも思ったなら甘ぇよ。……アァ、甘過ぎる」

			　その言葉を最後に、空気が変わった。

			「甘いんだよ。このまま蜘く蛛もやスライムが来るまでの間、おれらの攻撃を凌しのぎ続けようなんてのはよ」

			　背筋を駆け上がるものがあった。

			　なにかが来る。確信したおれは、油断なく身構えた。

			　そんなおれを見て、エドガールは鼻で笑った。

			「思ったより、てめぇは強かった。確かに楽しめた。これは、その礼だと思え」

			　そう言ったエドガールが、自分の額ひたいを押さえた。

			　節くれた指に、力が込められる。

			　その全身から、身が震えるような魔力が噴き上がった。

			「ぬぐぅうううう！」

			「な……っ!?」

			　それは、あまりにも異様な変へん貌ぼうだった。

			　エドガールの髪が赤色に染まり、肌が金属じみた黒色に変わった。

			　筋肉が膨ふくれ上がる。熱を発しているのか、皮膚からは湯気があがり始めた。男性としては小柄なほうだった体が、一回りも大きくなった。

			「ふぅううう……」

			　額から手が離れると、そこには一本の輝く角があった。

			　ぽっかりとあいた眼がん窩かの奥、燃えるような瞳ひとみがおれの姿を捉える。

			　――鬼、という単語が頭に過ぎった。

			「本当なら白い蜘蛛との戦いのために温存しておきたかった力だ」

			　剣を肩に担いで、鬼が笑った。

			　もともと、エドガールはガーベラと……伝説の白い蜘蛛と戦いたいと言っていた。

			　しかし、こうも長い間、おれを仕留めきれずにいる程度の力で、正面から彼女と戦うことはできない。エドガールには、ガーベラに対抗できるだけの『切り札』があったのだ。

			　それが、『恩おん寵ちようの血族』の最高峰、『恩寵の愛し子』の力だった。

			　血脈によって受け継がれた、過去の勇者の力がこの場に再現される。

			「『戦鬼』エドガール＝ギヴァルシュ。お前を殺す男の名だ。覚えておけ」

			　次の瞬間、彼我の距離がゼロになっていた。

			「死ね」

			　十分に警戒はしていた。

			　それでも、気付いたときには、目の前に剣を振りかぶる鬼の姿があった。

			　白い蜘く蛛もの跳躍にも迫る速度。かろうじてサルビアは捕捉していたし、おれもぎりぎりで知覚していた。しかし、肉体の反応が追いついてくれない。

			　鬼の剛剣が振り払われた。

		

	
		
			　

			14　騎士と勇者

			　

			　鬼たる身の全身全霊を込めた、振り払いの一撃がくる。対応は不可能。胴を真っ二つにされた自身の死が見えて――不意に、おれの左腕が跳ね上がった。

			「ぁ、おっ!?」

			　眼前に割り込んだ盾が、視界を塞いだ。

			　理解は及ばず、ただ反射的に全身に力を込める。直後、鬼の剣が振り払われた。

			「ぐっ!?」

			　重い一撃が叩き付けられた。

			　衝撃を支えきれない。足が地面を離れる。自分が吹き飛ばされたという事実だけを脳が認識する。なにかに激突して、突き抜けた。

			「……」

			　気付いたとき、視界にあったのは木造家屋の廊下だった。

			　どこかの部屋で悲鳴があがるのが聞こえた。

			　背後に庇かばっていた家屋の扉をぶち破って、内部に転がり込んでしまったのだと悟った。

			　まずい、と思った。

			　攻撃の衝撃が全身を痺しびれさせている。いま追い掛けてこられたら、対応ができない。

			　しかし、恐れていた追撃はなかった。

			　それを許さない者たちがいたからだ。

			「あやめちゃん！」

			「ぎゃおっ！」

			　家屋の外で爆発音が立て続けにあがった。

			　かろうじて生きていた『霧きり』の空間把は握あく能力が、家屋の屋根から数多の火球で爆撃を敢行したあやめと、それに合わせて第二階梯の火魔法を撃ち放つケイの姿を捉えた。

			「小こ賢ざかしい！」

			　不意打ちだったが、エドガールはこれに対応した。直撃コースだった火球は大剣で切り裂かれて、足元を狙ったケイの魔法は跳び退すさって躱かわされる。

			　しかし、最低限の時間稼ぎは、これで十分だった。

			「……よくやった」

			　彼女たちの援護を得て、おれは体内で魔力を練った。

			「……魔、法……『霧の仮宿』」

			　サルビアの具現化に回していた魔力も霧の発現に回して、濃霧で家屋を包み込む。

			　これでエドガールたちの視覚は潰した。あとは……。

			「……頼んだぞ、あやめ」

			「ぎゃお！　ぎゃお！　ぎゃおっ！」

			　すべてを閉ざす白い世界のなか、断続的に火炎が立ち昇った。

			　ここで霧を使ったおれの意図を汲くんで、あやめは間髪入れずに火球を吐き出し続ける。
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			　最近はお留守番が多かったが、彼女は決してただのマスコットというわけではない。

			　幼くとも樹海深部のモンスター。侮れない力を持っている。

			　腹のなかで練り上げられた炎は、威力だけでも第三階梯の魔法にも匹敵するだろう。なにより魔法とは違って、溜めの時間は文字通りの一息で済む。まったく衰える様子のない火力は、いつの間にこれほどの魔力を蓄えたのかと、おれを驚かせるほどでもあった。

			「くそが……！」

			　手をこまねいたエドガールが罵声を吐いた。

			　さすがの『戦鬼』も、この霧のなかで遠距離攻撃をかけてくる相手に反撃はできないようだ。

			　あやめも相手の姿が見えていないのは同じだが、彼女の場合は家屋に敵を近付けさせないのが目的だから、適当に放っていても問題はない。

			　覆おおっている範囲が狭い分、『霧』の魔法の持続時間も多少は長い。

			　これでしばらくは時間が稼げるだろう。

			「サマー？」

			　左手から伸びたアサリナが、床に転がるおれの目の前に飛び出てきた。

			　心配そうに、首を傾げるような仕草をする。

			「……ありがとう、アサリナ。助かった」

			　先程の盾による防御は、アサリナのお手柄だった。

			　左腕に巻き付いていた彼女が、咄とつ嗟さに腕を跳ね上げてくれたのだ。

			　結果として、無理矢理アサリナが動かしたうえに、エドガールの攻撃を受けとめた左腕はへし折れてしまっていた。指先からは、ぽたぽたと血が流れ落ちている。これではもう、回復魔法なしでは当分、左腕は使えまい。けれど……。

			「……凌しのいだぞ」

			　おれは小さくつぶやいた。

			　声には無意識の熱がこもっていた。それはまるで、この胸の奥で燃え盛る炎が、口から零こぼれ出たかのようだった。

			　

			　――甘いと言われた。

			　

			　このままガーベラやリリィが来るまでの間、攻撃を凌ぎ続けようなんて甘いのだと。

			　しかし、おれは生きている。左腕は動かないが、まだ戦える。

			　アサリナに身を任せた防御も、控えさせておいたあやめたちの奇襲も、ここまであえて伏せておいた手札だ。こうして敵の切り札をやり過ごすことができたのは、いざというときのための備えが活きた結果だった。甘いという言葉は、的を外したものでしかなかった。

			　

			　――甘いと言われた。

			　

			　お説教をすることで、自分たちが悔い改めるとでも思ったのなら甘いのだと。

			　しかし、おれはそんなことは考えていない。

			　どうして村人に剣を向けたのかと尋ねたのに、咎とがめる意図はなかった。

			　そのようなことをしたところで、彼らのような人種が悔い改めるなんて思っていない。

			　ただ、胸の奥にあるなにかが、問いを投げずにはいられなくしただけ。

			　それは、なにかを確かめるような行為でもあった。

			　

			　――甘いと言われた。

			　

			　騎士に対して幻想を抱いた、その考えが甘いのだと。

			　……そうなのかもしれない、と思った。

			　騎士と呼ばれる彼らの現実を、おれは知らない。だから、否定はできない。

			　騎士というのは『露払いのための駒』でしかなく、失われてはならない勇者の代わりに削れる『消しよう耗もう品』なのかもしれない。

			　少なくとも、そのように考える者が、世界に大きな影響を与える聖堂教会の関係者のなかにいるのは確かなのだ。ならば、それこそがこの世界の真実ではないと誰が言い切れるだろうか。

			　勇者と騎士というのは、この世界にとって、替えの利く利かないの別はあれ、単なる駒でしかないのかもしれない。ああ、それだって否定はするまい。

			　けれど……そこに尊いものがなにもないという言葉だけは、別だった。

			　それは違う。絶対に違う。そう言い切れた。

			　なぜならあのチリア砦とりでで、おれはそれに触れたからだ。

			　シランも、団長さんも、肩を並べて戦った同盟騎士たちも。

			　みんなが命を懸けて、誰かを守るために戦っていた。

			　彼らは懸命で、ひたむきで、高潔だった。

			　それを尊いものだと確かに感じたのだ。

			　だったら、それが、おれにとっての真実だ。誰がなんと言おうとも、この目で見て、触れて、感じたものこそが、自分にとっての真実であることに違いない。たとえ世界にとって、騎士という存在が駒に過ぎないとしても、そんなのは関係なかった。

			「だから、おれは……」

			　引き摺ずるようにして、おれは上半身を起こした。そのときだった。

			　掠かすれた声が聞こえたのだ。

			「……孝弘殿？」

			　いまにも消えてしまいそうなくらいに弱り切った、それでも、強さを失うことのない少女の声だった。

			　顔をあげた。

			　廊下の角を曲がって、こちらにやってきたエルフの少女の姿が目に映った。

			「……シラン？」

			　呆然と、その名を口にした。

			　これ以上なく衰弱してしまって、部屋で寝込んでいるはずの彼女がそこにいた。

			　実際、立つことさえ難しいのか、廊下の床に膝を突いている。重病人のようにやつれた表情を見れば、出歩いていいような状態ではないことは、誰の目にも明らかだった。

			　けれど、どうしてこんなところにいるのか、とは思わなかった。

			　驚きはあっても、疑問はなかった。

			　シランの手には、彼女の剣がしっかりと握られていたからだ。

			「……そうか」

			　それだけで、この状況を理解するには十分過ぎる。おれは納得の吐と息いきをついた。

			　――あいつは騎士です。どうしようもなく。そこは、なにがあろうと変わりません。

			　ヘレナから聞かされた言葉が、耳の奥に蘇よみがえった。

			　――あれは騎士です。それをどうか、孝弘殿には覚えていていただきたいのです。

			　団長さんから受け取った言葉もまた、自然と思い返された。

			　自分はなぜシランを託されて、なにをしてやれるのか。

			　その確信を得て、おれは血に濡れた拳を握った。

		

	
		
			　

			15　騎士の救済　～シラン視点～

			　

			　空気が変わったことに気付けたのは、数多あまたの戦闘経験の賜たま物ものだった。

			「これは……？」

			　わたしは萎え切った体を起こした。

			　なにか恐ろしいものが解き放たれる予兆に、背筋が粟あわ立だった。

			　この家のすぐ外で、なにかが起ころうとしている。

			　そこで誰が戦っているのかを思った途端、無意識のうちに体が動いていた。

			「孝弘殿……！」

			「シランさん!?」

			　驚いたように、ベッド脇の椅子に座っていた真菜殿が声をあげた。

			　突然、飛び起きたわたしがベッドから転がり落ちたのだから、それも無理ないことだろう。

			　けれど、そんな彼女の驚きに頓とん着ちやくしていられる余裕はなかった。

			「うっ、く！」

			　這はうように床を進んだ。

			　萎え切った体には力が入らず、床に突いた腕が震えた。

			　自分がなにをしようとしているのか、頭はまだ状況に追い付いていない。

			　それでも、体は目指すものに向かっていた。

			「な、なにをしているんですか!?」

			　慌てた様子で、真菜殿が椅子を立った。

			　肩を掴まれた。むずがるように体を揺らして、わたしは抵抗した。

			「……ないと」

			「え……？」

			「行かないと」

			　無意識のうちに、喉のどから声が零こぼれていた。

			　震える手が伸びた。思考を置き去りにして、心が求めるままに。

			　

			　その手の伸ばされる先――壁に立てかけられた騎士の剣があったのだ。

			　

			　……いったい、わたしはなにをしようとしているのだろうか？

			　頭のなかの冷静な部分が、疑問の声をあげた。

			　もうわたしは戦えない。戦う必要もない。

			　わたしはデミ・リッチになって、自分が騎士に相応ふさわしい人間ではないことを思い知らされた。

			　ぎりぎりまで追い詰められてしまって、その結果、精神に引き摺ずられるアンデッド・モンスターの体のバランスを崩した。

			　血生臭い悪循環に、擦り切れていく自分を感じた。

			　――なあ、シラン。たとえシランが騎士でなくても、おれはお前にここにいてほしいよ。

			　そんなわたしに、孝弘殿はこう言ってくれた。騎士でなくても、ただの女の子でしかなくなっても、わたしにここにいてほしいのだと言って、温かみを失ったこの体を抱き締めてくれたのだった。

			　――戦えなくてもいいんだ。シランはもう騎士じゃない。ただの女の子なんだから。

			　嬉しかった。

			　心が震えた。

			　本当に、救われたのだ。

			　……それなのに、どうしてこの手は、再び剣を取ろうとしているのだろうか？

			　頭は疑問する。けれど、体は迷わない。

			「シランさん……」

			　真菜殿がつぶやき、わたしは顔を上げた。

			　彼女の瞳ひとみのなかに、自分の顔が映り込んでいるのが見えた。

			　必死の表情だった。けれど、そこに表れているものは、怒りに身を任せた暴走でもなければ、破滅を前にした自己犠牲の発露でもなかった。

			　そうではない、なにか。譲れないもの。

			　聡明な真菜殿には、それだけで十分だったのかもしれない。

			「……わかりました」

			　戸惑うようだった表情が、確信を得たものに変わった。

			　それからの真菜殿の動きは素早かった。ぱっと離れると、壁に立てかけられた剣を取って、こちらに戻ってくる。

			　立ち上がるのを手伝ってくれた真菜殿が、わたしに剣を託した。
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			「先輩をお願いします、シランさん」

			「感謝します……！」

			　わたしは倒れ込むようにして、部屋の扉を開けた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　扉を後ろ手に閉じて、廊下に出た。

			「うっ、く……」

			　途端に足がもつれて、廊下の壁にぶつかった。

			　思うように手足が動いてくれない。いまにも膝が崩れてしまいそうだ。

			　それでも、先程までの寝たきりの状態に比べれば、ずいぶんとマシだった。

			　アンデッド・モンスターの体は、精神面に大きく左右される。

			　ということは……。

			「安定してきている……？」

			　この土ど壇たん場ばで……いいや。土壇場だからこそ、だろうか。

			　そういう場面でこそ、見えてくるものもある。あるいは、真菜殿の鋭い感性が感じ取ったのは、そうした雰囲気だったのかもしれない。

			　わたし自身、確信にも似た予感があった。思考は追い付かずとも、心と体が知っていた。

			　こんな体になってしまってから、悩み、苦しみ、迷ってばかりだった。

			　けれど、答えはもう、すぐ近くにある。

			　その確信に背を押されて、わたしは歯を食いしばって歩を進めた。

			　わたしが寝ていた部屋は２階にあり、よろめきながらも階段に辿り着いた。

			「あ……!?」

			　多少持ち直したとはいえ、かろうじて歩ける程度だ。階段なんてまともに使えるはずもなく、あっさりと足を踏み外した。

			　小さな悲鳴を残して、わたしは１階に転がり落ちた。

			「う……ぅう……」

			　目が回る。酷ひどい虚脱感に襲われて、悪酔いをしたときのように吐き気がした。

			　そのときだった。この家のすぐ外で、ついに禍まが々まがしい気配が膨ふくれ上がった。

			　続いて、破砕音がした。

			　部屋に匿かくまっている村のみんなが悲鳴をあげるなか、廊下をなにかが転がる音がした。

			　……孝弘殿だ。

			　そう直感したのは、たとえ弱くとも、わたしにもパスが通っているためかもしれない。

			　間もなく、外で爆音があがり始め、押し寄せてきた霧きりが白く視界を塞いだ。

			　次の攻撃に備えるために、孝弘殿が打った時間稼ぎの一手だろう。

			　それはすなわち、敵の初撃を凌しのいだということだ。素直にわたしは讃嘆の想いを抱いた。

			　先程感じた禍々しい気配は、ガーベラ殿の本気にすら匹敵しかねない雰囲気があった。その攻撃を凌いだのだとしたら、それは驚嘆すべきことだ。

			　本当に、強くなったものだと思う。

			　戦闘に関する孝弘殿自身の資質は、せいぜい平凡どまりといったところだ。他の多くの転移者に備わっているような強大な恩おん寵ちようもない。それなのに、出会いを重ね、幾度もの死線をくぐり抜け、常に厳しい鍛たん錬れんを自身に課すことで、孝弘殿はここまでの力を手に入れた。

			　わたしはそんな彼を、剣の師として、また、精霊使いの師としての立場から見てきた。

			　それは普通なら折れてしまってもおかしくない険しい道のりだった。

			　けれど、孝弘殿は折れなかった。

			　――自分は眷けん属ぞくたちを率いる主だから。

			　その自負が、孝弘殿を支えているのだ。

			　リリィ殿たちの寄せる想いが孝弘殿に堅固な自負を与え、それが彼の力となる。

			　それは逆に、リリィ殿たち眷属にも言えることだ。

			　お互いに向ける想いに応えるために、主人として、眷属として、彼らはどこまでも強くあれる。わたしには、彼らのそうした関係が、ひとつの理想のカタチのように思えていた。

			　……羨うらやましいと感じていたのだ。

			「行か、ないと……」

			　わたしは行動を再開した。

			　さいわい、階段から落ちたことによる怪け我がはなかった。

			　痛みもない。アンデッド・モンスターの体に初めて感謝しつつ、上体を起こした。

			　手足の動かし方を忘れてしまったみたいに、その動きはぎこちない。

			　膝立ちになるだけでも眩暈めまいがした。

			　そのくせして、あれだけ派手に階段を転がり落ちておきながら、この手はしっかりと剣を握り締めていたのだった。

			　今度こそ、絶対に手放さないとでもいうかのように。

			　

			　……ああ、結局はそういうこと。

			　

			　かちりと、パズルの嵌はまる音が聞こえた気がした。

			　ようやく思考が心に追い付いたのは、まさにその瞬間だったのだ。

			　にぶいわたしはやっとのこと理解して、少し笑った。

			「まったく……どうしようも、ない……」

			　同盟騎士団はなくなってしまって、すでにわたしは騎士ではない。

			　それになにより、自分という存在が騎士に相応ふさわしくないと思い知らされている。

			　けれど……それでもわたしは、騎士でありたいのだ。

			　本当にどうしようもないと思う。

			　そんな思いとは裏腹に、剣を握る手にはますます力がこもった。

			　ああ、そうだ。わたしは騎士として、みんなを守るものでありたいのだ。それこそが、わたしの真実だった。

			　だから、自分が孝弘殿のどんな言葉を欲していたのかも、いまならわかった。

			　――それはつまり、わたしにとって彼がどういう存在なのかということで。

			　――そんな彼にとって、自分がどのような存在であってほしいのかということで。

			　けれど、絶対にその願いが叶えられることはない。

			　それを、わたしは悟っていたのだった。

			「……あ」

			　這はうようにして廊下の角を曲がったところで、わたしは声をあげた。

			　そこに、求める人物がいたからだ。

			　白い霧きりで視界は悪いが、この距離で彼のことを見間違えるはずもなかった。

			「……孝弘殿？」

			　少年がこちらを向いた。

			　生々しい戦いのにおいがした。

			　彼の白い衣服には、そこかしこに血が滲にじんでいた。特に左腕の損傷具合は酷ひどく、ぽたぽたと指先から血が滴り落ちていた。それでも、その目は力を失ってはいなかった。

			「……シラン？」

			　わたしがこんなところにいることに、孝弘殿は驚いた様子だった。

			　けれど、すぐにそれは腑ふに落ちたというふうな表情に変わった。

			「……そうか」

			　わたしの握る剣にちらりと目をやってから、納得したようにつぶやく。

			　孝弘殿は立ち上がると、こちらに歩み寄ってきた。

			「戦いに来たのか？」

			「……申し訳ありません」

			　わたしは目を伏せて、謝罪の言葉を口にした。

			　部屋で大人しくしているようにという、孝弘殿の気遣いを無為にしてしまった。

			　どんな想いを抱いていたとしても、それは事実だった。

			　けれど、孝弘殿は怒るでもなく、ただ苦笑した。

			「咎とがめるつもりはないよ。むしろ、おれが間違っていたのかもしれないな」

			「孝弘殿……？」

			　不思議な言葉に、わたしは顔を上げた。

			　とても真しん摯しで温かな瞳ひとみが、こちらを見詰めていた。

			「あ……」

			　吸い込まれるように、彼の瞳に釘付けになった。その視線は、わたしという存在の芯のところを捉えているように感じられた。

			「なあ、シラン」

			「……はい」

			　倦けん怠たい感も吐き気もすべてを忘れて、子供のように返事をした。

			　とっくに動きを停めたはずの心臓が高鳴る錯さつ覚かくがした。

			　予感があった。あるいは、期待が。

			　さっきまでよりずっと強く、気持ちが溢あふれ出すのを感じた。

			　もう他のなにも見えない。

			　白い霧きりに覆おおわれた世界にいるのは、わたしと彼だけだった。

			「ひょっとすると、おれは酷ひどいことをしようとしているのかもしれない」

			　そんなふたりだけの白い世界で孝弘殿が言う。

			「間違ったことを言おうとしているのかもしれない」

			　いつも通りの生真面目な声色でさえ、心を痺しびれさせる魔法のようだった。

			「だけど、もしもシランがそれを望んでくれるなら」

			　血に濡れた手が差し出される。

			　それはまるで、物語の一幕のように。

			　

			「おれと一緒に戦ってくれないか」

			　

			　彼はそう告げたのだ。

			「騎士として、一緒にみんなを守ってほしい」

			「孝、弘殿……」

			　さざなみのような震えが全身に走った。

			　奔ほん流りゆうのような感情が体を満たした。

			　堪こらえようがなく、感情は涙となって双そう眸ぼうから流れ落ちた。

			　この言葉こそが、彼からほしかったもの。諦あきらめていたものだったからだ。

			「わ、わたしは……でも、もう騎士では……」

			　言葉を返そうとして、唇の震えが邪魔をする。

			「そうだな。騎士団はなくなった。そういう意味では、シランは騎士ではないんだろう」

			　対照的に、孝弘殿は落ち着いていた。

			「だけど、それは大した問題じゃない」

			　この人は、いつだって、こうなのだ。

			　一見すると取り立てて特徴のない少年に見えるし、実際に少年らしい脆もろさを抱えてもいるのに……いざというときは揺るぎない。

			「団長さんが、前に言っていたよ。騎士が自分の剣を捧げるのは、ただ正義の理念と弱者の救済に対してだけ。それはつまり、この世界では救世の勇者という存在に集約される……要するに、騎士に必要なのは勇者だけだ。その他の事情なんて、すべて不純物でしかない」

			「だけど、孝弘殿は……！」

			「ああ、そうだな」

			　孝弘殿は頷うなずいた。

			「おれは勇者なんかじゃない」

			　そう。これこそが、わたしが諦めていた理由だった。

			　真島孝弘という人物は、わたしにとって特別だった。

			　あのチリア砦とりでで朽ち果てるはずだったわたしを、誰かを守りたいというわたしの願いを、暗闇の底から引き揚げてくれた。

			　孝弘殿は煌きらびやかな物語の英雄などでは決してなかったけれど、わたしにとってはそんな彼こそが、肩を並べて戦うべき勇者だと思えたのだ。

			　けれど、その孝弘殿は、自分は勇者などではないと常々言っていた。

			　むしろ彼は、勇者という存在を嫌っているようでさえあった。だから、わたしがその想いを彼に伝えることはなかった。

			　実際、この場においても彼の意見は変わらなかった。

			「世界が求める勇者になんて、おれはなれないよ」

			　孝弘殿は微苦笑をこぼした。

			「自分の分くらいは知ってる。おれは、自分の大事な人が幸せでいてくれればいいだけの、小さな男だ」

			　それは、ある種の諦めを含んだ台詞せりふだった。

			　けれど同時に、そんな自分を良しとする自負に裏打ちされた言葉でもあった。

			「だけど、だからこそおれは、大事な人たちの想いに応えたいって思う」

			　そう言った孝弘殿の顔に浮かんでいたのは、強い笑みだった。

			　自分の信じるものにすべてを賭けて、後悔しない者だけが浮かべられる表情だった。

			「おれはシランが大事だよ」

			　そんな顔で、こんなことをさらりというものだから、わたしはなにも言えなくなってしまう。

			「シランが必要としてくれるなら、おれもそれに応えたい。ああ、そうだ。世界にとって、勇者がどうとか、騎士がどうとか、そんなのはどうでもいいことだった。シランが騎士であるために、おれを求めてくれるのなら――」

			　これ以上なく誠実に、その言葉は紡つむがれた。

			「――おれは、騎士シランにとっての勇者になろう」

			　その言葉は、いったい、どんな気持ちで口にされたものだっただろうか。

			　真面目な彼のことだから、生半可な気持ちではありえない。

			　だからこそ、こんなにも、わたしの魂たましいの奥底まで染み渡るのかもしれなかった。

			「……わたしが騎士で良いのですか？」

			「おれにとっては、シランこそが騎士だ」

			　最後の確認に、孝弘殿は即答で返した。

			「あのチリア砦とりでで戦うシランを見たときから、その想いは変わらない。正直、うん、憧れたよ」

			　照れくさそうに、けれど、真っ直ぐに伝えてくれる。

			「おれもシランには騎士であってほしいと願っている。だから、シランがおれに望んでくれるのは、嬉しいことだよ」

			　望まれて嬉しいのは、こちらのほうだ。

			　きっと、わたしのほうが何倍も、何十倍も嬉しい。

			　揺らいでいたわたしというものの核が、急速に形を取り戻していくのを感じた。

			　それは、ある種の新生でもあったかもしれない。

			　一度壊れて、今度はより強固に作り直される。その過程には純粋無垢な喜びだけがあって、それを与えてくれた彼に応える方法は、ひとつしか思い付かなかった。

			「孝弘殿」

			　誓いを。

			　永遠に破られることのない誓いを、いまここに打ち立てよう。

			　衰えた手足に叶かなう限りに流麗に、わたしは居住まいを正した。

			「我が剣のすべて、我が身のすべて、我が魂のすべてを、御おん身みに捧げます」

			　跪ひざまずき、恭うやうやしくこうべを垂れる。

			「我が身は剣。御身が守るべき者を脅おびやかす敵があれば、それがなんであろうと退しりぞけましょう」

			　思えば、奇妙なものだ。

			　まず勇者がいて、騎士が剣を捧げるのが、この世界でのあるべき形だ。

			　けれど、わたしたちは、まったくそうではない。なにしろ、お互いに求め合うことで、初めて勇者と騎士になるというのだから。

			　けれど、誰かにとっての普通なんて、どうでもいいのだといまは思えた。

			　わたしは騎士で、孝弘殿は勇者。お互いがお互いにそう求めるのなら、その他の一切になんの意味があるだろうか。

			　もはや迷いも憂うれいもない。

			　差し出された手を取り、誓いの言葉を結ぶ。

			「ここに誓います。この身は永えい劫ごう、御身とともにあらんことを」

			　わたしだけの勇者様の血に濡れた手の甲に、そっと誓いのキスを落とした。

		

	
		
			　

			16　わたしだけの勇者様

			　

			　柔らかな少女の唇が、手の甲に触れた。

			　気恥ずかしさを感じなかったのは、この行為が神聖なものだと感じられたからだろうか。

			　騎士と勇者の誓いの口付け。他の誰とも違う、おれとシランとの間だけにある関係性がここに生まれる。

			　触れている一点を通じて、喜びの交歓があった。

			　しかし、おれと彼女の関係性はそれだけに留まらない。

			　希薄だったパスの感覚がこれまでになく深まり、行為は次の段階に進んだ。

			「……ちゅ、ん」

			　押し付けていた口で、シランがおれの手の甲を吸ったのだ。

			　これには、さすがになにも感じないというわけにはいかなかった。

			　浮かせた唇が、また落ちては湿った音を立てる。

			　腱と腱との間を辿るように唇が触れるのは、垂れた血液を追っているからだ。

			　アンデッド・モンスターが魔力を補充するための血液の摂取。特におれの体は、シランにとってご馳走だ。

			　思い返せば、これまでシランは血を啜すすったことこそあったものの、一度目は正気を失っていたし、二度目は無理矢理だった。

			　シランが自分の意志で求めるのは、これが初めてのことだった。

			　そのためか、行為はたどたどしく、それでいてどこかに懸命さが垣間見えた。

			　何度も何度も、彼女は小鳥が啄ついばむようにした。

			　そのたびに、ぞくりと腰の浮くような感覚が生まれた。

			　そんなおれの様子に気付いた様子もなく、シランが顔を上げた。

			「ぁ、ふ。……んくっ」

			　口の中にあるモノを飲み下して、喉のどを鳴らす。その音がいやに生々しく耳に残って、どうにも落ち着かない気持ちにさせられた。

			　笑みの形になった少女の唇から、満足そうな吐と息いきが漏れた。

			「んふ。美味し……です」

			　わずかに舌っ足らずになった口調で言って、赤く濡れた唇を舌が舐め取る。

			　その仕草には、得も言われぬ艶つやがあった。

			　食欲、睡眠欲、性欲。いずれにせよ、ヒトの欲求は快楽と繋がっている。

			　アンデッド・モンスター一般にもこれが当て嵌はまるのかどうかは不明だが、少なくとも、シランの場合、欲求の解消はある種の陶とう酔すいを伴うようだった。

			　とはいえ、これで満足とはいかない。

			　とろんとしたシランの顔に、羞恥の感情が差した。

			「……申し訳ありません、孝弘殿。もう少しいただけますか」

			　こんなふうに、素直に甘えられるようになったのは、吹っ切ったからか。それでいて、慣れない行為には恥じらいを捨てきれないらしかった。

			　……まずいな、と思った。

			　思った以上に、これはまずい。

			　端的に言えば、いまのシランはとても魅力的だった。普段、凛り々りしい女の子が甘えてくるだけでも破壊力があるのに、こんな可愛かわいらしく恥じらわれては、なんというか、困ってしまう。

			「孝弘殿？」

			「ああ、うん。悪い」

			　名前を呼ばれて、反応が遅れていたことに気付かされる始末だった。

			「アサリナ」

			「サマッ」

			　おれの求めに従って、アサリナの牙きばが掌てのひらを浅く裂いた。

			　これでよしと。

			　思ったところで、思いのほか早く、血液が指に滴った。

			「あっ」

			　赤い滴が地面に落ちかけるのを見て、シランが声をあげた。

			　もったいないとでも思ったのかもしれない。

			　そこで動けたのは、さすが騎士の反応力と――これは、褒め称えるべきか否か。

			　口をつけるだけではこぼしてしまうと、咄とつ嗟さに判断したのだろう。血の滴る指先を、シランはかぷりと咥くわえたのだった。

			「ぉ、う」

			　不意打ちで指をぬるりと舐め回されて、思わず動揺の声が漏れた。

			「……ぁ」

			　指を咥えたままのシランが固まったのは、その声を聞いたためだっただろうか。

			　あるいは、動揺した指が跳ねて、絡めた舌を掻かき分けるようにしたのを、咥こう内ないで感じ取ってしまったためかもしれない。

			「……う」

			　行動したあとになって、シランは自分がなにをしたのかに初めて気付いたらしい。一瞬、唇を離しかけた。

			　けれど、そこで新たに垂れてくる赤色に気付いて、再び固まった。

			　大胆な行動ではあったにしろ、効率の面で言えば、彼女の行動は間違いではない。

			　迷いはしたようだが、結局、観念したようにシランは瞼まぶたを落とした。

			「ん、ちゅ……ちゅく……」

			　いまは羞恥を抑え付けて、新たに零こぼれ落ちる赤色を逃さず飲み込むのに集中することにしたらしい。こぼさないように、丁寧に、シランは指を咥くわえ込んだ。

			「はぁ、ふ……」

			　そうするうちに、どんどん彼女が夢中になっていくのがわかった。

			　舌の這はう動きが、大胆なものに変わっていく。

			　甘く指先を吸い、口の中の赤色を唾液とともに嚥えん下かする。

			　くらりときたのは、血の気と魔力とを失っていることだけが理由ではなかった。

			　無意識なのか、たまに甘あま噛がみでもするように、並びの良い歯が肌に浅く食い込んだ。

			　じんと指先が痺しびれて、その痺れが理性にも伝播するように感じられた。

			　無骨な指を咥える少女の繊細な唇は、あまりにも目に毒だった。

			　ある種、暴力的な光景から、おれはそっと視線を逸らした。ただ、これは失敗だったかもしれない。見えない分、むしろ指先に感覚が集中してしまったからだ。

			　理性のタガが、物凄い勢いでぐらつくのがわかった。

			　真面目だなんだと言われてはいても、おれも健全な若い男だということか。

			　いや。これはそれだけではないか。

			　相手が特になんとも思っていない女の子なら、もうちょっと冷静でいられたに違いない。平静でい続けるにはシランに対する好意は大き過ぎたし、いまの彼女は普段にもまして魅力的で、この行為はちょっとばかり刺激が強過ぎたのだ。

			「……ぷはっ」

			　長いようでいて、短い時間が過ぎた。

			　ようやくのこと、シランが唇を離した。

			「ふう」

			　魔力の補充の甲か斐いあってか、死を直前にした病人のようなやつれた顔ではなくなっていた。

			　艶つや々つやしているというか、艶めいているというか。

			　血液と魔力を吸われて、さすがにおれは戦えるコンディションではなくなってしまったが、代わりにシランが復活したのなら、これは悪くない取引だろう。

			　おれは、差し出していた手を引っ込めた。

			　拳を握り込んだのは、指先がてらてらと濡れているのが目に付いて仕方がなかったからだ。

			　行為が終わったことにほっとすると同時に、頭のどこかで名な残ごり惜しいように感じてしまっていた。

			　……馬鹿なことだ。

			　勘違いをしてはならない。おれはシランの勇者で、シランはおれの騎士だ。これはその誓いを果たすために必要な行為であって、それ以外の意図はない。

			　おれは軽くかぶりを振って、昂たかぶった気持ちを頭の外に追いやった。

			　とにかく、これで補充は完了した。気持ちを切り替えなければならない。

			　と、おれは思った。

			「……え？」

			　これで終わったと思っていたし、油断していた。

			　だから、ふらりと踏み込んできたシランに、まるで反応することができなかったのだ。

			「孝弘殿……」

			　浮ついた声。

			　まるでそれは、いつかのチリア砦とりででの彼女のような。

			「ん……っ!?」

			　次の瞬間、唇に柔らかい感触があった。

			　鼻と鼻の触れ合うくすぐったさ。口付けされていることに気付いたのは、唇を塞がれてから数秒後のことだった。視界には、大写しになったシランの顔。ひとつきりの蒼あおい瞳ひとみの奥で、理性は完全に蕩とろけ切ってしまっている。

			　反射的に逃げ出そうとしたところで、がっちりと後頭部を固定した両腕に妨げられた。

			　これでは逃れることもできず、それどころか……。

			「……んんっ!?」

			　口をこじ開けて、少女の舌が咥内に侵入した。

			　敏感な粘液同士の接触に、冷たい小さな舌の存在感は鮮明だった。

			　舌が絡まり、歯列をなぞる。唇を吸われる。なにが起こっているのかわからない。

			　どうしてシランはこんな行為に出たのか。

			　あまりにも熱烈な口付けに、ぼうっとしてきた頭で考えて……。

			「……んくっ」

			　シランの喉のどが上下したことに気付いた。

			　……そういえば。

			　アンデッド・モンスターの体は定期的な魔力の補充が必要で、シランにとって最高のご馳走が、パスで繋がっているおれの血肉だった。

			　血と肉。

			　血液というのは、要するに、体液だ。しかし、体液はなにも血液だけではない。

			　おれが勘違いしていただけで、これはそういうことなのか。

			　無論、効率は違うのかもしれないけれど。

			　だとすれば、それはどちらかといえば、アンデッド・モンスターというよりも……。

			「……」

			　ひとまずは満足したのか。硬直していたおれの体から、ゆっくりとシランが離れた。

			　絡まっていた舌がほどける。銀色の滴がお互いの唇を繋いでいるのが、なんだかとても淫いん靡びな感じがした。

			　ぷちりと銀色の糸が切れた。

			　きっとそれと入れ替わりに、理性の糸が繋がったのだろう。

			「……あ！」

			　目を見開いたシランが、ばっと唇を両手で押さえた。

			「た、たたた、孝弘殿っ、いまのは、その……っ」

			　こうも狼ろう狽ばいしたところは、初めて見たかもしれない。

			　普段は落ち着いているシランだけれど、こうしてうろたえたところはケイに似ていた。

			「あー……その、いいんだ」

			　思いっきり動揺した様子のシランに、おれは掌てのひらを向けた。正直、かなり動揺しているが、涙目になっているシランを前にしては、うろたえてなどいられなかった。

			「わかってるから。いまのは、なんでもないんだってことは」

			　以前にチリア砦とりででおれの血を啜すすったときとは違って、いまのシランには意識がある。

			　けれど、理性の箍たがが外れるのに、意識の有無は関係ない。

			　というより、『される側』でしかなかったおれ自身、理性を保つだけでいっぱいいっぱいだったのだ。『する側』であり、飢うえを満たされ、行為に夢中になっていたシランは、その比ではなかったはずだ。

			　理性なんて紙より簡単に吹っ飛んで当たり前。だから、これはおれのミスだ。

			　と、思ったのだが、シランの反応は違っていた。

			「なんでも、ない……？」

			　妙なところで、引っ掛かる様子を見せたのだ。

			「あ、ああ。さっきのは『食事』だったんだろう？　だから、おれは気にしてない」

			「気にしていない……？」

			　シランの行動に理解を示したつもりだったが、反応は芳かんばしくなかった。

			　シランはちょっと、むっとしたような顔をしたのだ。

			　そして、そんな自分に気付いたように瞬まばたきをした。

			　不思議そうに、ぺたぺたと自分の頬ほおに触れた。

			　その指先が、艶つややかさを取り戻した唇をなぞった。まるで先程の口付けの感触を反はん芻すうでもするかのようだった。

			「ああ」

			　納得の吐と息いきが漏れて、穏やかな微ほほ笑えみが浮かんだ。

			　なにか大切なものを見付けたかのように彼女は言った。

			「わたしは、孝弘殿に恋をしていたのですね」

			「……え？」

			「本当に、わたしはにぶいですね。こんな簡単なことにも気付けないだなんて」

			　驚きに固まったおれの仕草さえ愛しげに見詰めて、シランは続けた。

			「結局のところ、どこまで行ってもわたしは騎士だった。それは事実です。とはいえ、女の子である事実もまた消えるわけではありません。それでは、騎士としてのわたしにとって孝弘殿が勇者様なら、女の子としてのわたしにとってはなんなのか……」

			　シランは目を瞑つむると、自分の胸に手を当てた。

			　そこにあるものを確かめるような仕草だった。

			「ふふ。簡単なことです。ひとりの女の子であるわたしにとっても、やはり孝弘殿は勇者様なのです。ああ、やっとわかりました」

			「シラン……」

			　あまりにも唐突過ぎる告白に、反応を返せない。

			　目を開けたシランは、そんなおれのことを見て、くすりと笑った。

			「そこで驚くのは酷ひどくはありませんか。わたしだって、人を好きにくらいなりますよ」

			「いや。だがな……」

			「なんて、自分の気持ちに気付かなかったわたしが言えることではありませんが」

			　そう言って、シランははにかんだ。

			　いかにも恥ずかしげに、けれど、ひとつきりの瞳ひとみはおれを映し出して逸らされることはなく。

			　騎士であり女の子でもある彼女が、この世でたったひとりだけに見せる表情を浮かべて、真っ直ぐに告げた。

			「好きです、孝弘殿」

			　そう告げる彼女は、これまで見たなかで一番に魅力的だった。

			　同時にそれは、最も強い表情でもあった。

			「行きましょう、孝弘殿。あなたの敵は、わたしがすべて切り払います」

		

	
		
			　

			17　騎士の参戦

			　

			「……やぁっとか」

			　底冷えのする声が、薄れかけた霧きりを震えさせた。

			　壊れた扉をくぐって家の外に出ると、そこに鬼が待っていた。

			「鬱うつ陶とうしい霧での足留めは、もういいのか。ァア？」

			　剣を肩に担ぎ、エドガールは尋ねてくる。

			「……残念ながら、魔力切れでな」

			　隠していてもすぐに知れることだ。正直に答えた。

			　展開していた『霧』の魔法は、もう使えない。体力も魔力もすっかり使い果たしてしまって、歩くのさえ億おつ劫くうなくらいだった。

			　足を引きずるようにして家の外に出たおれの状態を、エドガールは正確に見て取ったのだろう。興を削そがれた様子で剣先を下げた。

			「……そんなザマでのこのこやってきたってことは、覚悟を決めたのかよ？」

			　溜め息混じりの声には、失望の色が濃い。聖堂騎士団の目的はおれの命だが、こいつの目的は戦いそのものだ。多少なり戦えていたおれがこんな体たらくでは、不満にも思うのだろう。

			「孝弘さん！　危険です！」

			「くぅー！」

			　これまで足留めをしてくれていたケイとあやめが、屋根の上から身を乗り出して声をかけてくる。

			「さがっていてくれ、ケイ。あやめ。もう十分だよ」

			　ふたりに言って、おれは外に足を踏み出した。

			　そんなおれたちのやりとりを見て、エドガールは鼻で笑った。

			「くだらねえ。お前がやれよ、ゾルターン。手柄はくれてやる」

			　興味をなくした様子で、相方に声をかける。

			　しかし、その言葉に返答はない。エドガールが怪け訝げんそうな顔をした。

			「どうした、ゾルターン？」

			　改めて呼び掛けたその声さえ、ゾルターンには届いていなかった。

			「まさか、これは……」

			　戦慄わななく声で言ったゾルターンは、なぜだか酷ひどく驚いた様子でいた。

			　こちらを見詰める瞳ひとみは、どこか焦点が合っていないように見える。

			　なんだろうかとおれは首を傾げ、エドガールは苛立たしげに舌打ちをした。

			「ちっ、やる気がないなら仕方がねえ。おれが……」

			「そう焦らずともいいでしょう」

			　エドガールが無造作に踏み出そうとしたそのとき、静かな声がその場に響いた。

			　雰囲気のある響き。彼女が何者であるのかを、ただそれだけで知らしめるような声だった。

			「あなたの相手は、わたしがしましょう」

			「お前は……」

			　苛立ちを暴力に変えようとしていた鬼が足をとめる。

			　おれのあとについて現れたのは、眼帯をしたエルフの少女だ。鎧よろいを身に着けず、盾も持たないその姿は、村の少女の装いと変わりない。しかし、その手にある一振りの剣と、なによりも身に纏まとう雰囲気が、彼女がなにものであるのかを雄弁に語っていた。
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			「騎士シラン！」

			　戸惑うようだったエドガールの顔に、凶悪な喜びの表情が浮かんだ。

			「そうか、お前が相手をしてくれるってのか！　これはいい！」

			　心の底から、ここでシランが姿を現したことを喜んでいる声だった。

			　シランがおれの前に出ると、それを歓迎するようにエドガールは太い両腕を広げた。

			「弱ってるって聞いてたんだが、なんだ、十分やれそうじゃねえか。ひょっとして、いまの時間稼ぎはこれを準備してやがったのか？　だとしたら、良い趣向だ。褒めてやるよ、これなら楽しめそうだ！」

			　死闘の予感を前にして、堪こらえ切れない感情の昂たかぶりのままにエドガールは叫ぶ。

			　迸ほとばしる戦意が、びりびりと空気を震えさせた。

			「なあ、シラン。お前だって、同どう胞ほうをやられて頭にきてんだろ？　なら、その怒りをぶつけてこいよ。『樹海北域最高の騎士』の死力を尽くして、おれを楽しませろ！」

			　爛らん々らんと輝く瞳ひとみの放つ熱量は、ただひとりシランにだけ注がれていた。

			　その様は、まさに戦場に生きる鬼そのものだ。ひと睨にらみされるだけで、常人なら気を失うだろう。並みの兵士では、戦意を保つことさえ叶かなうまい。立ち向かうことのできる勇士であっても、まるで呑のまれずにいるというのは難しい。勇者の末まつ裔えい、『戦鬼』エドガール＝ギヴァルシュは、なるほど、その名に恥じないものを持っていた。

			　あるいは、ここまで含めての『戦鬼』の異能だったのかもしれない。

			　だからこそ、鬼の咆ほう哮こうをそよ風の如く聞き流し、静かに剣を抜くシランの姿は、いっそ異質でさえあったのだ。

			「わたしがあなたたちに復讐の剣を振るうことはありません」

			「……あん？」

			「わたしは勇者に剣を捧げた身。騎士の剣は、ただ、守るべきもののためにあります。怒りに任せてこの剣が振るわれることは、もう二度とないでしょう」

			　エドガールとは違い、その佇たたずまいに威圧的なところはない。それでいながら、シランの纏まとう空気は、鬼の殺意をぶつけられても揺らぐことのない強度を持ち合わせていた。

			「だから、この場でわたしが剣を振るうのは、あくまで守るべきもののため」

			　シランは剣の切っ先を持ち上げた。

			「誓いに従い、わたしはこの身のすべてを尽くしましょう」

			　その身から清せい冽れつな戦意が迸ほとばしった。

			「ここは通しません」

			　傍そばで見ているだけでも息を呑むような気迫。たとえるならば、やはり剣だろう。鋼はがねの意志が鋭利な切っ先となって、敵対者の喉のど元に突きつけられるかのようだった。

			「……上等だ」

			　鋭い戦意を向けられて、エドガールは笑った。

			「おい、ゾルターン。いつまで呆けてやがる」

			「……申し訳ありません。もう大丈夫です」

			　エドガールが声をかけると、今度こそゾルターンも返事をした。

			　この張り詰めた空気のなか、茫然としていられるはずもなかったということか。剣の柄つかを握る手に力が戻った。こちらとしては、あのまま、ぼうっとしておいてくれれば楽だったのだが、そうもいかないようだった。

			　それどころか、ゾルターンはこう続けたのだ。

			「エドガール。わたしも本気で行きます」

			「なに？」

			「それが必要な場面でしょうから」

			　そう言って、ゾルターンは瞼まぶたを落とした。

			　そして、ぽつりとつぶやいた。

			「……この場で見極めます」

			　それは、どのような意図のある言葉であったのか。

			　再び、瞳ひとみが開かれた。

			　はっきりとなにが変わったというわけでもない。しかし、おれはなにか違和感を覚えた。

			「いまのは……？」

			　ほんの一瞬ではあったが、パスが軋きしむのを感じた。

			　恐らく、意図されたものではない。いまのは、ある種の相互干渉だった。

			　磁石の同じ極同士が反発するように、似た性質を持つ能力が弾き合ったのだ。

			　おれの力は、モンスターと心を繋げることができる。あのゾルターンという男もまた、どのようなかたちかは不明だが、精神に作用する能力を持っているのだろう。

			　そして、いま、その力を最大限に発揮した。それは、どれだけのものを彼にもたらしたのか。トラヴィスやエドガールの例を思い返すに、尋常なものではありえないだろう。

			　けれど……。

			「孝弘殿」

			　シランが名を呼んだ。

			　そこには、胸を熱くする無上の信頼と、恥ずかしくなるほどに純な思し慕ぼが込められていた。

			「ご覧になっていてください」

			　シランは歩を踏み出す。

			　それに応じて、ゾルターンが地を蹴った。

			「『見通す瞳』のゾルターン＝ミハーレク。参る！」

			　あくまでゆっくりと歩むシランに、ゾルターンは正面から襲い掛かった。

			　剣を肩に担いだエドガールが出遅れたのは、あえて見送ったのだろう。これは決闘ではなく、戦場だ。先行したゾルターンが仕掛けて、シランが応じた隙を突くつもりなのだ。

			　無論、ゾルターンもただの捨て駒ではない。

			　彼もまた、この世界で最高の戦闘教育を受けた騎士だ。

			　その持ち味は、隙の少なさにある。細身の剣は変幻自在の取り回しを可能にし、一撃の重みこそエドガールに大きく劣るものの、自身の隙をなくして敵の隙を着実に突く戦い方は、まるで相手の心でも読んでいるかのように巧みなものだ。

			　そして、ゾルターンもまたこれが一対一の決闘などではないことを理解している。

			　シランに斬りかかる直前で、彼はちらりとおれに視線をやった。下手な対応をすれば、今度はお前の守るべきものが危ないと、無言のうちに告げているのだ。これだけで、シランの対応はいくらか狭まってしまう。

			　かつての勇者の異能に最大限近付いたいま、ゾルターンの戦闘能力はおれと戦っていたときをゆうに上回っているだろう。それでいて、ひとかけらの油断もない。

			　間違いなく、聖堂騎士団でも上位の力を持つ者の突進を――

			「言ったはずです。ここは通さない、と」

			　――すれ違いざまに、シランの剣はやすやすと斬り伏せていた。

			「ごぶ……っ!?」

			　その様、まさに鎧がい袖しゆう一いつ触しよく。

			　心を読むような戦い方ができようとも、もはやそのような小細工が通用しないほどに根本的な実力が隔絶していれば、そんなものに意味はない。

			　血ち飛沫しぶきをあげて、ゾルターンが倒れた。

			「なん……だと」

			　これでは付け込む隙などどこにもない。目を見開いたエドガールに、シランは剣の切っ先を突きつけた。

			「騎士シラン。参ります」

		

	
		
			　

			18　寄り添い合って

			　

			「ぉおおお！」

			　身の毛のよだつ吠ほえ声をあげて、エドガールがシランに迫る。

			　鬼の異能を発揮して、その体はいまや筋肉の塊と言っていい。人のカタチをしてはいても、肉の密度が、生み出される力が違っていた。

			「ふん！」

			　手に持った剣を振り回す。この異世界においても常識を外れた膂りよ力りよくによる斬ざん撃げきは、木の枝でも振り回すかのようだ。少し距離があるのに、その破壊力を肌で感じ取れてしまって、おれは思わず息を呑んだ。こと膂力だけに限るならば、確実にエドガールは過去の、それも異能持ちの勇者に迫っていた。

			　しかし、対するのは、かつての『樹海北域最高の騎士』だ。相手が過去の勇者に互する力を持つというのなら、彼女はすでに一度、本物を相手取って正面からやり合ったことがある。

			「はぁあっ！」

			　息もつかせぬ連続攻撃を、シランはことごとく撃墜する。その様は電光石火。ただ速いだけでなく、滑らかでいて無駄がない。

			　膂りよ力りよくで負けているのはわかり切ったこと。ならば、足りない部分は技術で補おう。

			　と、口で言うのは簡単だが、実行するのは生半可なことではない。

			　エドガールの動きも決して力任せではないし、無駄が多いわけでもないのだ。

			　彼もまた間違いなく、戦士として成熟の域にある。

			　ゆえに、それを凌りよう駕がして一歩も退かない技量こそが、『樹海北域最高の騎士』の真骨頂。死に物狂いの鍛たん錬れんと、余人には想像さえできない死線を何度も越えた経験が磨き上げたものだ。

			　かつての『樹海北域最高の騎士』は、ここに完全なる復活を遂げていた。

			「はぁあ！」

			　打ち合う角度。踏み込みと打突のタイミング。

			　暴力の嵐を掻かい潜り、針に糸を通すような精密さでシランは迎撃を続ける。そして――

			「ここです！」

			　余人には真似のできない極限の綱渡りの末に、ついに反撃の一撃が繰り出された。

			「……むっ!?」

			　しかし、その剣先は弾かれる。

			　エドガールの防御が間に合ったわけではない。戦鬼の全身を覆おおう黒色の肌が、金属めいた音を立てて、シランの振るう剣の切っ先を拒絶したのだった。

			「ぬるいんだよォ！」

			　戦鬼の能力は、防御においても発揮されるということか。鎧よろいに身を包んでいるだけでなく、その下の皮膚までもが、金属の硬度を帯びていた。

			　対するシランは、鎧どころか盾すら持っていない。

			「……なるほど、硬いですね」

			「そういうお前はやわいな。気を付けろ、触れれば飛ぶぞ」

			　自身の有利を確信したのだろう。戦鬼の攻撃は、ますます激しさを増した。

			　防御が間に合わない攻撃をシランは回避するが、そのすべてを躱かわしきれるものではない。

			「……んっ」

			　なおも攻撃を弾き続けるシランの頬ほおが裂けた。

			　皮膚に掠かすめるだけでも、戦鬼の剛剣は肉まで持っていく。手が、足が、傷付けられていく。

			「このまま削り殺してやるよ」

			　エドガールは凶悪な笑顔を浮かべて宣言した。

			　傍そばで見ているだけでも、怖おぞ気けの走るような笑みだ。

			　しかし、シランはその身を削られながらも、表情ひとつ変えなかった。

			「いいえ。このままなら、それは不可能です」

			　静かな表情は、まるで波ひとつ立たない水面のよう。怒ど涛とうのごとき攻撃に対処しながら、淡々と指摘する。

			「なにを……」

			　言いかけたエドガールが、軽く目を見開いた。

			「怪け我がが……」

			　シランの頬ほおの傷は、すでになくなっていたのだ。

			　それだけではない。他の傷もみるみる塞がっていった。

			　アンデッド・モンスターとしての彼女の性質、損傷を復元させる力だった。

			「……化け物め」

			「なにを今更。あなたがたは、グールを追ってきたのではないのですか」

			　シランは涼しい顔で言ってのけた。化け物と言われたことにも、特になにを感じた様子もない。もはや、そこを思い悩む段階は過ぎているのだろう。たとえその身がなんであろうとも、彼女が騎士であることは揺るがないのだから。

			　その揺るがぬ在り方が、彼女になにをもたらしたのか。それを最もよく理解できたのは、ひょっとすると、敵対しているエドガールだったのかもしれない。

			「それで勝ったつもりか！」

			　顔を歪ゆがめて、彼は剣を打ち込んだ。

			「戦鬼を舐めるな！　その澄ました顔、粉々にしてやるよ！」

			　それが、まるで悪い予感を振り払おうとするような仕草に見えたのは、果たして気のせいだっただろうか。

			「おれを傷付けられない以上、お前に勝機はねえ！」

			「いいえ。それも違います」

			　シランは断言する。

			「戦いはこれからです」

			「ほざけ！」

			　再び両者は激突した。

			　傷付くことのない鬼と、傷付いても復元するアンデッド。これで状況は互角となった。

			　鎬しのぎを削る熾し烈れつな争いに、他者の介在する余地はない。

			　ここに至れば、おれにできるのはシランを信じることだけだ。

			　そう思っていた。

			「……真島孝弘」　

			　そのときだった。戦いに見入っていたおれに、声をかける者があったのだ。

			　視線をそちらに向ければ、そこに血塗まみれのゾルターンが立っていた。

			「……生きていたのか」

			　正直、驚いた。シランの一撃を受けてなお、ぎりぎりのところで命を繋いでいたらしい。

			　それが、こうして接触してきたということは……。

			「まだやり合うつもりか？」

			　おれは腰の剣に手をやった。シランは戦鬼を相手にしていて、他のことには手が回らない。こちらはこちらでどうにかする必要があった。

			　正直なところ、魔力と血液が不足しているせいで、おれはまともに戦える状態ではない。

			　けれど、それはゾルターンも同じことだ。

			　というより、彼のほうがより深刻な状態だった。

			　右腕は半ば断たれており、肩から胸にかけては深々とした傷があった。無事な左手で傷口を押さえているものの、血がとまる気配はない。剣を振るうどころか、握ることさえできないだろう。これなら、いまのおれでも十分に対処できる。

			　しかし、予想に反して、ゾルターンが襲い掛かってくることはなかった。

			「安心してください。これ以上、争うつもりはありません」

			　彼はそう言うと、かぶりを振ったのだ。

			「その理由がありません。……なくなってしまいました」

			「なんだと……？」

			　おれは戸惑った。

			　こちらに向けられた目には、思いのほか穏やかな光が宿っていたからだ。

			　敵意もなく、戦意も感じられない。争うつもりはないという言葉に嘘うそはないように思えた。

			　しかし、だったらどうして、立ち上がるのも辛つらいはずの怪け我がを負いながら、こうして話し掛けてきたのか。おれの向けた疑惑の眼まな差ざしを、ゾルターンは正面から受けとめた。

			「人生というのは、なにが起こるかわからないものです。まさかこの目で、本物の勇者を見られるとは思いませんでした」

			「殺しにかかってきて、今更、なにを……」

			　状況にそぐわない言葉に、眉が寄った。

			「それにおれは、お前たちの言うところの勇者なんかじゃない。勘違いをするな」

			　おれはシランの勇者だ。そのようにあると心に誓った。

			　けれど、それはおれたちの間でだけ価値のある誓いだ。そこに余人の関与する余地はない。

			「勇者が見たかったのなら、探索隊のほうを訪ねるべきだったな。そちらになら、いくらでも華々しい勇者がいただろうに」

			　おれは素っ気なく言ったが、それを聞いたゾルターンは不思議な表情を浮かべた。

			「いいえ。あなたは勇者です。少なくとも、わたしはそう感じました」

			　どこか苦みの混じった、満ち足りた微笑だった。

			「恐れ。疑い。妬ねたみ。わたしの周りにあるのは、そんな汚い感情ばかりでした。勇者とともにあるはずの聖堂騎士団のなかにいても、それは変わることはなく……勇者も騎士も、都合よく作られた伝説のなかだけの存在だと思っていました。ですが、そうではなかったのですね」

			　憑つき物ものが落ちたような表情で紡つむがれるのは、おれたちを認める言葉だった。

			「お互いになくてはならないものと求め合えるなら、騎士は替えの利く駒ではなく、勇者もまた駒ではない。尊いものは確かにあるのだと、わたしは知ることができました。叶かなうなら、もっと早くに、あなたに会いたかった」

			「お前……」

			　おれは当惑を隠せなかった。

			　目の前の男の意図するところがわからない。

			　無論、それは当然のことだった。

			　ゾルターン＝ミハーレクという男はこの場で会ったばかりの敵であり、彼の歩んできた人生をおれは知らず、その胸の裡うちを推おし量はかることなどできようはずもないのだから。

			　とはいえ、彼が本心からおれたちの在り方を称賛していることだけは伝わってきた。

			　どうもこの男は、トラヴィスの他の部下とは毛色が違うらしい。

			　そう感じたからこそ、疑問に思った。

			「お前、どうしてトラヴィスなんかのもとで働いているんだ？」

			　トラヴィスの部下として、ゾルターンがどれだけの汚いものを見てきたのかはわからない。

			　けれど、この分だとゾルターンは、それを唾だ棄きすべきものだと感じていたらしい。

			　それなのに、どうして騎士をやめてしまわなかったのか、不思議に思ったのだ。

			「そうですね。わたしもそれが疑問だったのですが」

			　問い掛けられて、ゾルターンは笑った。

			「もっと早くにあなた方に会いたかったという言葉は本当です。しかし、実際にわたしが最初に出会ったのは、恐ろしい鬼でした。それもまた、事実なのです」

			　まるで長年探していた答えを見つけたような表情でゾルターンが言った、そのときだった。

			「がぁああ……!?」

			　エドガールの悲鳴があたりに轟とどろいた。

			　おれは視線を戦場に戻した。

			　わずかに目を離している間に、戦況は大きく変わっていた。

			　一いつ気き呵か成せいに攻め立てていたはずのエドガールが、その場を後あと退ずさっていたのだ。

			「てめぇ……」

			　警戒するように距離を取ったエドガールは、二の腕を押さえていた。その手を、流れた血が汚している。それは、鉄壁であったはずの鬼の防御が破れたことを意味していた。

			「切っ先を弾く鋼はがねの肌。その防御力は確かに厄やつ介かいです。けれど、いまのわたしに貫つらぬけないほどではありません」

			　シランが剣を振るい、付着した血液を払った。

			「自身を強化する術が、自分だけのものとは思わぬことです」

			　その言葉に応えるように、シランの従える小精霊が宙を舞った。

			　楽しげに、契約者の新生を祝うように、くるくると踊る。

			　展開するのは、身体能力強化の補助魔法だ。

			　逆に言えば、これまでシランは精霊の支援なしに戦鬼と渡り合っていたということだった。

			「手加減を……していたってのかよ」

			「いいえ。そういうわけでは。ただ、感覚を掴むのに時間がかかりました」

			　シランの返答に、エドガールは絶句した。

			　それも無理のないことだろう。

			　この世界の住人が、能力に覚かく醒せいした転移者や、それに類する存在と正面からやり合うことは、ほとんど不可能だ。いくらその身に技術を修めようと、それで埋められる身体能力の差というのは限界がある。戦いの土台に上がるためには、まずは技術でどうにかなる程度まで、自身の身体能力を向上させる必要があるのだ。そのために、シランは十文字達也との戦いで、精霊使いとしての力を全開にしなければならなかった。

			　けれど、いまは違う。

			　シランの体は、すでにアンデッド・モンスターのものだ。その事実を否定することのなくなったいま、彼女は十全にその力を引き出すことが可能になっている。身体能力は、以前より大きく向上していた。

			　それでもなお、戦鬼と比べてしまえば大きく劣っていることは変わらないが……彼女の卓越した剣腕を以ってすれば、どうにか食い下がれる程度にその差は縮まっている。

			　ならば、ここに精霊の補助を加えればどうなるか。その答えが、目の前の光景だった。

			「ぐうう……おぉおおおお！」

			　現実を否定するかのごとく、エドガールが唸うなり声とともに前に出た。

			　激しく鋼はがねを打ち合う音が連なった。

			　怒ど涛とうの連撃。攻め立てているのは、エドガールのほうだ。

			　あくまでシランは守勢。襲い掛かる重い剣を幾度となく防ぎ、隙を突いては反撃を放つ。

			「はぁあっ！」

			「ぐ……っ」

			　そのたびに血ち飛沫しぶきがあがり、鬼の苦鳴が漏れた。

			　先程、あえなく弾かれた騎士の斬ざん撃げきは、いまや鬼の肉を裂くのに十分な威力を持っていた。

			　――騎士として、精霊使いとして、その身に修めた戦闘技術。

			　――アンデッド・モンスターとしての身体能力。

			　これまで両立しえなかったものが、煩はん悶もんを乗り越えたことで、ついにシランの身の裡うちで統合されたのだ。

			　おれと誓いを交わした騎士、シランの真価がここにある。

			　志も持たない鬼一匹、敵う道理はなかった。

			「が……ぁああ」

			　呻うめき声をあげて、エドガールが地面に膝を突いた。

			　金属質な黒い肌には、数えきれないほどの傷が刻まれていた。

			「ぐ、うぅ……くそが」

			　もはや勝敗は決した。それでも、エドガールは剣を握っていた。

			　殺気は衰えておらず、むしろ気配の凶悪さは増してさえいた。

			「降参する気はありませんか」

			「くそ喰らえ」

			　誠実にシランは問い、エドガールは吐き捨てた。

			「おれは鬼だ。おれが最強だ。だから……」

			　立ち上がり、踏み込む。

			「お前は、死ね！」

			　最後の力を振り絞ったのだろう一撃。

			　鋼の打ち合う音が響き、エドガールの剣が弾かれた。

			「あ……」

			　とっくに、戦鬼の本来の力は失われていたのだった。

			「残念です」

			　鬼の一撃を払った剣を、シランは斬り返した。

			　もはやエドガールに反撃の術はない。

			　騎士の剣が、鬼の形をした災厄を斬り伏せる。それが、この戦いの終結だ。

			　誰もがそう思った。

			　――その寸前に、割り込むものを見るまでは。

			「な……っ!?」

			「ぐ、が……ぐぶっ」

			　シランは短く驚きの声をあげ、剣を受けた人影が血の塊を吐き出した。

			　尻しり餅もちをついたエドガールが、大きく目を見開いた。

			「ゾルターン!?」

			　エドガールの代わりにシランの剣を受けたのは、深手を負っていたはずのゾルターンだったのだ。

			　この場にあった誰もが、彼の接近に気付かなかった。それも当然、他人の意識の隙を突くような動きこそが、彼の得意とするところだったのだから。

			　結果として割り込みは成功し、エドガールは危機を免れた。

			　代わりにゾルターンは、肩口から胸の半ばまでを深々と切り裂かれることになった。

			　切っ先は背中まで抜けている。致ち命めい傷しようだった。
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			「なんのつもりだ……!?」

			　これに激高したのは、守られたエドガールだった。

			　歯を剥むき出しにした彼の怒鳴り声を聞いて、ゾルターンが口元を緩めた。

			「……さて。なぜでしょうね。きっと、強い光に目が眩んだのでしょう」

			　彼は眩まぶしいものを見るような目で、自分を斬ったシランを見詰めていた。

			　その表情には恨みも怒りも後悔もなく、ただ、純粋な決意だけがあった。

			「誰もがわたしを恐れ、疎うとんだ。そんななか、自分を恐れぬ存在は救いだった。たとえ、それが自分のことをどうとも思っていなかったからだとしても、そう感じていたことは事実でした。だから、こうせずにはいられなかったのです」

			　おれたちにはわからない言葉を口にすると、ゾルターンは背後に庇かばったエドガールへと、後ろ手になにかを投げた。

			　黒が混ざった紫の宝玉。それがなにか、エドガールにはわかったらしい。

			「てめぇ……！」

			　宝玉が砕け、黒い影が溢あふれ出した。

			　なにか言おうとしたエドガールの姿が、宝玉から溢れ出した影に覆おおわれた。

			　影が消え去ると、そこに鬼の姿はなかった。

			　張り詰めていた糸がそれで切れたのか、ゾルターンが倒れた。

			「……き、消えた？」

			　予想しない事態に、おれは唖あ然ぜんとした。

			「影に食われた……いや。移動したのか？」

			　どうやら先程の紫の玉は、緊急脱出のための魔法道具かなにかだったらしい。

			　それで、ふと気付いた。

			「……そういえば、トラヴィスたちは村に突然現れたな。あれは、ひょっとして、あの宝玉の力によるものだったのか？」

			「かもしれません」

			　シランが同意した。

			「とはいえ、瞬間移動を可能にする魔法など聞いたことがありません。あるいは、過去の勇者様に所縁ゆかりのある魔法道具かもしれませんね」

			「魔法道具……とすれば、これがひとつとも限らないか」

			「はい」

			　予想できた展開があって、おれは眉を寄せた。

			「だとすれば……」

			「孝弘！」

			　言いかけたところで、名を呼ばれた。

			　こちらに走ってきたのは、トラヴィスと戦っていたはずのロビビアだった。余程、慌てていたのか、乱暴に帯で纏まとめただけの服が乱れて、あられもないことになっている。

			「無事だったか、孝弘!?」

			「ロビビアこそ」

			　体当たりするように抱きついてきた小さな体を受け止めた。

			「元気そうで良かった」

			「ふんっ、当たり前だろ」

			　頭を撫なでてやると、子供扱いに拗すねたように唇を曲げる。

			　しかし、その表情が不意に歪ゆがんだ。

			「悪い、孝弘。トラヴィスの奴は逃がしちまった」

			「……そうか」

			「あの野郎、なんか妙なモン使いやがった。影みたいなのに覆おおわれたと思ったら、いなくなってたんだ」

			　やはりトラヴィスもまた、同種の物品を所持していたらしい。自分の身が危ないと感じて、それを使って逃げ出したのだろう。ロビビアはとても悔しそうな顔をしていた。

			　頭を撫でる手をいつものように振り払わないのは、無意識に甘えているのかもしれない。

			「いいさ。気にするな」

			「孝弘……」

			「別におれたちは、トラヴィスたちを殺したかったわけじゃないからな」

			　おれたちの目的は、誰ひとり欠けずにこの危難を乗り越えることだ。

			　そこを違たがえてはならなかった。

			　パスの感覚を辿れば、リリィとガーベラの気配が近くにあった。別働隊をきっちり壊滅させて、ローズと合流したらしい。ローズも一緒にこちらにやってきているようだから、本隊のほうも片付けたのだろう。

			　トラヴィスが生き残ったところで、配下はほぼ全滅。

			　生き残った者もまともに戦えない。

			　これ以上、襲しゆう撃げきなど考えられる状態ではないだろう。

			　トラヴィスたち聖堂騎士団第四部隊の襲撃を、おれたちは退しりぞけることができたのだ。

			　無論、聖堂騎士団本隊との関係など、あとのことはまた考えなければならないが、当面の時間稼ぎはできたと考えていいだろう。

			　そう判断したところで、地面に倒れていたゾルターンが身じろぎしたのに気付いた。

			「真……島、孝弘。それと、騎士シラン」

			　その口元が動き、くぐもった声が響いた。

			「わっ、こいつ、生きてやがったのか!?」

			　ロビビアが驚きに小さく飛び上がった。それくらいに、ゾルターンは死しに体たいだったのだ。

			「いいんだ、ロビビア。警戒する必要はない」

			　身構えたロビビアに言って、おれはゾルターンを見下ろした。

			　エドガールを逃がしたのは彼の仕業だが、とどめを刺す気にはなれなかった。

			　そもそも、彼にはもはやまともな意識もないようだった。

			「本物の、勇者と騎士よ。気を付け……なさい。この世、には、闇……がある。どう、しようも……ない、現実という名の、闇が……」

			　うわ言のように、ゾルターンは言った。

			「団長の……ハリスン様も、副団長……ゴードン様も、良い方です。しかし、それでも……世界を守……ためには……ですが、あなたたちなら……打ち勝て……ると……」

			　紡つむぐ言葉は、どんどん不明瞭なものになっていき、よく聞き取れない。

			　最後は独り言のようだった。

			「繋、がる心……重なる、魂たましい……ああ。そんな、在り方も……ありえた……のですね」

			　視線はおれたちに直接向けられることはなく、虚うつろな目は彼にしか見えないなにかを見詰めているようだった。

			「それ、だけで……わた……しは……救……れ……」

			　声が途切れて、息がとまった。

			　おれは膝を突いて、こと切れたゾルターンの目を閉じさせた。

			「……」

			　ゾルターンは刃を交えた敵だった。けれど、いまわの際の言葉に嘘うそはないように思えた。本心から彼は、おれたちのことを心配していたように感じられた。

			「闇か……」

			　ゾルターンはなにを知っていたのだろうか。

			　気になるが、その意図を探る手掛かりは、もはやない。

			　ひとつはっきりしていることがあるとすれば、もしもそれが襲い掛かってきたとしても、おれたちなら打ち勝てると彼は信じていたということだけだった。

			「孝弘殿。あれを」

			　シランがおれを呼び、視線を遠くに向けた。

			「ご主人様ー！」

			　その視線の先、こちらにやってくるリリィたちの姿があった。

			　ガーベラがぶんぶん両手を振っているのが見えた。

			　うしろの家からは、どたばたと階段を降りてこちらにやってこようとするケイの足音と、あやめの鳴き声がした。

			　誰ひとり欠けることなく、この戦いを終わらせることができた。

			　いまはその事実を喜ぶべきだろう。

			「……孝弘殿」

			　ロビビアと手を繋いで待っていると、シランが身を寄せてきた。

			　これまでになく距離が近い。

			「誓いを覚えていますか」

			　少し恥ずかしげに微笑しながらも、シランは強く告げた。

			「たとえ、どのような災厄が現れようと、わたしがこの剣で斬り伏せます」

			「……ああ。信じてるよ」

			　向けられた視線に込められた感情に気恥ずかしさを覚えつつ、おれは応えた。

			　おれたちは肩の触れ合う距離感で、仲間たちが無事合流するのを待ったのだった。

		

	
		
			　

			19　蹂じゆう躙りん者のその後

			　

			　まんまと村を逃げ出したトラヴィスは、作戦行動開始前に打ち合わせていた合流地点に向かっていた。

			　一緒に村に侵入した部下たちはひとりもいない。みんなドラゴンにやられてしまった。

			　だが、トラヴィスにはまだ多くの部下がいる。白い蜘く蛛もにかけた『聖眼』の呪縛も解いていない。部下たちと合流さえすれば、立て直すこともできる。

			　そうトラヴィスは考えていた。

			　現実を見るまでは。

			「……なんですか、これは」

			　普段の優美な振る舞いも忘れて、トラヴィスは茫然とつぶやいた。

			　目の前には、20名ほどの彼の部下の姿があった。

			　誰も彼もがボロボロだった。

			「な……なにがあったのです！　誰か、誰か説明をしなさい！」

			　約２００名の聖堂騎士団第四部隊のうち、シランの故郷の開拓村に襲しゆう撃げきをかけて、戻ってきたのはたったのこれだけだった。

			　正面から攻撃を仕掛けた本隊は、ローズの切り札である戦装『ファイアワークス』の二連撃により、大きな被害を出していた。

			　魔法防御をかけ直して再度侵攻したところを、出し惜しみなしのもう一撃。最初よりも被害は少なく済んだものの、魔法防御はそれで解除されてしまった。

			　ここで攻めていれば、実は突破できたのだが、残弾がどれだけあるかなんてことを、彼らが知るよしもない。またしても本隊は一時退却を余儀なくされた。

			　もう一度、攻めてきた本隊に対して、ローズは防衛線を放棄。散発的な反撃によって足留めをしつつ後退していたところにガーベラとリリィが合流し、本隊を撤退に追い込んだ。

			　別働隊にいたっては、誰ひとり戻ってきていなかった。

			　ガーベラとリリィの奇襲から逃げ切れた者も10名程度はいたのだが、彼らが道なき道を進む急襲部隊であったことが災いした。ちりぢりになって必死に逃げる彼らに方角を気にする余裕などあるはずがなく、そのまま遭難してしまったのだ。

			　樹海という土地柄を考えれば、彼らが無事でいられる可能性は絶望的だ。

			　救助があれば話は別だが、そんな余裕はいまの第四部隊にはない。

			　そもそも、隊長であるトラヴィスにその種の発想がなかった。

			「く……くそ！　くそくそくそっ！」

			　トラヴィスは頭を掻かき毟むしった。

			　部下が死んだこと自体は、彼にとってどうでも良いことだった。しかし、総体としての第四部隊が壊滅状態に陥ったのはまずかった。隊長である自分の立場がなくなるからだ。

			　トラヴィスという男は、これまで栄光の道を歩んできた。

			　生まれ持った異能。優れた戦闘センス。他人を陥れてなにも感じない精神性。それらすべてが彼を高みへと押し上げた。聖堂騎士団第四部隊の隊長という、世界でも最高クラスの名誉でさえ、当然のものだとトラヴィスは認識していた。

			　まだ上に数名の隊長がいるのは腹立たしいが、いずれは引き摺ずり下ろしてやろうと心に決めていた。

			　しかし、その栄光の道はここで途切れた。

			「こんなことがあってたまるか！」

			　これはいったい、誰のせいだ？

			　ぐるりと視線を巡らせると、トラヴィスは本隊の指揮を任せていた騎士を殴り付けた。

			「お前の！　お前のせいだ！　どうしてくれるのです！」

			　抵抗を許さずに、追撃の蹴りを入れた。悲鳴をあげる騎士を、何度も何度も痛めつけた。

			　他の騎士たちが暴行を制止することはなかった。誰かを庇かばうような性質を彼らは持ち合わせていなかったし、なにより自分にその怒りが飛び火することを恐れていたからだ。

			「……なにしてやがるんだ？」

			　エドガールが帰ってきたのは、そんなときだった。

			「エドガール＝ギヴァルシュ……戻ったのですね」

			　血走った眼で、トラヴィスはエドガールを睨にらみ付けた。

			「……遅かったですね。わたしたちのもとを離れたあとで、どうしてすぐに合流しなかったのですか」

			「真島孝弘とシランに遭そう遇ぐうしていた」

			「殺したのですか」

			「見ての通りだ。失敗だよ」

			「ゾルターンはどうしましたか」

			「死んだ」

			　エドガールは木の根元に座り込んだ。

			「そうですか。それで、あなたはひとりでおめおめと帰ってきたわけですか」

			　どの口が言うのかという発言だったが、それを指摘する者はいない。

			　エドガールもまた、なにも言うことなく地面を見詰めていた。

			　その体にいくつもの刀傷があるのを見て、トラヴィスはせせら笑った。

			「大口を叩いておいて、そのザマですか。死にかけの女ひとり殺せなかったとは『戦鬼』も程度が知れますね」

			　使えない、とトラヴィスは頭のなかで毒づいた。

			　強力な『戦鬼』の能力だが、それもまた制約がある。ある程度、力を使ってしまうと、しばらくは発動できなくなってしまうのだ。

			　どいつもこいつも使えない。使えない奴ばかりだ。

			　トラヴィスはこの場にいる全員を罵ば倒とうしたい気持ちを抑え付けた。

			　まだだ。落ち着け。まだ返り咲く手はある。

			　トラヴィスには『考え』があった。

			「……エドガール＝ギヴァルシュ。挽ばん回かいのチャンスをあげましょう」

			　優しげな声で、目だけは凍り付いたまま、トラヴィスは言った。

			　エドガールにはまだ使つかい途みちがある。

			　そう計算が立てば、外面などいくらでも変えられるのがトラヴィスという男だった。

			「このままでは、あなたも腹の虫が収まらないでしょう。『戦鬼』の名が汚れたままでよいのですか」

			　口調こそ穏やかではあるものの、実質、それは煽あおる言葉だった。

			　けれど、声をかけられたエドガールは座り込んだままだった。

			　トラヴィスは不審に思った。

			　エドガールは気性の激しい男だ。敗北を笑って受け入れられるような性格ではない。いまの状況なら、怒り狂っていてもいいはずだった。

			　それなのに、妙に大人しい。

			　まさか意気消沈してしまっているのだろうか。

			　だとすると、困る。

			　馬鹿は馬鹿のまま、暴れ回ってくれなければ困るのだ。

			　これではまずいと、次にかける言葉をトラヴィスは考え始めた。そのときだった。

			「……ああ。そうだな。落とし前はつけなくちゃならねえ」

			　低くこもった声で、エドガールがつぶやいた。

			「許しはしねえよ」

			　返答があったことに安あん堵どするよりも、その声にこめられたものに、トラヴィスはぞっと背筋を凍らせた。エドガールは消沈などしていなかった。むしろその逆。これ以上ないくらいに、深く怒り狂っていた。

			「おれは強い奴と戦いたかった。ああ、そうだ。この力を存分に発揮したうえで、ぶっ殺してやりたかったんだ。負けて殺されるのは、確かに屈辱さ。だが、こんなふうにおめおめと生き残らされるなんてのは、それにも勝る最大の恥辱だ」

			　どろどろとした負の感情が溢あふれ出す。鬼の姿になどなっていなくとも、エドガール＝ギヴァルシュは鬼であるのだと周囲に知らしめるような、恐ろしい気配だった。

			「この落とし前、絶対に付けさせてやる」

			「エドガール……」

			　トラヴィスは現在のエドガールの状況を見て取って、内心でほくそ笑んだ。

			　しかし、それをおくびにも出さなかった。

			「ええ。そうです、邪悪なモンスター使いや、醜しゆう悪あくなグールごときに、誇りある戦鬼が負けるなど許せることではありません」

			　歩み寄り、トラヴィスはエドガールに手を差し出した。

			「ともに真島孝弘を殺しましょう。わたしが、その場を準備してさしあげます」

			　燃え上がるような怒り。この感情は使える。

			　強い怒りの感情は、ときに向こう見ずで捨て鉢ばちな行動を取らせて、通常では出せない爆発的な力を生む。

			　当然、それ相そう応おうのリスクは伴うが、そんなことはトラヴィスの知ったことではない。

			　わたしのために命を燃やせ。使い潰してやる。

			　それこそが、お前の――

			「――悪いが、お断りだ」

			「え？」

			　これから先の算段を付け始めていたトラヴィスは、返ってきた拒絶の文句に虚きよを突かれた。

			　ほんの一瞬の思考の空白。その隙間を、鬼の凶刃が走った。

			「ぎっ!?　ぎゃああああああ!?」

			　耳をつんざく絶叫があがった。

			　もんどりうって倒れたトラヴィスが、両手で顔を押さえて転がり回った。

			「あ、ぁあっ、ああああああ――ッ!?」

			　地面に赤い血が飛び散った。もっとも、まともに一太刀受けた割には出血は多くない。少なくとも、これで死んでしまうような傷ではない。

			　しかし、その一撃は取り返しのつかないものを奪っていった。

			「目ぇ!?　わたしの目がぁああアァアアア!?」

			「言ったはずだぜ。落とし前は付けさせるってな」

			　ゆらりとエドガールが立ち上がった。

			「そもそも、今回の一件は全部、てめぇが発端だろうが」

			　恐るべきは、その剣の冴さえか。油断があり、虚きよを突かれたとはいえ、『聖眼』から両目を奪ってみせたのだ。

			　突然の凶行に、その場の騎士たちはひとりも動けない。絶句した彼らが見詰める先、エドガールの手にした剣の切っ先は血で濡れて、無表情のなか目だけがぎらぎらと危うい光を宿している。その様は、まるで幽鬼だった。

			「あっ、あああああ――ッ！　狂ったか、エドガァアアアアアルッ!?」

			「うるせえよ」

			　のたうち回るトラヴィスの頭を、エドガールは無感動に蹴り飛ばした。

			「ぶげっ、ぎ……がはぁ」

			　折れた歯がぼろぼろと地面に落ちた。

			　悶もん絶ぜつするトラヴィスのもとに、エドガールは歩み寄った。

			「理不尽だなんて言うなよ。これまで散々、他人にそれを押し付けてきたのはお前だろうが」

			「は、がぁ……」

			「安心しろ。殺しはしねえよ。お前には利用価値があるからな。ちゃんと使い潰してやる」

			　トラヴィスを見下ろして、エドガールは冷え切った声を落とした。

			「正直、おれはこういうやり方は好きじゃねえ。だが、これまで十分に傍そばで見せてもらってきたからな。やり方は知ってる。なぁ、トラヴィスよォ」

			　名誉も地位も金も求めない都合のいい戦力として、トラヴィスはエドガールを傍に置いてきた。結果として、エドガールはトラヴィスのやり方をよく知っていた。好きでもないし得意でもないにしろ、その真似事くらいなら、確かにやろうと思えばやれるだろう。

			　殺しはしないとエドガールは言った。

			　使い潰すとも言った。

			　それはつまり、地獄である。

			　目を失ったトラヴィスの顔が、痛み以外のもので引き攣つった。

			「ぁ、あ……待っ……！」

			「いまは寝とけ」

			　命乞いをしようとしたトラヴィスの頭を、再びエドガールはボールのように蹴り飛ばす。

			　トラヴィスがついに沈黙した。

			　その腕を掴むと、エドガールはトラヴィスを引き摺ずって歩き出した。

			　その場にいた誰も、自分たちの隊長を助けようとはしなかった。戦鬼の矛ほこ先さきが自分に向かないことだけを願うのに必死だった。

			　だから、その言葉を聞いても、反応のひとつもできなかったのだ。

			「……なにが勇者だ」

			　絞り出すような声だった。

			「満足そうに死にやがって。勝手なことしてるんじゃねえよ」

			　それは、ぶつけるもののない恨み言か。それとも、他のなにかだったのか。

			「落とし前は付けてもらうぜ、ゾルターン。お前にもだ……」

			　トラヴィスを引き摺るエドガールの姿は、森の奥に消えていった。

		

	
		
			　

			20　ふたりだけの特別な関係

			　

			「孝弘殿。少しよろしいでしょうか」

			「シランか。いいよ。入ってくれ」

			　ベッドで横になっていたおれは、上体を起こして、部屋を訪れたシランを迎えた。

			　部屋に足を踏み入れたシランが、特別な親しさを滲にじませた笑顔を向けてくる。

			「お体の加減はどうですか」

			「問題ないよ。みんなして、おれを病人扱いするんで困ってる」

			「いかんぞ、主殿。体調が悪いのは事実であろうが」

			　苦笑をこぼしながら返すと、ベッドの脇に座り込んで話し相手になってくれていたガーベラが、唇を尖らせた。

			「体調不良って……ちょっと血が足りなくて、魔力をぎりぎりまで使ってしまったってだけだろう？」

			「使ったというか、吸われたのだがな」

			「その、ご迷惑をおかけしています……」

			　血を吸った張本人であるシランが、羞恥に身を小さくした。

			　ガーベラが首を傾げた。

			「別にお主が謝るようなことではないと思うがの。飢うえ死に寸前で、目の前にご馳走を広げられたのだから、襲い掛かっても当然と言えよう」

			「い、いえ。別に襲い掛かってはいないのですが……」

			　蚊の鳴くような声で言って、シランはますます身を縮めた。

			　なにかを思い出してしまったのかもしれない。

			　女の子としての経験値の乏しいシランは、とても初心うぶだ。そんなふうに反応されてしまうと、こちらまで恥ずかしくなってしまう。

			「おお、そういえば、そうだったの」

			　ガーベラがこくりと頷うなずいた。

			「感心したぞ。妾わらわなら我慢できる自信がないからの。いまも割と我慢しとる」

			「我慢する対象が変わってないか？」

			　なんの話をしているのか。

			　おれが半眼を向けると、ガーベラは目を逸そらした。

			「と、ともかくだ。人の身は限界まで酷使したあとはそう簡単には回復せん。きちんと養よう生じようせねばならんぞ、主殿。今日は大人しくしておれ」

			「……わかったよ」

			「というか、目を離さぬようにと加藤殿から言い含められておるのだ。下手に動き回られると妾が叱られかねんから勘弁してくれ……」

			　頭を抱えて、ぷるぷるするガーベラ。

			　相変わらずの関係のようだが、これで意外と仲が良いのだからわからない。

			「ともあれ、シラン殿はなにをしに来たのかの？」

			　気持ちを切り替えたらしく、ガーベラが尋ねた。

			「ああ、はい。それはですね、孝弘殿に……」

			「あ！　わかったぞ。そういうことか！」

			　ぴこんっと音がしそうな様子で、ガーベラの顔に理解の色が浮かんだ。

			　ちなみに、その理解が正しいものかどうかは、また別の話である。

			「妾、ちょっと席を外しておるな！」

			　そう言うと、ガーベラは畳んでいた蜘く蛛も足を広げた。

			　彼女にとっては狭い廊下へと、意外な器用さを発揮して出ていく。

			　ああした姿を見ていると、蜘蛛なんだなと改めて思ったりした。

			「なにか勘違いをしているみたいだな」

			　というか、おれのことを見ているように加藤さんに言われたのではなかったのだろうか。

			「まあいいか。それで、シランはなんの用で来たんだ」

			　おれはシランに水を向けた。

			「はい。村の状況をお伝えしに来たのです。お時間よろしいですか」

			「見ての通り、時間はあるよ。詳しく聞かせてくれるか」

			　シランに椅子を勧めると、村の現状について話を聞くことにした。

			　まずは村人たちについて。

			　保護した重体の村人たちは、そのうち４名が命を繋いでいた。

			　もともと無事だったデニスほか２名、子供たち９名と合わせて、これで16名の村人を助けられたことになる。

			　とはいえ、これは村を維持できる数ではない。モンスターが現れた時点で全滅してしまうレベルだ。普通であれば、危険を承知で即座に別の村に移住を検討するところだった。

			　しかし、いま村にはおれたちがいる。ノーマル・モンスターレベルならなんなく撃退できるし、急いで村を離れる必要はない。今後の状況によっては、移住する必要も出てくるだろうが、そのあたりは隣のラファ村と相談しつつ決めていくかたちになるだろう。

			　現在は、リリィが怪け我が人の世話、ロビビアとあやめは村の外の警備、ローズと加藤さんは村の設備の補修を担当し、シランとケイは生き残った村人たちと今後について話し合いを進めていた。

			「ここに来る前にひと回りしてきましたが、どこも順調なようです」

			「それはよかった。聖堂騎士団が来る様子もないし、ひとまずは安心できそうだな……」

			　……ただ、多少、気になることもあった。

			　戦いが終わってほどなくして、ガーベラにかかっていた『聖眼』の呪縛が解けたことだ。

			　ロビビアは『聖眼』のトラヴィスを取り逃がしたと言っていたし、ここでガーベラの呪縛が解けるのは予想外だった。

			　おれたちにとっては好都合だが、なにがあったのかと気にはなった。

			　無論、トラヴィスが対象の数に制限がある能力を自分から切ったのかもしれないし、距離に限界があった可能性もある。これについては、あまり考えていても仕方がないだろう。

			　聖堂騎士団について考えるなら、戦力の大半を失ったトラヴィスのことより、本隊と和解することのほうが重要だった。

			　ただし、これにはどのように聖堂騎士団の上層部に連絡を取り付けるかという問題がある。

			　ひとつの方策として、おれはアケル王家にまず連絡を取ることを考えていた。

			　今回の一件での被害者であるケド村の住人たちはアケルの国民だ。アケル王家は、事件の関係者と言える。トラヴィスの暴走で傷付いた村人たちへの補償も含めて、話し合いの場を設もうけるべきだろう。

			　もっとも、それにしたところで時間はかかる。しばらくは村の手助けをしつつ、休息のときだった。

			「あの、孝弘殿？」

			　そんなことをつらつら考えていると、シランが声をかけてきた。

			「なんだ」

			　思考を打ち切って尋ね返す。すると、なぜか視線を逸らされた。

			「どうした？」

			「いえ。その……言いづらいことなのですが」

			　いかにも歯切れの悪い口調だった。

			　なんだろうかと首を傾げていると、ぽつぽつとした口調でシランは続けた。

			「昨日の戦闘で、わたしはエドガールと剣を交えました。全力を出さなければならない、容よう易いならざる敵でした」

			「ああ。そうだな。見事な戦いだった」

			「ありがとうございます。……あ、いえ。そういうことではなくて、ですね」

			　言葉を交わす間も、シランはきゅっと眉を寄せていた。

			　目は終始、泳ぎっぱなしだ。見るからに挙動不審であり、その表情には恥じらいがあった。

			「言いたいのは、全力で……というところでして。それはつまり、魔力をそれなりに使ってしまったということになるわけで、ですね」

			「……つまり、なんだ」

			　およそ状況が掴めて、おれもまた恥ずかしさを覚えた。ガーベラの気遣いは、意外と的を射たものだったのかもしれない。

			「お腹が空いたってことか？」

			「……はい」

			　消え入りそうな様子だった。

			「た、ただお腹が空いたというだけではなくて、ですね……それだけなら良かったのですが、またトラヴィスが襲ってくる可能性がゼロではない以上、戦力的な意味でも、いまは魔力不足でいてはならないとも考えまして……わたしも悩んだのですが」

			　女の子の部分が大きく表に出ている一方で、生真面目な騎士としての判断も共存しているのがシランらしかった。

			「いや。別に、お腹が空いただけでも来てくれていいんだが……」

			「で、ですが、孝弘殿の体調も完調とはいきません。現状を考えると、やはり孝弘殿の体調もなるべく万全に保っていなければならないでしょう？」

			「ああ、うん。それもそう……だな。なにがあるかわからないのは、確かに」

			「昨日の今日では、血もまだ足りてはいないでしょう。ですから……その、別の方法で当座をしのぐ、と言いますか……そうすれば、血ほどではないにせよ、剣を振るえる程度にはなるのではないかと……」

			　戻ってきたシランの目が、おれの唇をちらりと見て、すぐに逸らされた。

			　それが限界だったのか、口元を手で隠すようにしてシランは黙り込んでしまう。

			　とはいえ、ここまで言われれば、なにをしようと言いたいのかは明らかだった。

			「……」

			　落ち着かない沈黙が部屋に落ちた。

			　たとえばこれがリリィなら、さらりとおねだりしてしまうところなのだろうが、立場の違いを差し引いても、シランにそれは性格的に難しかったのだろう。それでいて、下手に真面目な性格をしているものだから、このままだといけないと思ったら、どれだけ恥ずかしくても行動せずにいることはできなかったに違いない。

			　おれも似たような性格だから、そのあたりはよくわかった。

			　……まあ、お互いに似たような性格だから、こうしてぎこちない感じにもなってしまっているのだが。

			　リリィにしろ、ガーベラにせよ、積極的な性格だから、こういうのは初めてだ。

			　当然だが、シランはリリィでもガーベラでもない。シランとの関係は、おれたちふたりで築き上げなければならないものだ。

			　昨日、おれは騎士としてのシランの気持ちには応えた。けれど、女の子としての気持ちにはまだ答えを返していない。これでは不十分だ。昨日はそれどころではなかったけれど、いつまでも返事を保留しているのも不誠実だろう。

			　おれはベッドから抜け出すと、その端に座り直した。

			「孝弘殿……」

			　潤んだ目を向けてくる彼女の頬ほおに手を添えた。

			　冷たくも滑らかな頬を撫なでると、嬉しそうにシランは目を細める。

			　ひとつきりの蒼あおい瞳ひとみを見詰めて、おれは告げた。

			「聞いてくれ、シラン。おれは――」

			　

			　これまで何度もすれ違った。

			　気付かないこともあった。

			　勘違いしたこともあった。

			　だからこそ、もうそんなことがないように。

			　はっきりと、おれたちは想いと気持ちを伝え合った。

		

	
		
			　

			番外編　少女初心者　～シラン視点～

			　

			　トラヴィスが率いる聖堂騎士団第四部隊の襲しゆう撃げきから、しばらく経った夜のことだった。

			「あ。シランさん。見っけ」

			　声をかけられて、居間で話をしていたわたしは振り返った。

			　屈託のない笑顔を浮かべたリリィ殿が、廊下から居間に入ってくる。その目が、わたしの話し相手に向けられた。

			「お話し中にごめんね、デニスさん」

			「いえ。丁度、話は終わりましたので」

			　デニスは丁寧に返した。すでに彼はリリィ殿の正体を知っているが、応対する態度には、侮あなどりも恐れもない。その顔には、命を助けられたものが抱く素直な好意だけが浮かんでいた。

			「それでは、シランお嬢様、これでわたしは失礼します」

			　改めてこちらに向き直ると、デニスは一礼した。

			「つまらない話でお時間を取らせてしまい、申し訳ありませんでした」

			「応えてあげられなくてごめんなさい」

			「いいえ。お嬢様のお考えはわかりました。わたしも納得しましたので」

			　笑顔を浮かべて、デニスは去っていく。

			　すれ違った彼を視線で追ったあとで、リリィ殿がこちらに疑問の目を向けてきた。

			「えっと、なにか深刻なお話だった？　あ。訊きいたら駄目ならいいんだけど……」

			「いえ。そういうわけではありません」

			　気を遣わせてしまったらしい。わたしは軽く手を振った。

			「大した話ではないのです。デニスがわたしに、この村の長となってほしいと」

			「へえ。シランさんが村長さんにね……って、大事じゃない！」

			　リリィさんは軽く目を見開くと、小さく叫んだ。

			　その反応に苦笑を零こぼしつつ、わたしは付け加えた。

			「と言いましても、断りましたので」

			「あ。断ったんだ。そういえば、そんな感じのやりとりだったね。でもどうして？」

			「そもそも、筋が通りません。跡あと目めはケイですから」

			　若くして亡くなりさえしなければ、本来は兄が村長になっているはずだった。ケイは兄の子供で、正統な跡継ぎだ。わたしとそう歳が離れているわけでもない。無用の混乱を招くような真似をするつもりはなかった。

			「それに……そうでなくても、わたしは断ったでしょう。長としての責任を果たす自信はありませんので」

			　わたしが続けると、リリィ殿は意外そうな顔をした。

			「そんなに難しいお仕事なの？」

			「いえ。そういう意味ではありません。確かに、村長の仕事は楽なものではありませんが、どちらかといえば、これは誠意の話です」

			「誠意？」

			「いまのわたしは、他のなにより前に、孝弘殿の騎士ですので」

			　わたしはすでに自身の在り方について誓いを立てた身だ。騎士の誓いは、他のなにより優先される。

			　無論、かといって、ケド村のみんなが大事な同どう胞ほうであることに変わりはないし、蔑ないがしろにするつもりはない。そこはなにも変わらない。加えて言えば、孝弘殿は十分にケド村の今後に配慮してくれるだろうと確信もしている。だが、それはこの際、問題ではないのだ。

			「村長という村のことを第一に考えなければならない役職に、いまのわたしは相応ふさわしくありません。その責任を負うことは、村にとって不誠実と言えるでしょう」

			「ああ。責任を果たす自信がないって、そういう意味だったんだね」

			　リリィ殿はきょとんとしたあとで、ほうと吐と息いきをついた。

			　魅力的な双そう眸ぼうに、悪戯いたずらっぽい光が宿った。

			「それはまた、なんというか、すごい惚気のろけだね？」

			「のろっ……」

			　わたしは絶句した。思わぬ言葉が出てきて、動転してしまったのだ。

			「い、いえ。リリィ殿。これは、そういうことではなくてですね……」

			　弁明しようとするが、うまく言葉が出てこない。

			　わたわたしていると、リリィ殿が笑みを零こぼした。

			「ふふ。わかってるよ。冗談だってば」

			「そ、それならよいのですが……」

			　しどろもどろで弁明をしていたわたしは、ほっと胸を撫なで下ろした。

			　わたしがひとりの少女としての自身を認めたのは最近のことで、恋をしたのは初めてだ。女の子としての経験が足りておらず、こうした場面では如によ実じつにそれが現れてしまう。これくらいの冗談には軽く返せればいいのだが、どうにもうまくいかなかった。

			　気を取り直して、話を続ける。

			「ともあれ、村はこの有様ですので、いまのはもしも復興を目指すのならばという話ですね。そうなったのなら、わたしは村の外から支援をするつもりです」

			　孝弘殿の騎士であっても、村のためにできることはある。というより、村に縛られずに動けるぶん、できることは多いくらいだろう。デニスからの提案は断ってしまったが、別の方法で彼の望みは叶かなえるつもりだった。これはデニスにも伝えてあって、納得してもらったところで、リリィ殿がやってきたというわけだった。

			「そういえば、リリィ殿はどうしてここに？」

			「あ。そうだったね」

			　ふと思い出して尋ねると、リリィ殿は両手を合わせた。

			「いまの話にも少し絡むんだけど、リアさんの予定が決まったから伝えにきたんだよ」

			「伯母様の？　というと……」

			「うん。明日にはラファ村に一度帰ることにしたってさ」

			「そうでしたか。わざわざありがとうございます」

			　現状、村は小康状態にある。怪け我が人の容態は落ち着き、とりあえず生活を送るには不便のない程度に諸もろ々もろ整理がついて、部下の大部分を失ったトラヴィスの襲しゆう撃げきは当面考えづらい。この間に、リア伯母様は隣のラファ村に戻ることを検討していた。

			　目的は、メルヴィン伯父様とケド村の今後について相談することだ。それに加えて、ディオスピロに駐留する軍を介して、アケル王家へ連絡をしてもらう予定だった。

			　今回の一件はアケル国内での問題だ。本来なら王家の対応すべき案件であり、孝弘殿は王家の代わりに事態に対応した一面もある。情報共有の必要があり、可能なら協力して足並みを揃えるべきだった。

			　また、村としても、事態を伝えたうえで国に援助を求める必要があった。先程の話にもあったが、ケド村を再興するのか、あるいは、村を放棄して生き残りをラファ村に移住させるのか、このあたりの判断は、国の援助が得られるかどうかで流動的に変わってくるだろう。

			　逆に言えば、そのあたりが固まるまで、わたしたちは身動きが取れない。

			「王家と連絡を取るにしても時間がかかりますからね。動くのは早いほうがいいでしょう」

			「そうだね。それにしたところで、しばらくかかることには違いないし。やれることをやりつつ、村に滞在するってところかな」

			「その間、みなさんには村を保護してもらうかたちになりますね」

			　わたしは溜め息をついた。

			「なにからなにまで頼り切りになってしまうのは心苦しいところですが、いまはそうするほかありません。本当に、どのように恩をお返しすればよいものやら……」

			「あー、駄目だよ、シランさん」

			　わたしの言葉にかぶせるように、リリィさんが言った。

			「そんな他人行儀な」

			　唇を尖らせる。子供っぽい仕草とは裏腹に、その目は真しん摯しにわたしを戒いさめるものだった。

			「ご主人様だって、そんなふうに思ってないよ」

			「……そうですね」

			　わたしは素直に頷うなずいた。

			　こういうところが、わたしの悪いところなのだろう。わかってはいても、なかなか悪あく癖へきは抜けない。こうして注意してもらえることはありがたかった。

			「気を付けます」

			「ん」

			　わたしが言葉を受け入れると、柔らかな笑顔でリリィ殿は頷うなずいた。他の眷けん属ぞくたちの姉らしい、包容力のある仕草だった。

			　思えば、わたしもある意味で彼女の妹と言えるのか。これまではそんなふうに考えたことはなかったが、いまのわたしはモンスターである自分自身を否定していない。それはつまり、リリィ殿たちとの繋がりを認めるということでもあった。

			　ここ数年はケイの保護者として、姉のように振る舞ってきたが、幼少期のわたしは兄様の妹として日々を過ごしていた。懐かしい気持ちになっていると、リリィ殿が話を戻した。

			「それで、ケド村までのリアさんの護衛なんだけど、ご主人様の判断で、わたしとロビビアがついていくことになったよ。ちょっとロビビアは不満そうだったけどね」

			「孝弘殿と離れることになりますからね。わたしが行くことができればよかったのですが」

			「仕方ないよ。いまのシランさんは、ご主人様の傍を離れられないんだし」

			　寄生しているアサリナや、契約により一体になっているサルビア殿ほどではないが、現状、わたしという存在の孝弘殿への依存度はかなり高い。戦闘なしで数日程度なら問題ないだろうが、いざというときに備えるなら、傍を離れないほうが無難だった。

			「離れたら弱体化の懸け念ねんがあるけど、逆にご主人様の傍にいさえすれば、シランさんの戦闘能力はわたしたちのなかで最高クラスだもの。数日とはいえ、わたしがご主人様のもとを離れる以上、シランさんにはご主人様の傍についていてもらわないとね」

			　わたしたちのなかで、特に高い戦闘能力を持つのが、リリィ殿にわたし、それとガーベラ殿の３人だ。常に安定して高い戦闘能力を維持できるのがガーベラ殿。瞬間的な戦闘力では、契約精霊の補助をアンデッドモンスターの力に乗せられるわたし。対応できる敵と状況の幅広さ、『魑ち魅み魍もう魎りよう』の一撃の威力ならリリィ殿が優れている。

			　このうちのふたりを残しておくというのは、妥当な判断だ。理屈では、そう理解できる。しかし……。

			「どうしたの、シランさん。難しい顔してるけど」

			「いえ。なんと申しますか、少し気が引けまして」

			　歯切れの悪いわたしの返答を聞いて、リリィさんは目を丸めた。

			「気が引ける？　どういうこと？」

			「孝弘殿の傍にいられるのは、その……わたしにとって嬉しいことですから」

			　リリィ殿は一拍置いて、ああと頷いた。

			「自分にとって都合がいいことだから、気が引けてるってこと？　なんだ、そんなの別に気にしなくていいのに」

			　あっさりした口調だった。

			「しかし、リリィ殿……」

			「あ。別に気を遣っているわけじゃないよ？　それはまあ、わたしだってご主人様の傍を離れるのは嫌だけど、埋め合わせはしてもらう予定だから」

			「埋め合わせ、ですか」

			「えへへ。甘えられる口実ができたというか、差し引きすればプラスかも？」

			　可か憐れんな顔立ちに笑みが浮かんだ。そのまま擬ぎ態たいが解けてしまいそうなくらいに、幸せそうな表情だった。嘘うそを言っているようには見えない。

			「……そうですか」

			　この分だと、どうやらわたしの気の回し過ぎだったらしい。

			　というか、なにを要求するつもりなのかはわからないが、孝弘殿がとても大変なことになる予感がしてならなかった。

			　ちょっと心配だった。そして、少なからず羨うらやましい。

			　告白こそしたものの、わたしは魔力供給の口実なしには、孝弘殿と親密に接することができていない。リリィ殿みたいに、もっと積極的に接したい気持ちはあるけれど、どうすればいいのかわからない。どうしても及び腰になってしまう。騎士として勇敢に戦うことと、ひとりの女の子として勇気を出すことはどうにも勝手が違っていて、つい溜め息が出てしまう。

			「……」

			　気付けば、リリィ殿がこちらを見詰めていた。

			「どうかなさいましたか」

			「……ううん。なんにも」

			　リリィ殿はかぶりを振った。

			　なにかありそうな素そ振ぶりだったが、触れるつもりはないらしい。彼女は話を変えた。

			「それにしても、シランさん。そんなだと、ちょっと心配だよ」

			「なにがでしょうか」

			「いまの気が引けるって話もそうだけどさ、シランさん、遠慮しがちだから。ご主人様からの魔力供給、遠慮してたりしないよね。血はもちろんだけど、ちゅーのほうも」

			「い、いえ、さすがにそれは」

			　あけすけに言われてしまって、少し狼狽うろたえた。

			　とはいえ、返答自体に嘘はない。魔力欠乏で孝弘殿たちに多大な迷惑をかけてしまったのは、つい先日のことだ。自身の心の問題にけりを付けた以上、同じ轍てつを踏むつもりはない。

			　実際、勇気を振り絞って、孝弘殿にキスを介した魔力の供給を頼みもしていた。

			「あ。ですが、そういえば……」

			「ん？　なにかあるの？」

			　ふと思い出したことで漏れたつぶやきに、リリィ殿が反応した。

			「ええっと……いえ。これは別に、遠慮がどうこうという話ではありませんので」

			「いいよー。なんでも言って。相談だったら乗るから」

			　本当にいいのだろうか……と、気が引けてしまうのが悪い癖くせか。

			　さっき言われたことを思い出して、わたしは躊躇ためらいながらも口を開いた。

			「ご存知の通り、わたしは体温を失っています。ですので、その、孝弘殿と触れ合った際に、不愉快な思いをさせなかったかどうか、少し気になっていまして」

			　リリィ殿はきょとんとした。

			「そんなことないと思うけど」

			「そうでしょうか」

			「うん。絶対にないよー。ご主人様、そんなこと気にするタイプじゃないし」

			　確信があるのだろう。リリィ殿は言い切って、ふと思案顔になった。

			「……って言っても、不安なものは不安だよね。シランさんは境きよう遇ぐうが境遇だし。人それぞれ、気になることは別だしね」

			　こちらの心情に理解を示したうえで、考える素そ振ぶりを見せる。

			「あ」

			　不意に、その表情が明るくなった。なにか思い付いたらしい。

			　それと同時に、ほんの少し悪戯いたずらっぽい笑みが浮かんだ。その意図が気になったが、尋ねる前にリリィ殿はこちらを向いていた。

			「解決するのは簡単だよ。つまりね――」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「シランさん？」

			　扉が開くと、真菜殿が顔を出した。やや幼い顔立ちに、不思議そうな表情が浮かぶ。

			「なにかありましたか」

			「ちょっといただきたいものがありまして」

			　あのあと、わたしはリリィ殿と別れると、ローズ殿に割り当てられた部屋を訪れていた。

			　いつものように、ローズ殿は真菜殿と話をしながら作業をしていたようだ。本当にこのふたりは仲がいい。

			「真菜殿がいるならよかったです。探してほしいものがあるのですが、よろしいですか」

			「かまいませんよ。なんですか」

			　真菜殿は旅の間、荷物の管理をしてくれている。探し物があるなら、彼女に頼むのが手っ取り早い。

			　頼んで出してもらった品々に、ローズ殿が視線を落とした。

			「入浴用の桶と魔石ですか」

			「はい。お借りしてもよろしいでしょうか」

			「ええ。かまいませんよ。予備も含めていくつか作ってありますので。持って行ってしまってもかまいません」

			　快くローズ殿は頷うなずいた。

			「それにしても、シランさんがこれを使うのは珍しいですね」

			「そうですね」

			　確かにわたしは、ほとんど入浴をしない。必要のあるときは水で済ませている。今更、風邪をひくわけでもないし、血行がよくなるわけでもないので入浴の気持ち良さもないからだ。

			　そんなわたしが、こうしてローズ殿の部屋を訪れたのは、リリィ殿の提案によるものだった。体が冷たいのなら、外から温めてやればいい。非常に単純な方法で、どうして思い付かなかったのか不思議なくらいだった。

			　その点、ローズ殿の作ったこの道具は都合が良い。魔力さえ流せば、体温よりも少し高いくらいのお湯を作ってくれる。わたし自身も魔法は使えるけれど、こういう単一の機能については、調節の手間が省ける魔法道具のほうが手軽だ。

			　もっとも、わたしのそうした普段とは違う行動は、気を引くものになってしまっていたらしい。ローズ殿が尋ねてきた。

			「なにかあったのですか。汚してしまったというわけでもなさそうですが」

			　視線がちらりとわたしの体に向けられるが、清潔にはしているので特に汚れてはいない。わたしはただ、体を温めたいだけなのだ。しかし、そうした事情を詳しく説明するのは、口付けという方法を考えれば恥ずかしかった。

			「ちょっと必要がありまして」

			　誤ご魔ま化かすように言って、わたしは踵きびすを返した。

			「それでは、わたしはこれで。孝弘殿に用がありますので」

			　そそくさとこの場から去ることにする。

			　ローズ殿は不思議そうにしていた。

			「ご主人様のところに……？」

			「ローズさん。そのあたりについては、あとでわたしがお話をしますので」

			　真菜殿が言った。

			　どうやら彼女はわたしの事情に察しを付けて、説明役を引き受けてくれたらしい。それも恥ずかしくはあるが、自分の口で話すほどではなかった。

			　正直、真菜殿がどうやって事情を察したのかはまったくわからなかったが、状況などから推察したのだろうか。さすがだと感心しながら、わたしは部屋をあとにする。

			　部屋を出ていく背中越しに、真菜殿の声がかかった。

			「頑張ってくださいね」

			「え？」

			　予想しない言葉だった。

			　頑張らなければならないようなことは特に思い当たらない。意味がよくわからなかった。

			　しかし、そのときにはすでに、後ろ手に扉を閉めてしまっていた。

			　少し不思議に思ったが、わざわざ尋ねに戻るほどのことではない。それに、今度こそ説明をする羽目になっても困る。

			　気にしないことにして、わたしはローズ殿から譲り受けた入浴セットを抱えると、いそいそと自分の部屋に戻ったのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　大きな桶にお湯を溜めて、体を沈める。

			　そのあとでぎりぎりまでお湯を足して、なるべく全身くまなく浸かるようにする。

			　実のところ、温まっている実感は乏しい。この体は温覚がにぶいからだ。他人の体温だけは例外的に感じることができるが、恐らくこれはアンデッドの特性で、生命力とか魔力だとか言われるものを温もりと誤認している可能性もあった。

			　暑さ、寒さ、温かさに、冷たさ。いずれもいまのわたしにとっては遠いものだ。こうした感覚のずれというのは、精神的にきつい時期もあって、いま思えば、そのあたりも入浴を控えていた理由のひとつなのかもしれない。

			　乗り越えたいまはさして気にはならず、むしろ別のところに意識が向いた。

			「……傷だらけ、ですね」

			　顔の右面に触れると、濡れた肌に刻まれた傷跡があった。

			　アンデッドになってから、跡形もなく傷は修復するようになったが、それ以前の傷跡は残っている。あのチリア砦とりででの戦いでは、左腕は切り落とされ。脇腹は深々と切り裂かれ、胸の膨ふくらみの間には剣を突き刺された。そのすべてが大きな傷跡となって、この体には残っている。もちろん、それ以外にも樹海で戦ってきた間についた傷は多い。

			　騎士としてのわたしは気にしない。誇らしくさえ思っている。これは大事なものを守り抜こうとした証で、恥じることなどなにもない。

			　けれど、少女としてのわたしは別だ。孝弘殿がこれを見たら、どう思うだろうかと考えてしまう。

			　きっと、彼は気にしないだろう。リリィ殿も言っていたが、そうしたあれこれを気にするタイプではない。それはわかっている。わかっているのだ。それでも、心配になってしまうのはどうしようもなく、憂ゆう鬱うつな気持ちになりもした。

			　かと思えば、今度は自分がなにを考えているのかに意識が向いて恥ずかしくなる。なにせ体を見せるというのは、そういうことだ。具体的なコトを想像してしまいそうになり、慌てて打ち消したりもした。

			　心はゆらゆらと揺れている。少女でいることにはまだ慣れない。

			「……そろそろいいでしょうか」

			　十分な時間が経ったので、わたしは湯から出た。

			　手早く準備を整える。服装は普段の騎士の装いではなくて、女の子らしいワンピースにしておいた。一応、剣だけは持っていくことにする。そうでないと落ち着かないし、万が一の用心でもある。アンバランスかもしれないが、これがわたしなのだった。

			　そうしているうちに、部屋にケイが戻ってきた。

			「おや。遅かったのですね」

			「えっと。ロビビアちゃんと話してました」

			「そうですか。仲の良いのはいいことです。ああ、そういえば、丁度、お湯ができていますから、使いなさい」

			「あ。ほんとだ。じゃあ、使おっかな。……あれ？　でもなんで？」

			　さっきのローズ殿と同じ疑問を、ケイも抱いたらしかった。丁度、準備が終わったところだったので、わたしは部屋を出ることにした。

			「それでは、湯あみを終わらせたら、あまり遅くならないうちに寝るように。わたしはこれから、少し孝弘殿に用がありますので」

			「孝弘さんに……？」

			　ケイは不思議そうに言って、こくりと首を傾げた。

			　その目がわたしを見て、お湯を張った桶を見て、もう一度、こちらに戻ってきた。

			　みるみるうちに、顔が赤く上気した。こちらに駆け寄ってくる。

			「そ、そそそ、そうなんだ。姉様、ついにだね！」

			「は？　ついに……？」

			「あっ！　でもだったら、もうちょっとおめかししたほうがいいんじゃないかな！　わたし、可愛かわいいの持ってる！」

			　ケイは鼻息荒くまくしたてた。

			　ちょっと様子が変だが、口を挟むこともできないくらい興奮している。これが騎士見習いとしての行動なら注意もできるが、いまのケイはなんだかすごく女の子だ。どう対処したものか迷っているうちに、ケイは動いていた。

			「ほら！　これ！」

			「……リボン、ですか？」

			　自分の荷物を漁あさってケイが取り出したものを見て、わたしは困惑した。

			　大きくて綺き麗れいなリボンだった。これまでに、こういったものを身に着けたことはない。わたしにとって装飾具というのは、イコールで魔法道具の指輪や腕輪だった。我ながら色気のないことだが、大事なのは実用性と耐久性だったのだ。

			「こういうのも、姉様、似合うと思うの」

			「しかしですね……」

			「付けてあげるね！」

			　駄目だ。話を聞く耳を持たない。普段心掛けている丁寧な言葉遣いも抜けてしまって、いまのケイは年相そう応おうの女の子だった。

			　もっとも、そんなケイを強い言葉で窘たしなめなかったのは、わたし自身、ケイの提案に心揺らされるものがあったからだろう。これから孝弘殿のところに行くのだから、なるべくおめかしをしていったほうがいい。そうしたい。そんなふうに思うのは、悪い気持ちではなかった。

			「……まあ、よいでしょう」

			　ケイも楽しそうだし、たまには好きにやらせてもいいだろう。

			　わたしは体の力を抜いて、為されるがまま任せることにした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そうしてしばらくのあと、わたしは孝弘殿の部屋の前に立っていた。

			　頭のうしろのほうに、ケイに付けてもらったリボンの慣れない重みが意識される。鋼はがねでできた剣とは比べものにならないくらい軽い布地のはずなのに、不思議とその重みが気になって仕方がない。思わず手を伸ばしそうになって、ケイが整えてくれたことを思い出してやめた。変になってしまうのは嫌だった。

			　大きく深呼吸をした。アンデッドなので呼吸の必要はないが、長年の習慣というのは身に染み付いているもので、これでなかなか馬鹿にできないのだ。

			　思い切りを付けて、わたしはノックをした。

			「よろしいでしょうか、孝弘殿」

			　呼び掛けると、すぐに返答があった。

			「シランか。いいぞ、入ってくれ」

			「はい。失礼します」

			　準備は万端。部屋に足を踏み入れた。

			　装備の点検でもしていたのか、小さなテーブルに手甲やナイフが置かれているのが見えた。テーブルの前に立っていた孝弘殿と目が合った。

			「なにか用か、シラン。リアさんのことなら、リリィに……」

			　孝弘殿は途中で口を噤つぐんだ。

			　不自然な間があった。孝弘殿の目が、まじまじとこちらを見詰めている。

			　なにか変だろうか。内心は大慌て、動作自体はさりげなく、わたしは自分の体にさっと視線を巡らせる。……うん。問題はない。ないはずだ。

			　しっかりと芯まで温めた体は、ほかほかと湯気を立てている。髪の毛はきちんと乾かしていると、せっかく温めた体が冷えてしまいそうだったので、まだ少し湿っていた。櫛くしは通してきたので、見苦しいことにはなっていないはずだ。

			　そこで、孝弘殿が口を開いた。

			「……風呂に入ってきたのか」

			「え？　はい。そうですね」

			　少し返答が遅れたのは、わたしの認識では、単に体を温めただけだったからだ。

			　言ってしまえば、冷えたスープに火を入れるのと変わらない。けれど、言われてみれば、普通それを入浴と言うのだった。

			「温まってまいりました」

			「……そうか。珍しいな」

			　なんだろうか。少し反応がおかしい気がする。

			　孝弘殿の表情は、どこか訝いぶかしげなものだった。困惑しており、わずかに照れてもいるような気もした。けれど、だとすれば、いったい、それはなにに対するものなのか。思い当たるふしはない。わたしの勘違いだろうか。

			「どうかなさいましたか」

			「いや。なんでも」

			　孝弘殿はなにかを誤ご魔ま化かすように空から咳ぜきをした。小さくかぶりを振り、口許が「まさかな」と動いたように見えた。

			「それで、どうしたんだ」

			　調子を取り戻したらしく、孝弘殿が尋ねてくる。

			　改めて問われると恥ずかしい。とはいえ、これはすでに一度、通った道でもある。わたしは小さく拳を作ると、勢いをつけて告げる。もっとも、恥ずかしさをなくしてしまうことはできなかったが。

		

	
		
			[image: p289.jpg]
		

	
		
			「そ、その、魔力の供給をお願いしたく思いまして、参りました」

			「……」

			　話を聞いていた孝弘殿が固まった。

			「魔力の供給を……？」

			「え、ええ。はい」

			　聞き返されるとは思わなかった。恥ずかしさが込み上げるが、ぐっと呑み込んで続けた。

			「そのために、こうして準備もしてきましたので」

			「風呂に？」

			「はい」

			　この返答では、事情を知らない孝弘殿には意味が通じないと気付いたのは、もう少し経ってからのことだった。緊張と羞恥のせいで、頭が回っていなかったのだ。

			　だから当然、孝弘殿は誤解する。

			「……おれも風呂に入ってきたほうがいいか」

			　尋ねられて、わたしは戸惑った。

			「え？　いえ、どうしてですか？」

			「え？　どうしてって……」

			　尋ね返せば、孝弘殿も困惑顔で固まった。

			　互いに顔を見合わせる。話がどうにも通じない。

			　

			　……ちなみに、ここまで孝弘殿にはまったく悪いところはない。

			　迂う闊かつだったのは、徹てつ頭とう徹てつ尾び、わたしのほうだった。

			　

			　孝弘殿の視点から、状況を整理してみればわかりやすい。

			　わたしは夜更けに、親密な関係にある異性の部屋を訪ねた。

			　それも、わざわざ直前に普段はしない入浴をしたうえで、魔力の供給――体液の供与を求める言葉を口にして、そのために湯ゆ浴あみを済ませてきたと告げたのだ。

			　これでどのような誤解が生じうるのか、あえて言うまでもないだろう。

			　

			　それからちょっとして、わたしたちはお互いの誤解を解くことに成功した。

			　……成功したというか、自分の失敗に気付いたというほうが、わたしの心情を正確に表していたけれど。

			「あ……あああ」

			　わけのわからない呻うめき声が漏れた。

			　全身が震えていた。体中を駆け巡る羞恥によるものだった。

			「……なんてこと」

			　わたしはよろけて、ベッドの端に腰を落とした。それでも体を支えることができず、ベッドに両腕をついた。それくらいに衝撃的だったのだ。

			「よ、夜よ這ばいに来たと勘違いを……？」

			　つまりは、そういうことだった。

			　確かに自分の振る舞いを思い返してみれば、とても大胆な行動をしているように思われても無理はない。というより、これで夜這いではないほうが、むしろおかしいくらいだった。

			　それなのに、そこに思い至らなかった。これは別に、わたしにそうした知識がなかったためではない。騎士団には男性のほうが多かったし、もっと下世話な冗談を耳に挟む機会もあった。ただ、騎士以外の何者でもなかった頃は、そうしたすべてを自分と切り離したものとして捉えていた。そして、その認識は女の子としての自分を認めたいまにも継続していたのだった。

			「なんとわたしは、はしたないことを……」

			「いや。正直、おれもおかしいとは思ったよ」

			　慰なぐさめるように、孝弘殿は言った。

			「シランはどうも奥手というか、奥ゆかしい印象があったから。それに、表情とかパスからも、そんな感じがしないし、なにより突然だったからな」

			　孝弘殿は気を遣って、こんなふうに言ってくれているが、別の言い方をすれば、やっていることと立ち振る舞いとが、ちぐはぐだったということだ。それは、戸惑いもするだろう。わたしはがっくりと肩を落とした。

			「大変なご迷惑をお掛けしました……」

			「そんな大おお袈げ裟さな。ちょっと驚いただけだよ」

			「孝弘殿だけではありません。ローズ殿や真菜殿にも……あ！」

			　言いかけたところで、わたしは小さく叫んだ。真菜殿の最後の不可解な台詞せりふや、不審なほどのケイの興奮の様子を思い出したからだった。

			「そういえば、風呂に入ってきたんだったな」

			　わたしの反応からおおよそのところを読み取ったのか、孝弘殿が気の毒そうな顔をした。

			「ひょっとして、誤解されたか」

			「……どうやらそのようです」

			　真菜殿は間違いなく勘違いをしていた。

			　わたしより更に男女の機微に疎うといローズ殿は状況を理解していなかったが、あのあとで真菜殿はローズ殿に丁寧に説明をしたはずだ。そう考えると、ちょっと気が遠くなった。それに、ケイもそうだ。なにを応援してくれていたのか、ようやく理解できた。

			　……こうしてはいられない。

			「申し訳ありません、孝弘殿。失礼します。真菜殿にローズ殿、あとはケイもですね。誤解を解きにいかなければ……」

			　わたしはよろよろと立ち上がった。

			　しかし、そこで思いがけず腕を取られた。

			「ちょっと待った」

			「……あ」

			　気を抜いていたこともあり、あっさりと引き戻された。

			　そうして感じたのは、人肌の温かさだった。一瞬、なにが起こったかわからない。

			　理解した途端に、失ったはずの血の気が沸き立つかと思った。

			「た、孝弘殿!?」

			　ベッドに腰かけた孝弘殿に、横から抱かれるかたちになっていたのだった。

			「あ。本当に温かいな」

			　面白そうな声が、すぐ耳元で聞こえた。体に回された腕が温かい。わたしのように外から温めたわけではない生命の温もりが感じられた。

			　ここに来たのは魔力の供給――口付けを交わすためだったが、これはあまりにも突然だった。無論、嫌な気持ちではない。全然ない。だからこそ、わたしはかちこちに固まった。

			「誤解を解きに行くつもりなんだろうけど、少し落ち着け」

			　落ち着いたわけではなく、固まっていただけだったが、ともあれ、わたしは大人しく孝弘殿の言葉を聞いた。

			「ローズはともかく、加藤さんは眠っているかもしれない。ケイもな。行くにしても、明日にしたほうがいいだろう」

			「……あ。それもそう、ですね」

			　孝弘殿の部屋を訪問してから、それなりの時間が経ってしまっていた。

			　もう横になっていてもおかしくない。わざわざ訪ねるような理由でもなかった。

			「申し訳ありません、孝弘殿」

			　こんなことにも思い至らないくらい慌てていたなんて、身が縮む思いだった。

			　これまで騎士として生きてきて、このような迂う闊かつな姿を晒さらすことはまずなかった。わたしは常に自分を律して行動をすることができた。けれど、ひとりの少女として振る舞うことは、どうにも勝手が違っていた。感情をうまく制御できず、自分を律することができない。

			「なんだか、先程から駄目なところばかりをお見せしてしまっていますね」

			「そうかもしれないな」

			　嘆たん息そくして告げた言葉を、孝弘殿は否定しなかった。

			　ただ、だからといって、呆れることはなかった。

			「だけど、いいんじゃないか」

			　意外なことに、孝弘殿はむしろ嬉しそうでさえあった。

			「騎士としてのシランは凛り々りしくて格好がいいけど、いまのシランも可愛かわいくていいと思う。おれは好きだよ」

			「……っ！」

			　心臓が停まったかと思った。

			　無論、錯さつ覚かくだ。停まるもなにも、もともと、わたしの心臓は動いていない。だけど、そう錯覚するくらいに、いまのは不意打ちだったのだ。

			　もちろん、わかっている。孝弘殿に他意はない。いまのは、花が綺き麗れいだとか、可愛いだとか、そういった類の言葉であって、異性の間で交わされる口く説どき文句ではないのだ。

			　けれど、そうとわかっていながら、わたしは自分がどうしようもなくなるのを感じた。どんどん自分が駄目になっていくような、その逆のような、よくわからない感覚だった。

			　それは、騎士としてのわたしが知らないものだった。

			　女の子としてのわたしは、それでいいのだと知っていた。

			　ひょっとすると、恋をするということは、どうしようもなく駄目になることなのかもしれない。騎士としてのわたしはそう感じた。けれど、ふたりきりでいるときには、これでいいのだとも思った。

			　これはきっと、駄目になっているのではない。彼に恋をしているということなのだ。

			　あたふたとして、みっともないところを見せて、落ち込んだと思えば、ちょっとしたことで喜びに包まれもする。そうしたすべてが、愛おしい。

			　気付けば、唇が重なっていた。

			　孝弘殿はちょっと驚いた顔をしていたから、多分、したのはわたしからだ。魔力の供給なんて理由は、頭からすっぽり抜け落ちていた。

			　拙つたなくも唇の輪りん郭かくを合わせると、満たされる感覚が指先まで行き渡った。同時に、これでは足りないとも感じた。その強烈な感覚が、もっと深く、わたしを彼にのめり込ませた。

			　すべてが甘美な感覚に押し流されていく。

			　抗うことなく、いまはただ彼のことだけを想った。
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